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大学教育とカウンセリング

中村弘道

1. SPSとカウンセリング

Student Personnel Services (SPS)は個々の学生生徒がそれぞれの素

質や個性に即して，パーソナリティ ーのよりよき発達をめざすためのもの

であり，とくに学生生徒の最大限の発達を援助するために設けられている

のである.すなわち，それぞれの学生生徒が自己理解を深め，その能力を

最高度に発悔して環境に適応し，賢明な選択をなし，自主的に問題解決が

できるような能力を発達せしめ，将来社会の一員として独自の貢献をする

ことができるように個人に与えられる教育計画のすべてをいうのである.

Student Personnel Work (SPW)もこれと大体同様の意味に用いられる.

ギルパー ト・レン (Wrenn，C. G.)は SPSの領域について次の仕事

をあげている.

(1) 新入学生に対するオ リエンテーション (Orientation)

(2) カウンセ リング ・サービス (CounselingServices) 

(3) 教科外活動の指導 (StudentsActivities) 

(4) 学生宿舎の指導 (HousingProgram) 

(5) 学生の健康管理 (HealthService) 

(6) 経済援助，アルバイ トのあっ旋 (FinancialAids and Student Em-

ployment) 

(7) 就職指導 CJobPlacement Service) 

(8) 記録の保管 (Records)

(9) 測定と調査 (Measurementand Research) 

などを含んでいる.
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しかし現在アメ リカの大学のSPSの領域は大学によってそれぞれ違

っていて，同じ組織をもった大学は一つもないといってよいくらいである.

この領域の多様性は大学それぞれの個性をもったSPSのプロ グラムを作

っているという意味で好ましいことであると思われる.

2. SPSの根本理念

SPSの根本理念は学生の個性に即した全人的発達を期するにある.す

なわち学生の知的発達だけを目標とするのではなくして，それを含みなが

ら，さらに学生の情緒的，社会的，身体的発達をおし進めて，個性と能カ

に応じた円満な発達を遂げさせ，健全な知性をもった望ましい社会人とし

て義務と責任を自覚した向律的なパーソナリティーの形成を目指すのであ

る.

それであるから，大学は学生の全人としてのパーソナ リティ ーの完成を

教育の目標とすべきであって，学生の教室外のいろいろな要求に応ずる計

画を有効に実施する責任があり，従来のように単に教室における研究と学

習との知的な面だけに重点をおくことは近代の大学の機能としては十分で

ないといわねばならない.

このようにSPSは大学における教育活動の一環で、あり，教育から離れ

て存在する単なるサービスではないのである.教室内の研究や勉学と SP

Sのいろいろな業務とが両々相まって大学の教育計画が完成されるのであ

り，そうしてこの二つが共通の教育理念に立脚して行なわれるときにその

大学の教育計画は効果をあげることになるのである.もしそうでなければ

大学における SPSの存在価値はなくなってしまうことになる.すなわち

大学で行なわれる SPSの仕事は個々の学生に対して，教育上の成長と発

達とがそれぞれになされるように計画されなければならない.

このような観点から見ると， S P Sの仕事に携わっている人たちは，教

室で教科を教えている人たちと問機に，あるいはそれ以上に重要な仕事を

しているということもできるわけである.

これらのSPSの領域において，カウンセ リングはもっとも中核的な機

能を持っているばかりでなく，カウンセリングはSPSのすべての領域に

関係してし、る.すなわち，カウンセリングの技術や方法，その基繰になっ
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ている考え方はSPSのどの部分においても必要である.どんな些細なこ
とであっても，また学生とのどのような接触であっても， S P Sの関係者
は学生をカウンセリングしているとしづ事実を忘れてはならない.それで

はSPSの関係者はどのような考えのもとで学生に対してカウンセ リング
しなければならないかといえば，それは個々の学生の個人的発達というこ

とに最終の目標がおかれねばならないと思われる. S P Sの関係者は学生
に対して事務的機械的なサービスにならないようにつねに注意していなけ

ればならない.というのはたとえば寮の仕事や奨学金の仕事7こしてもすべ

て単なる ~n務的機械的なサービスになりがちで，真に学生の発達のために

仕事をすることができないというおそれがあるからである.しかし寮の

仕事や奨学金の仕事をするにしても，その係りの人たちがつねにカウンセ

リング的な考えかたに立って仕事を進めるならば，学生に対して事務的機

械的でない全人的な綜合的な発達が期待できるわけである.

大学のカウンセリングはその程度にさまざまの水準がある.たとえば大

学の窓口の事務職員と学生との聞の偶発的に起る接触を第一の水準のカウ

ンセ リングとするならば，履修課程の選択や履修科目に関しての助言に携

わる教職員によって行なわれるカウンセリングは第二の水準のカウンセリ

ングであると言える.さらに第三の水準のカウンセ リングは教職員のなか

から慎重に選ばれた人たちによって行なわれる，いわゆる助言教官 (Fac-

ulty Advisor)によるカウンセリングであり，第四の水準は複雑な適応障

害を起した学生に対して行なわれる程度の高いカウンセリングである.

このように大学におけるカウンセ リングの組織は全学の教職員によって

行なわれるということが必要であるが，カウンセリングの方式は必ずしも

一様ではない.しかし，大学のカウンセリングは事務職員，学科担当の教

員，専門的カウンセラーとその水準と技術とに程度の義こそあれ，全学的

に行ーなわるべきものである.

3. カウンセリングとは何か

カウンセリング (Counseling)というのは心理学の専門領域のなかでも，

もっとも新しい領域の一つである.それは個々の人々がその能力の限界の

なかで最大限の発達をなし，環境に対しよりよき適Lιができるように援助
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を与えることである.そのために心理学的の専門的訓練を受けたカウンセ

ラー (Counselor)が援助と助力を必要としているカウンセリ ー (Counse-

lee) rまたはクライエン卜 (Client)ともいう」に面接して言語的手段を
媒介として助言援助を与えるのである.それであるからカウンセリングは

助言援助を与える専門家であるカウンセラーとそれを必要としている人，

すなわちカウンセリ ー (またはクライエント〕との聞の一対ーのダ、イナミ

ックな関係においてなりたつものであって原則としては集団を対象とする

ものではない.

われわれは一人前の人間として成熟するまで，適応やその他の人生のい

ろいろな問題にぶつかり， I~I 分一人では解決することができなくて，他人

の助言や援助を必要とするような場合がかならずあるものである.しかし

多く の人はそうした危機に臨んて、も，かならずしも適切な助言や援助を与

えられるとし、うわけではなく ，そのために一教育の機会を失ったり，職業の

選択に迷ったり，一坐の伴侶の選択を誤ったりして，そのエネノレギーを徒

らに浪費し，生命を空しくタとってしまうというような不幸な運命におちい

っている人が少なくないのである.

カウンセリングはこういういろいろな問題や悩みをもっている人に対し

て専門的な立場から助言援助を行なうことであるが，カウンセ リンクAはこ

れらのレろいろな問題や悩みに対して直接解決法を指示したり，対策を強

制することではない.またカウンセ リングを受けるカウンセリー自身も決

してカウンセラ ーの助言援助に盲従することでもない.どういう場合にも

カウンセリ ーが自分の問題をよく理解して適当な解決法を自分自身で発見

していくということ，つまり自己指導，自己決定ということがカウンセリ

ングでは大切であり，カウンセラーはその過程を助けてあげる役目をする

にすぎないのである.

普通の辞書をひくとカウンセリングとは考えを交換する (mutual 

change of ideas)，忠告する (togive advice)，勧告する (torecommend) 

としづ定義がなされている.日本語の「相談」もこれとまったく同じ意味

だと思われる.ところが忠告するとか説得するとかはカウンセ リングに取

って無意味だという考えかたがカウンセ リングのある一派の人たちから出

てきてカウンセ リングに対する考えかたが非常に変ってきた.忠告や説得

が効果がなければカウンセ リングでいちばん重要なことは何かという こと
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についての研究が進んできて，それによればカウンセ リングは常識的に行

なわれる話し合いとか経験に基づいて行なわれる忠告というものではなく

もっと別の要素が大切だということが指摘されるようになって来た.そこ

で現在心理学で代表的定義といわれているイング リッシュ (English)夫妻

の辞典によると「カウンセ リングとはカウンセリ ー (来談者〉が適応上の

問題を理解し解決することができるようにカ ウンセラーが援助につとめる

関係である」とされている.つまりこの援助関係 (helpingrelationship) 

とレう意味はカウンセリングのいろいろな考えかたを包括できる無難な定

義をしようということであると思われる.この適応上の問題という ことに

なるといろいろの問題がそのなかに含まれてくる.たとえば学業上の問題，

進路選択の問題などもそのなかに含まれて くるこ とになってl陥の広い使い

かたになると思われる.

個体と環境との間の調整に闘することを適応 (adjustment)というが，

カウンセ リングのなかには学業相談，進路相談，適応相談というように三

つに分けることができるが，このなかで情緒障害に閲する相談を適応相談

というときには，適応ということを狭い意味に解しているのであって，い

まこ こで 「適応上の問題を恕解し，解決するのを援助することがカウンセ

リングの目的だ」といったのは適応というこ とを広い話、味に取った考えか

たてある.そう L、うわけで大学におけるカウンセ リングでは情緒障害を取

り除く意味での治療的な矯正的なカウ ンセリングだけでなく ，その他に学

業相談や進路相談など学生生活に取っては非常に重要な内容がカウンセ リ

ングにはあるので，この場合には情緒障害を取り除く必要は必ずしもない

というのが大学におけるカウンセ リングには多いと考えられる.

4. 大学におけるカウンセリング

カウンセリングを大別すると治療的，矯正的なカウンセ リングと開発的

発達的なカウンセリンクとがあり，大学におけるカウンセリングはその両

方とも必要であるが，どちらかというと開発的発達的カウンセリングのほ

うに多くの比重をかけなければならないと思う.最近正常な人々に対する

カウンセ リングということに大きな関心が払われるようになってきた.と

いうのはカウンセリングは矯正的な治療的な機能ばかり でな く，開発的な
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発達的な機能が果されなければならなくなったということである.欠陥の

ある人，問題のある人だけにカウンピ リンク、は必要なものではなく，普通

の人，優秀な人にもカウンセ リングが必要とされるようになってきたので、

ある.このことは大学におけるカウンセ リングにおいて特に必要なことで

あると忠われる.

大学におけるカウンセリングはクリニックにおけるカ ウンセリングと違

って，大学全体の教育計画やSPSのプロクラムと密接に関係していなけ

ればならない.そうしてまたカウンセリングは単に正課教育のほかで学生

の悩みや問題の解決を援助する補助的の仕事としてではなく，むしろ大学

教育の中核的役割を荷うべきものであると考えられる.カウンセ リングの

このような教育的機能について最近「カウンセリングをすべての人に」と

か 「すべての教師はカウンセラ ーに」とかいう標語によっても示されてい

る通りである.

このように大学におけるカウンセ リングにおいて教育的機能を重視する

ことはカウンセ リンクを広く解釈することである.大学におけるカウンセ

リンクは情緒的な適応問題だけでな く，非情緒的な適応問題も取り扱わな

ければならない.また矯正的な治療的な面だけで‘なく，広い意味で個々の

学生の適応、を地進し， 個性に応じたパーソナリティ ーの発達を援助するよ

うにしなければならない.

それであるから大学におーいてカウンセラ ーの取り扱う問題とクリニック

においてカウンセラーの取り倣う問題との聞にはおのずから相違がある.

すなわち，大学におけるカウンセラ ーの取り扱う問題とク リニックにおい

て取り扱われる問題との聞には一線を闘す必要がある.大学におけるカウ

ンセラ ーは正常な学生たちの問題や特色を取り扱う技術や方法を研究する

必要があると思われる.たとえば5%のはなはだしい障害を持つ学生を取

り扱うよりも，むしろ95%の正常な学生を取り扱うのが大学におけるカウ

ンセラ ーの仕事ではないかと思われる.

障害の程度が甚だしく，それに必要な計画が長期にわたり，または高仙ー
リファー

につくような場合には大学はそれらの学生を専門的な施設に委託すべきで

ある.大学におけるカウンセ リンクははなはだしく情緒的発達をわい曲さ

れ阻止された学生の深い心理療法にだけ特別な力を注ぐわけにはいかない

のである.しかし大学におけるカウンセラ ーに取っても心理治療に対す
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る一般的な基本的知識と技術とを持つことはもちろん必要なことである.

日常生活が楽しくやっていけないような軽い程度の不適応な学生に対して

は大学のカウンセラ ーでも十分処置できるはずである.

大学生活に対するカウンセリンク ・プログラムはあらゆる数多くの学生

たちの要求に対して援助する必要がある.それであるから学生に対するカ

ウンセ リングが十分効果をあげるためにはいろいろな型の学生をカウンセ

リングする必要があると考えられる.このように大学におけるカウンセ リ

ングはすべての学生の必要に応じて行なわれなければならないから，ある

一派の技術や方法を固執するよりも，広い範囲に適用のできる技術と方法

とを弾力的に用いて学生を援助することが必要であろう.もしカウンセラ

ーがある一派の特定の技術や方法だけに固執して融通を利かすことができ

ないならばカウンセリングの効果の多くを失ってしまうであろう.

5. カウンセリングの発達

現在カウンセリングのいちばん発達しているのはアメリカである.アメ

リカにおけるカウンセ リンクの発達は三つの運動にその起源を持っている.

それは

(1) 職業指導運動

(2) 精神測定運動

(3) 心理療法である.

職業指導運動は，アメリカにおいては青少年の学校卒業後の職業的適応

を改善するための一つの運動として始まった.職業指導運動の創始者フラ

ンク ・パーソンス‘ (Parsons，F.)は職業指導運動を①自分自身の分析，

①職業の理解， ①その比較 ということが必要であるとした.パーソンズ

の職業指導の手順は一方において個人を分析して個人の性能その他につい

て資料を集め，他方において職業の内容を調べて職業に対する知識を広め，

両者を比較してその人にいちばん適する職業を選択させるということであ

った.

フランク ・パーソンズが職業指導の仕事をボス トンで始めた頃，アルフ

レッ ド・ビ不一(Binet，A.)がパリにおいて知能検査を始めて発表した.

これは 1905年であったが，これがアメ リカに入ってタ ーマγ (Terman，
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L.)によって，スタンフォ ード・ビネ一知能検査 (Stanford-Binet In telli・

gence Test)となった.また一方第一次世界大戦のとき，将兵を知能的に

分類選別する必要から軍隊検査 (ArmyTest)という集団知能検査が生ま

れ，戦後も多数の知能検査，適性検査が標準化せられ，それにともなって

個人差，適性，興味などの研究が進んできた. すなわちこれは個人の分析

のための器具が揃ってきたわけである.

この職業指導運動と精神測定運動とを基盤として発達したのが臨床的カ

ウンセ リング (ClinicalCounseling)でその代表者はミネソタ大学のウィ

リアムソン (Williamson，E. G.)である.ウィリ アムソンは1939年『学生

相談の方法J(How ωCounsel Students)とL、う本を書いたが，そのなか

に臨床的カウンセ リングの特色が見られる.この臨床的カウンセ リングは

要するに医学の方法にならって専門家による慎重な診断と慎重な治療とを

強調するものであり，それまでのカウンセ リングがほとんど教育的あるい

は職業的問題に限られていたのを，もっと広く適応の領域にま℃拡大しよ

うとするものである.ベピンスキー(Pepinsky，H. B.)はこの方法が診断

によってパーソナ リティ ーの特性や因子を明らかにするこ とから特性 ・因

子中心アプロ ーチ (Traitsand Factor Centered Approach) と呼んでい

る.

1930年代になると，もう一つの運動が，これは臨床心理学のなかから勢

い強く起ってきた.すなわち心理療法に対する関心である.もともとこの

運動はフ ロイト (Freud，S.)の精神分析学の流れを混むものであるが，

これをカウンセ リングの一派として発展させたのがカ ール・ロ ジャ ース

(Rogers， C.)である.1942年ロジャ ースは 『カ ウンセ リングと心理療法』

(Counseling and Psychotherapy)とし、う本を出したが，この本が出てか

ら心理療法に対する関心が急激に高まり，カウンセ リングを職業指導運動

や精神測定運動とは切り離し，いわゆる非指示的カウンセ リン グ(non-

directive Counseling) の発達をもたらした.ロジャ ースは自己の新しい

カウンセ リングの体系を提唱したとき，彼はそれを 「非指示的カ ウンセ リ

ング」と名づけ，それまでの臨床的カウンセ リングを指示的カ ウンセ リン

グ (directiveCounseling)だと批判した. 指示的カウンセ リングという名

前はこの時に起ったのであるが，ロジャ ースによって指示的だと批判せら

れた人たちは何れもその立場を指示的だとは考えておらず， 自分たちは

- 8ー



「非指示派ではないものJ(non-nondirectivists)にすぎないと反駁し，そ

れにともなってカウンセ リングの理論および技術にさまざまな論争を展開

したのである.ロジャ ースはこのよ うな批判を浴ひ.た結果，その後自己の

提唱した体系をクライエント ・中心療法 (Client-centeredTherapy)と呼

ぶよ うになった.ここでカウンセ リンクとは呼ばないで療法 (Therapy)

と呼ぶようになったことは，正常な人を取り扱うよりもむしろやや異常に

近い人を取り扱うようになったことを示している.

以上述べた三つの流れがだんだんと合流したということは，アメ リカに

おし、て始め職業指導運動として出発した運動が始めは職業への方向づけ

(Orientation)とし、う面を強調し，それから適性検査と並行的に進み， や

がてはそれと合流して配置(Placement)の問題が強調されたがその後心理

療法的方法をも同化し，カウンセリンクの新しい分野としてその存在を明

らかにしたということである.それは職業指導を含むものではあるけれど

もそれを超えて人聞を人間と して取り扱い，あらゆる種類の適応問題につ

いて援助を与えようとするものである.なお指示的カウ ンセリングと非指

示的カウンセ リングとの論争はアメリカではまだ続いているように思って

いる人があるが，これはもはや過去のことで現在のアメリカのカウンセリ

ング界ではまったくないことを注意すべきである.

6. 現代のアメリカカウンセリング界のニ潮流

現代のアメ リカカウンセ リンク界には大きく分けて二つの大きな流れが

あるように見受けられる.その一つは科学的な客観的な認知的な行動主義

的な流れであり，これに対してもう一つは哲学的な主観的な情緒的な人間

学的な見方をとる流れである.

この二つの流れは現在アメリ カにおける二つの対立的な有力な流れであ

り，往年の指示的カウンセリ ン夕、と非指示的カウンセ リングとの対立を忠

わせるものがある.

行動主義カウンセ リングは学習理論における条件づけ(Conditioning) 

とか強化 (Reinforcement)などの実験室での研究の成果をカウンセリン

グに適用して行動の変容や再構成などに使おうとするものである.たとえ

ば不適応行動は学習によって習得されたものか，あるいは不完全学習のがi
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果起る ものであるから，それを変容したり矯正した りするためには条件づ

けによって望ましい行動の型を獲得させるか，あるいは望ましくない習慣

を消去させることが必要である.したがってこのためにはノξヴロフ (Pav-

lov 1. P.)の条件反射の理論や新行動主義者のオペラン ト条件づけ (Ope-

rant Conditioning)が基本的な原理を提供するのである.行動主義カウ ン

セリングにおいてはたとえば教育計画を立てるとか，結婚の相手として二

人のうちの一人を選ぶとか具体的で簡潔な目標を重視する.このように目

標の正確さと測定可能な結果を重んずることが行動主義カウンセリンクの

特徴である.しかし行動主義カウンセ リングの|限界は観察可能な行動から

感情を取り倣うことのむずかしさである.具体性， 客観性，正確さを強調

するあまり ，カウンセラ ーは行動の微細なII1iに|眼を向けやすくなり ，より

大きな複雑な型を見逃しがちになるということ，また動物実験の単純なモ

デ、ノレに基礎をおいた行動主義の理論は複雑な人間行動の諾過程を説明する

には適しないという批判である.

人間学的笑存的カウンセリン グは人間学的心理学と実存心理学との二つ

の分野から得られた考えかたと方法とを結びつけてカウンセリングの基礎

的理論を作ろうとするものである.人間学的実存的ア プロ ーチはあらゆる

人々，人間というすべての存在へのアブローチである.この立場の人たち

は自己自身の行動と将来とに対し責任を取ることができるという仮定に立

っている.そうしてカウンセ リングの特定の技術よりも，むしろ人生への

向いかた，人生に対する態度に基礎をおいている.現実的であることは人

が実在するということ，そしてその人は|当分の実存のしかたについて責任

を有するということである.この立場は広い範閣の宗教的哲学的な忠立!を

包含しており，人間性に中心をおく ためにカ ウンセラ ーに取って魅力があ

る.しかし人間学的実存的カウンセリングの持つ限界はその主観性が高い

ために，それがあいまいさ， 神秘主義，研究にt渇する問題点などにも通ず
ることで、ある.

カウンセリングの技術と方法とはそれぞれにつき長所と限界とを持って

いる.他のどれよりもすぐれた技術や方法は現在のところまだ見当らない

といってよい.背は指示的方法とか，非指示的方法とかの二つだけがカウ

ンセ リングの技術や方法で‘あったが， 現在ではちょっと数えても十指に余

るカウンセリングの理論と方法とが提唱されるようになったのはこのため
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である.カウンセリングのあらゆるケースと問題とに適用のできる唯一無

二の方法は現在のところまだ見当らないのが現状である.

7. わが国の大学におけるカウンセリングの発達

1951年(昭和26年)American Council on Education 内に 「アメリカの

SPSやカウンセリングを 日本の大学に紹介するための委員会J(an Ad-

visory Committee to introduce personnel services to Japanese Univer-

sities)が作られ， ミネソタ大学のウィ リアムソン博士(Williamson，E. G.) 

がその委員長となり， 選考の結果，ロイド博士(Lloyd，W. P.)を団長と

する 5名の専門学者が日本に派遣せられた.これらの五名の講師たちは日

本側の講師団と協力して，東京大学，京都大学， 九州大学において各地区

の大学関係者とそれぞれ三ヶ月間にわたる厚生補導研究集会 (SP S研究

集会)を聞いた.そこでカウンセリングの必要性が力説されたのがわが国

の大学に正式にカウンセ リングが紹介された最初である.私は東京大学で

の研究集会に日本側講師団の一人として参加した.1952年(昭和27年〉に

はこれらの研究集会の参加者を中核として全国学生厚生補導研究会が組織

された.これらの動きにH手応して東京大学に;おいては1953年(昭和28年)

本郷と駒場の二つのキャンパスにカ ウンセリン グ ・ センタ ー としての学~L:.

相談所が設置され，カウンセリングの業務が開始され，私は駒場のほうの

責任者となった.これらに刺激されて各地の大学に統々学生相談所や学生

相談室が設置せられるようになった.さらに1955年(昭和30年〉には東京

地区を中心として「学生相談研究会」が結成され学生に対するカウンセリ

ングの研究，調査， 研修活動などが開始され機関紙として 「学生相談」が

刊行された.これが現在では「日本学生相談研究会」となって発展してい

る.日本学生相談研究会では毎年 「学生相談研修会」を開催しているが，

これには毎年アメ リカから著名な専門家を招くことが特色となっている.

さらに1955年(昭和30年〕にはロイド(Lloyd，W. P.)ロビンソ ン(Ro-

binson， F. P.) ボーディン (Bordin，E. S.)の三博士によるカウンセリン

グの特別研究集会が東京大学において開催された.また翌1956年 (11{'，;1'1J31

qりには臨床的カウンセリングの代表者であるウィリアムソン (William-

son， E. G.) 博士が来日し，1<iJじく東京大学において 「カウンセリンクの
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理論と実際」について集中講義を行った.また1961年(昭和36年〉去には

ロジャ ース (Rogers，C.)およびスーパー (Super，D. E.)の二博士が来

日し， ロジャ ース博士は彼のいわゆる非指示的立場のカウンセリングを，

スーパ一博士は職業的カウンセ リンクの理論を紹介した.

一方日本応用心理学会では1960年(昭和35年)秋の大会で新しく相談部

会の設立が提案され，翌1961年(昭和36年〉 正式に承認され発足した.し

かし1964年 (昭和39年)の第八回大会で 「相談学将来言|画委員会」が設置

され，わが国の相談活動を盛んにする方向について討議が重ねられ，その

結果新しく独立かつ専門的な相談学の学会を設立することになり，昭和42

年6月 「日本相談学会」が新しく創立せられた.これはわが闘のカ ウンセ

リングの発達の歴史の上で画期的なことである.日本相談学会は心理学に

基礎をおくとはL、え，広く人間に関する諸科学の研究とも密接に関係を持

たねばならないとし，事業と して共同研究，大会， 研究会の開催や機関紙

の発行，海外との交流のほか研修，資格認定，広報活動などの実践活動を

推進している.

1978年11月日本学生相談研究会主催の研修会に特別講nrliとして米1:1した

ペンシルペニア州立大学教授のハ一博士 (Herr，E. L.)は円本の印象につ

いて次のように述べている.

「種々の教育機関，就職難，有名大学への受験競争，:ii月病，これらに

関連するさまざまな現象はそれぞれ皆改善にせよ，発達にせよ，広い分

野にわたってカウンセ リングの必要性を物語っているように思います.

このように考えますと日本の文部省が小 ・中 ・高校ならびに高等教育機

関におけるカ ウンセ リングとかガイ タンスを強力におし進めていないこ

とに私自身非常に驚きを感じま した.私はまた日本の大学が修士課程

や博士課程でカ ウンセラ ー養成のプログラ ムを開設していないことに篤

いています.しかし私はこのような感想を述べて批判しようというわけ

ではありません.日本の政府が将来カウンセ リングやガイダンスの必要

性をより明白に認めるにしたがって，十分資格のない人々が専門家と思

われないように後日高度な専門家養成機関をつくるに違いないことを期

待したし、からです.もし，十分に資格のない人々が専門家と思われると

すれば，将来における 日本のカ ウンセ リングの発達に妨げとなるでしょ
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う」

、一博士も述べているように，カウンセラ ー養成についてはわが国の現

状はきわめておくれており，いろいろなところで行なわれている養成課程

もきわめて貧弱なものが多い.これについては私が日本応用心理学会の会

長をしていたとき昭和30年カウンセラ ー設置の必要性を政府や国会に請願

したり，カウンセラ ー養成のためのカリキュラム案を作ってその実現をは

かったりしたしその後日本相談学会になってからも機会あるごとにその

必要性を訴え続けてきたのである.

日本;の大学ではまだ各大学にカウンセラ ー養成のための講座がおかれて

し、ないので，当分の聞は現職教育によってカウンセ リソグの理論や技術に

習熟するよりほかにしかたがないありさまである.とにかく免許制度の確

立とカウンセラ ー養成課程の強備とはわが国におけるカウンセ リング発展

のための焦眉の急務で、あるといわねばならぬ.

1981年(昭和田年)は日本の大学にカ ウンセリングが導入せられてちょ

うど30年になる.その機会に H米合I，;Jして何らかの記念、の行1]1を行い，30 
年の過去を顧み，将来の発展の礎にしたL、と思いその企画を進めている.
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Voiceの用法について英語教育にふ、ける

井口 美登 利

はじめに

文法論としての Voice

初等英語指導法における Voice

英語表現法あるいは英語文書実務教育における Voice

おわりに

0

1

2

3

4

 

0 はじめに

0-1 外国語教授法， とりわけわが国における英語教育の方法について，

.....__Methodとしづ名称を持つものだけを数えても，十指では到!氏足りず，

優に20を超えるほどである.

Chomskyに従えば，言語習得の方法は

(1) 理性主義的方法 Rationalist Approach 

(2) 経験主義的方法 Empiricist Approach 

の両者に大別される1)

明治以来，わが国に紹介された数多くの英語指導術あるいは英語教育法

は，その根底とする言語修得理論をそのいずれかに立脚するものと考えて

よく，こうした基準によって分類することが普通となった.すくなくとも，

単なるH寺代的な前後関係による I1日J 1新」といった分類よりは妥当であ

ろうし編年的な発展とも，大体において対応するのである

1) 鳥居次好 「各種教授法とその根底にある言語観:概説J，鳥居次好，片山嘉
雄，遠藤栄一(編)，r英語科教育の研究』第5版， (大修館書庖， 1979)， pp 
169， 170 
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0-2 こうした観点から，わが国の英語教育法を列挙すれば次のようにな

る.まず理性主義的方法としては

Grammar Method 

Translation Method 

Grammar-Translation Method 

ヨー ロッパにおける古典語 「ラテン語」の教授法に出発したといわれる，

これらの伝統的あるいは旧式な外国語教育法は，わが国における中国古典

語 「漢文J中心の寺小尾式教育法と，その奇しくも持つ相似性の故もあっ

てか，かたく結びついて幕末 ・明治以後長く今日に李るまでその命脈を保

っている，

言語体系はひととおり学び得ても，実際の言語運用の訓練に欠けること

から，この教育法に対する批判は多い.けれども，その弊rJfの大半は，教

える側の教師と学ぶ側の生徒 ・学生に共通した，安きを求める姿勢による

ことの方に問題があろう.教える側にその人を得，学ぶ側に積極的な姿勢

があるならば， たとえば中学 ・高校といった初期の段階においても記憶力

・推理力の訓練，短大大学の中期過程にあっては抽象概念、の理解と論理の

確立，さらには心理学的 ・社会学的な配慮からする，より良き人間関係を

築くためのコミュ ニケーションスの習得には，いたずらに「合理性」を唱

えるある種の「新教育法」には求められぬ，長所 ・利点あるいはその可能

性を内包する「旧教育法」を，いちがし、に否定することはできないと思う.

かつて，われわれ先輩たちが外国語修得のために，どれだけの努力を払っ

たかを，改めて見つめるために，さきほどその建物の復元がなった大阪は

緒方洪庵の適々塾に学んだ福沢諭吉の回想記を掲げることとする

3て し て

扱その写本の物理医書の会読を如何するかと云ふに， 講釈の為人

もなければ読んで聞かして呉れる人もない.内証で教えることも聞くこ

とも ;I}'t_聞の恥辱として，万々ーも之を犯す者はない 11作 I ~I 分一人で以
たよ

てそれを読砕かなければならぬ，読砕くには文典を土台にして辞i1f.lこ使

る外に道はない .. .又は先生に講義を師、たこともある.. .之を聴聞

する中にも燦々先生の説を間て，其轍衝なること其放11日なること実に蘭

学界の一大家，名実共に違はぬ大人物であると感心したことは毎度の事

で，講義終り塾に帰て朋友相互に 「今日の先ノドの彼の車説は如何だい何
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だか，吾々は頓に無学無識になったゃうだ.Jなどと話したのは今に覚

えて居ます.(福翁自伝〉

0-3 次に経験主義的方法によるものと してはその主要なもののみを挙げ‘

ることとする

Natural Method (Berlitz Method) 

Phonetic Method 

Psychological Method (Gouin Method) 

Direct Method 

Oral Method (Palmer's Method) 

Reading Method 

Graded Direct Method and Basic English 

Oral Approach 

ASTP: The Army Specialized Training Program 

Electic Method 

Generative Grammar Method 

近代 OralMethodの始祖といわれる HaroldE. Palmer (1877-1949) 

が伝統的な Grammar中心の教育法に対する Antitheseとして，The Oral 

Method of Teaching Languagesを著わしたのは1921年のことであるから，

既に60年を閲している.Palmerは人聞の言語にはふたつの側面あり，

(ω1) 知識あるいは規範としての言語，すなわち

あるいは単に “La加ngua昭ge"と

(2) 活用， 運用する言語，すなわち “Languageas Speech"あるいは

単に “Speech"とに分類することができることを確認したうえで，言語の

修得には，当然，この両者の能力を併せて達成しなければならず，従来の

伝統的教育法が “Language"に偏り，“Speech"を軽んじている欠点を指

摘したのである.しかし Palmer自身も OralMethodの決して万能で

ないことを充分に認めており r 必要な要素あるいは位相であるに

すぎぬJ(The Oral Method is not a Complete Method in itself， but is 

a necessary feature or phase of theじompleteMethod.)2)と述べている

2) Harold E. Palmer， The Oral Method of Teaching Languages， (Cam-
bridge: W. Heffer & Sons Ltd.， 1921)， p. 36 
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のであって，むしろ，ま ことに謙虚なのである.

0-4 Palmerの所論の中で，筆者にとってもっとも興味深いのは，言語

学習の心理学的過程に次の3段階があると述べているところである ;

(1) Identificationあるいは ReceivingKnowledge 

(2) Fusionあるいは Fixingin the Memory by Repetition 

(3) Operationあるいは Usingthe Knowledge by Real Practice 

言う までもなく ，外国語の学習には語葉および文法等の単なる知識の受

容だけではなく ，反復練習によってその記憶を定着させ，さらに類推によ

ってこれを実際の場に活用する段階にまで到達することが要求される.わ

が国における伝統的教育法が，その誤れる運用を伴った場合には(1)の段階

に停滞し;新教育法として導入されている Oralあるいは DirectMethod 

にあっては，その補完的効果は評価できるとしても，これは主として教え

る側からの周到細心な Programmingがなければ，せいぜい(2)の段階を超

えることは困難ではないかと思われる.しかも国際化時代を迎えたわが国

の現状からして，実際に必要なのは(3)の能力であり，すくなくとも，この

段階に分け入ることのできる素地を持つことであろう.

Oralあるいは DirectMethodは，その手段と してOralExerciseを重

視することから， とうしても SpokenEnglishが中心 となり ，Written 

Englishのための BasicKnowledgeさえも，ともすれば不足がちになる

ことは，先稿

「英語教育における Punctuationの用法について(I)J

「英語教育における Punctuationの用法について(2)J

「英語教育における数詞の表記についてJにおいて論じた通りである.

0-5 r大学は出たけれど，英語での挨拶ひとつろくにできなし、」のは論
外であるが r. . . ，英文のレタ ー，レポートひとつ満足に書けなL、」の
では，なおさら困りものであろう.とりわけ，英語を専攻とする学部 ・学

科にあっては，Spokenと Writtenの両聞における Operationができな

ければ，ものの用には立たぬで、あろう

その性質上どうしても，Grammar Methodあるいは Grammar-Trans-

lation Methodによることの多い，英語の Voice(態〉の教育法について
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取り上げたのは，従来の教科書 ・文法書あるいはそれらの Manualの中

には Palmerの言う Identification と Fusion までは到達できるような

Curricurumが組まれていても， どうも，Operationの域に立ち入るため

の配慮に欠ける場合の多いことを痛感したからである.

中学校 ・高等学校の課程にあっても，せめてその糸口を示してやらなけ

れば，大学での英語教育において，一気に Operationあるいは Usingthe 

Knowledge by Real Practiceを教え学ぶことは，しかく容易で・はあるま

し、.

1 文法論としての Voice

1-1 Geothe の言葉に「外国語を知らぬ者は，母国語についても知るこ

となしJ(Wer fremde Sprachen nicht kennt， weis nichts von seiner 

eigenen.) というのがある.たしかに， i文法」に対する関心あるいは知

識の必要性は，外国語の学習を通じて自覚されることが多いと思う.

1-2 ~、わゆる文法論としての Voice (態〉についての記述は，例えば次

のように構成されるであろう:ω

(1) 英語の態の本質

(2) 受動態 (PassiveVoice)の形態

(3) 受動態の発達

beonと weorpan

能動態に対応する動作を意味する受動態

動作の結果としての状態を意味する受動態

(4) 受動態の特質

ドイツ語，フランス語との比較

(5) 原因 ・結果の関係をあらわす受動態

(6) 同族目的語 (CognateObject)を持つ受動態

(7) 他動詞句の受動態

(8) 直接目的語と間接目的語を持つ構文の受動態

3) 福村虎治郎，，時制と態，英文法シリ ーズ11，研究社 1954年， p. 96 ff 
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(9) 動作受動態 (ActionalPassive) 

weorpanと get

(1o 状態受動態 (StatalPassive) 

beon， wesanと be

beと fee，stand， rest， sit， etc. 

Ql) 動作主 (Agent)の本質

問 動作主を導く前置詞

by， of， with， at 

(13) 受動態に使われない動詞

ω 主として受動態に使われる動詞
日 態の表現における文の要素の位置

ω) 感覚，使役その他の動詞の構文

間 二重受動態 (DoublePassive) 

(18) ihave+目的語+過去分詞」の表現

闘再帰的表現:再帰態あるいは中間態

闘能動受動態 (Activo-passive)。1) 分詞の態
(22) 動名調の態

側不定調の態

ω 形容詞 ・名詞の態
以上の項目の中には，現代英語では既に消滅している中世英語の例や，他

のヨ ーロ ッパ語との比較に及んでいる部分もあるので，そのすべてを学習

させる必要はなかろうが，文法論としての制約の故か，受動態が能動態と

どうちがうか，あるいは，それぞれをどういう場合に用い，なぜ使い分け

るべきであるのかについての解説はほとんど見受けられないのである.

1-3 これは英語教授法といった観点からする文法指導上の注意事項とし

ても， Palmerの言う Identificationおよび Fusion までの段階を対象と

したものが多く，例えば:

「受動態の練習，および(習熟度の〉評価を，この態の転換とし、う形式

だけで終始すると，極端なことを言えば，いきなり受動態の文を発想す
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ることができず，かならず能動態の文から出発しなければ受動態の文が

言えないとし、う結果にもなりかねない.これは他の文の転換についても

言えるであろう .J4l 

のような記述に止まっていて， Operationのための注意と指導には言及し

ていない.いわゆる PatternPracticeなり， Repetition Exerciseにもそ

れなりの効果はあろうが，例えば Voiceの転換というような機械的な作

業には，両者が等価であるかのような誤った理解を生じ易い.どうして

Active Voice に対して PassiveVoiceがあるのか，言い変えてもそれほ

ど意味の差がない場合もあるけれども，むしろ，必要があり白的があって

転換させるのだという situation吃指摘してやることの方が， より効果的

ではなかろうか.これは，中学校 ・高等学校の課程においても充分に可能

なことであり，要は指導者の素質と配慮のrgJ題に帰するものであると考え

る.

1-4 日英語の比較としづ見地から，Voiceの問題に触れたものもある.

日本語の態と敬語に関する紋述はいささかお手軽にすぎるようであるがこ

うしたし、わば中級文法の内容についても，その代表的なものの若干を，早

し、時期に学習者に示すのは意義があろう.

「態に関する日 ・英語の比較にあたって，われわれの注意をひくことが

二つある.一つは日本語が自動詞を用いるような場合，英語の方では受

動態を用いることがかなり多いとし、う事実である.これは喜怒哀楽など

の感情の表出に多く見られるが，それ以外にもかなりある.

1) 驚くくbesurprized， amazed， asωnished . . .) 

2) 怖がる (befrightened， scared， terrified， afraid . . .) 

3) 怒る (bevexed， offended， enraged; . . . get angry) 

4) くやしがる (bechagrined， mortified) 

5) 喜ぶ (berejoiced， pleased， delighted . . .) 

6〉 おかしがる (beamused， tickled) 

4) 伊藤健三編，講座 ・英語教授法第8巻，文法 ・文型の指導，研究社 1970年，
p. 131 
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7) おもしろがる (beinterest巴d，amused) 

8) あきれる (bedumbfounded， schocked) 

9) 悲しむ (begrieved . . .) 

10) 困る (bedistressed， troubled) 

11) 恥じる (beashamed， abashed . . .) 

12) あわてる (beconfused， flustered) 

13) あきる (betired) 

14) 夢中になる (beabsorbed， engrossed . . .) 

15) うぬぼれる (beconceited . . .) 

16) がっかりする (be disappointed， disheartened， dispirited， dis-

couraged . . .) 

17) 狼狽する (bedismayed) 

18) 仰天する (b巴 consternated)

19) 狂喜する (beenraptured) 

20) 満足する (b巴 satisfied)

以上は情緒に関係のある動詞だが，関係のないものにも，r負けるJ(be 
beaten， defeated)， r冷えるJ(be chilled)， r離れるJ(be detached)， 
『目ざめるJ(be awakened)， rまちがえるJ(be mistaken)， rけがをす
るJ(be injured， wounded)など非常に多い J5l

2 初等英語指導法における Voice

2-1 文型の導入， i文の種類」の導入に対して，Voiceは「文型事項」

の導入の部類に属する.いわゆる経験主義的方法による 「新指導法」では，

Voiceをどのように扱っているであろうか.今回の資料として選んだのは，

大修館書庖版の 『英語指導法ハンドブック ・導入編J6l である， ここでは

55ページにわたり，

現在 ・過去時命Ijの受動態

5) 田桐大澄，日英語の表現の比較， (現代英語教育講座第7巻日英語の比較)，
研究社 1965年，pp. 54~56. 

6) 伊藤健三，佐々木昭ほか編，英語指導法ハン ドブック 1<導入編>，大修館
書庖 1976年，pp. 1 2 18~ 1273. 
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未来時制の受動態7)

助動詞を伴った受動態

完了時制の受動態

進行時制の受動態

S+V+IO+DOの受動態

S+V+O+Cの受動態

の7回に分けて，それぞれ1時間を配当した指導計画を

A. Graded Direct Method 

B. Oral Approach 

C. Oral Method 

D. Generative Grammar Method 

別に記述している.それぞれに用意した Card，小道具，板書，地図，OHP

による Illustration，等の VisualAidsを使用して，指導上の効果を挙げ

るよう綿密な Programmingを心掛けていることは評価できる.

2-2 導入と指導の方法には，それぞれに特徴があり，工夫がこらしてあ

る.例えば， (A)の GradedDirect Methodでは.

1) まず makeと writeを使って，by以下の agentを伴うもののみ

で現在 ・過去時制の受動態を教える.

2) 次に今度は by以下の agentを伴なわないもののみで，未来日寺制

の受動態に進む.

3) 助動詞を伴った受動態で‘は may，canと mustを使ってby十agent

は省略したままで練習する.

冒頭の解説に「他の受動態の場合と同様に，主語になる語に重点があ

り， agentには重点のないような文でないと不自然になりやすしわ

ざわざ受動態を使う意味がないので，この指導例の場合も， agentを

使わない形で練習を進めてあることに注意」 とあるのは，教師に対

する指示としては適切であるが，生徒に対する指導事項としては取り

上げていない.

4〉 完了時制の受動態では動詞 use，keepなどを使って現在完了の受動

7) Generative Grammer Method による指導過程のみは未来時制の受動態と助

動詞を伴った受動態をひとつにまとめである.
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態に進むが，ここでも「能動態で言っても受動態で言っても同 じであ

る場合は，あえて受動態は使わないほうがよいのが原則である.した

がって受動態を自然に指導するには agentの不必要な situation，文

の初めに来る物品を対照する，または agentを対照させる，agent V，こ

長い修飾が付 くような文にするなどの工夫が必要である .. • . J と

示しであるのは良い.

5) 進行時制の受動態では，既習の過去，未来の受動態を基礎にして進

行形の受動態を練習するが，受動態での進行形に beingを使うことに

注意するよう指示がある.

6) S+V十10十DOの受動態

2人の人物に異ったものが，異った人から give されたという situ-

ationで， まず間接目的語を主語とする受動態， 次に直接目的語を主

語とするもの，次に byを伴った agentを使う受動態を練習する.

人物および物品の絵の切りぬきを小道具として用立する.

7) S+V+O十C の受動態

行3治為合鳥Jをした人が同じでで匂ある situationで

つた受受，動態，不特定の agentの場を設定して callを使った受動態の

練習であるが， is calledで生徒の Nicknameを使い， そのあとに，

「外人の少年少女の写真を見せて Hewas named William by his 

parents. He is called Bill. (この他)Richard-Dick， Robert-Bob， 

Catherine-Cathyなどもとりあげる」とし、う展開は，受動態の基礎

学習の結ひとしては周到な配胞であろう

2-3 (B)の OralApproachも同僚に7授業時閣の構成を取っており，

項目の名称と順序は (A)の場合と同僚であるが， by+agentを伴う受動

態の基本型と，この場合 Theysell apples at this store. Apples are sold 

at this store.と by+agentを省略するものを平行して示す導入方法を採

っている.

助動詞を伴った受動態の解説に["機械的な学習作業からできるだけ現

実の場で用いられるような言語活動にもって行く方向が期待されている.J

とありながら，例文として Thehouse will be bought by John. John 

may buy the house . . .とあるのは，およそ生徒の生活実感からかけは
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なれた内容で、はあるまいか.また Willyou sign the letter? の問に対し

て，いきな り No，it'll be signed by someone else.と答えさせていると

ころにも抵抗を感じた.

S十V+10+DO の文の受動態への転換の指導で，She wrote him a 

long letter.から A long letter was written to him by her.と，誤った

例として Hewas written a long letter by her. とはいずれにしても不

自然、な表現であることに違いはなかろう .1"" write， read， sellなどは，ふつ

う直接目的語を主語とする受動構文をつくり，間接目的語を主語とするこ

とはほとんどない 」という解説にはしても，適切な例文とは言い難い.

S+V+O+Cの受動態の指導にしても， They elected him president 

から Presidentwas elected him (by them).が成立しないことの説明に

1 . . .構造が違う文なのです.. • Jだけでは不充分であろう.そして，

補足と発展として 11heard him cry.や 1made him go away なと感

覚動詞 ・使役動詞の場合， 受動態で不定詞が tocry， to goと to不定詞

になるが， それらはもっと後の段階で指導するほ うが無理がない.J と，

終っているのは，いかにも「逃げ」をねっているようである.

2-4 (C)の OralMethodは (A)(B)に対して別の導入方法によっ

ている.まず現在時制の受動態，それも by+agent のつくものはいっさ

い出さず，能動から受動へといった態の転換という考えも，初めに示さず

に，世界地図を小道具ーとしながら，各国語と国名を用いて受動態の形と方、

味を導入する展開はなかなかユニークである.

続いての未来|時制の受動態への導入も無理がなく，秒IJ文の選択も適切で

ある.

助動詞を伴った受動態には 2l時聞を配分して丁寧に指導している.凶書

館の「禁帯出」のラペルのある本を用いてWemust read these books in 

the library. から Thesebooks must not be taken away. への展開は

「身近かな場面を使って導入する」とし、う趣旨に11十っている.次に助動詞

を canにしぼり， 富士山のノミネル写真を使って， Can you see Mt. Fuji 

from Tokyo on a very clear day? から ~Mt. Fuji can be seen from 

Tokyo on a very clear day への展開も自然、であり ，なによりもこの似l

聞の指導事項を 「助動詞+be十過去分詞の型を導入し，同時に能動態で言
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うよりも，受動態のほ うがふさわしい場面を理解させる.Jと指返してあ

ることは注目に価する.こうした視点は，たとえそれが初等英語教育の場

にあっても，決して等閑に附してはならぬものであり，単調で機械的にな

りがらな 「転換Jを中心とした授業進行とは，長期的な効果の上で格段の

差ができるはずである.こう した点を意識して，重要性を強制するような

教niliがもっとあってほしいものであると思う.

完了時制の受動態に統く，進行時制の受動態の導入においても，指導事

項として r. . .単純形の受動態よりも進行形のそれを用いた方がふさわ
しい場面とを，理解させる.Jと再び指示する配慮はまことに周到であり ，

絵を 2枚用いて， The bridge is being repaired. および Theyare now 

being carried to the ambulance. を導く展開も，汐11文の選択とともに適

切である.

動詞を giveに限定しての， S+V+IO十DOの受動態の導入もすっき

りしている.

同様に動詞を callに限定して行な う，S+V+O+C の受動態も， iO 

=Cということをよく理解させる」ことを確認し，授業の進行に刻しても

I . . .教師jの質問も9!iE易の差がH立つので，生徒の能力差を考慮して質

問をあてないとうまく流れなくなるおそれもある.Jと指示しているのも

親切である.

全体として， (C)の OralMethod による指導過程は，できるだけ内

容を単純化して無用の混乱を避けるとともに situationの設忘と例文の選

択にも無理がなく，なによりも， r能動態で言うよりも，受動態のほう カ‘
ふさわしし、場面を理解させる.J i単純形の受動態よりも進行形のそれを用

いた方がふさわしい場面を理解させる.Jと Voic巴の用途についての指

導を含んでいることは体讃に価すると考える. Acti ve = Passi veあるいは

Active~Passive とし、うような，主として転換練習の乱用によって生じる

誤解を防ぐためにも，こうした配慮、は充分に講じられるべきであろう.1:

きた人聞の言語であるからには，表現方法によっておこる心理的，社会的

効果の差についても指導を怠ってなるまい.Communicationには Sender

と Receiverがあること， しかもそれが one-wayではなく two-way で

あること situationから purposeがノ七じ message が encode され，

transmi t/ recei veされ， decodeと interpreteによって responseか:1=.じ
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るといった，きわめて基本的な CommunicationNetworkの patternを

承知していることが語学教育に携わるものとしては不可欠の要件であろ

う.

2-5 (D)の Generative Grammer Method では，まず現在 ・過去附

制の受動態の導入にあたって，指導事項の中に 「日本語の受動態は 『迷惑

の意味』を表わすことが多いが，英語の場合は，そうではなく， NP2にと

くに関心が置かれた時などに用いられる，という点で，意味のとらせかた

にくれぐれも注意を払いたい.Jとあり，しかも，運用へつなぐための練

習の解説でも「日英語の受動態の表す意味の違いに注意して，英文の:音、味

を言わせたい.Jとくりかえしている.その趣旨は結構であるが，ここに

言う「迷惑の意味」とは，はたして何のこ とであろうか.こうした独り合

点の(あるいは，不注意による思い違いの〉説明にはそれこそ当惑せざる

を得ない.

知識形成の展開にも，わくをはめて blankに fill-inさせるというよう

な，まわりくどい方法を採っているが，(C)の OralMethod による直

械な導入に比べると，学習効果の面からかなり見劣りがすると思う.

未来時制の受動態と助動詞を伴う受動態とを一括して，わくはめと

blankとで知識形成を行なう指導は，実際の運用にあたってどれほどの効

果が期待できるであろうか.さらにまた， 運用へつなぐための練習として

「助動詞を含むいろいろな文を与え，能動態土手受動態の練習をさせる.J

としているが r運用」という意味のとりかたにもよろうが r機械的にな

らないよう気をつける.Jとし寸指示が何やら白々しく聞えてくる.

完了時制の受動態，進行時制の受動態にしても， situation と sentence

の選択が必ずしも適切ではないように思われた.

S+V+IO+DOの受動態， および S+V+O+Cの受動態についても，

Generative Grammar Methodの得意とする構造認識とし、った展開が，平

均的な生徒にどれだけ理解されるであろうか.教師側の指導力によるであ

ろうが，多分に困難な場合が多いのではなかろうか.なお， S+V+O+C 

の受動態導入にあたり，動詞を callvこ限定した点では (C)のOralMe-

thod と共通しているが， こうした単純化は，とりわけ (D)の方法にお

いては有効であろう.総じて， Generative Grammar Methodによる指導
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は， Voiceに関する限り ，まだ問題点が少からぬように忠、われる.

3 英語表現法あるいは英語文書実務教育における Voiee

英語を母国語とする国々における高等英語教育， すなわち，Collegeで

の教育課程で使用される EnglishHandbookの類，さらには英語表現法 ・

英作文の T巴xtbook 等を資料として，Voiceの用法がどのように扱われ

ているかを通観してみよう.当然のようにこの種の書物はきわめて多様で

あるが，代表的なものの中から資料として選んだものは次のとおりであ

る .

1) John C. Hodges and Mary E. Whitten， Harbrace College Hand-

book， 6th edition， Harcourt， Brace & World， Inc.， New York: 

1967. 

2) Robert M. Gorrell and Charlton Laird， Modern English Handbook， 

4th edition， Prentice-Hall， Inc.， Englewood Cliffs: 1967. 

3) Floyd C. Watkins， William B. Dillingham， and Edwin T. Martin， 

Practical English Handbook， 3rd edition， Houghton Mifflin Com-

pany， Boston: 1970 

4) James M. McCrimmon， Writing with a Purpose: A First Course 

in College Composition， 2nd edition， Houghton Mifflin Company， 

Boston: 1957. 

5) Joseph M. Thomas， Frederick A. Manchester， and Franklin W. 

Scott， Composition for College Students， 5th edition， MacMillian 

Company， New York: 1964， 

6) Robert L. Shurter， Written Communication in Business， 3rd edi-

tion， McGraw-Hill Book Company， New York: 1971. 
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3-1 Harbrace College Handbook 

索引を含む500頁におよぶこの Handbookの中で， Voiceそのものに関

する文法的記述はきわめて簡潔である まず Chapter35 Grammatical 

Termsの p.461に次のように defineしである :

Voice. Only verbs have voice. A verb having a direct obj巴ct IS III 

the active voice. When the direct object is converted to a subject， 

as is done in the s巴ntencesbelow， the verb is in the passive voice. 

A passive verb is always a verb phrase containing a part of the 

verb be as an auxiliary plus a past participle. The subj巴ctof an 

active verb acts. The subject of a passive verb does not act. 

ACTIVE VOICE P ASSIVE VOICE 

Priscilla chose John 

Ed must learn that. 

John was chosen by Priscilla 

That must be learned. 

これに対して Voiceの運用，すなわち Palmerの言う Operationの

ための解説は， まず Chapter27 Point of View: Maintain a consistent 

point of view as an aid to coherence の中で特に 1節を設けて， 3組の

例文を挙げ詳述しである.

27c Avoid needless shift自 insubject or voice. 

A shift in subject often involves a shift in voice. A Shift in voic巴

nearly always involves a shift in subject 

SHIFT James liked fishing， but hunting was also enjoyed by him. 

(The subject shifts from James to hunting. The voice 

shifts from active to passive.) 

BETTER James lii}ed fishing， but he also enjoy巴d hunting. (The 

subject does not shift. Both verbs active.) 

SHIFT Mary took summer courses and her leisure hours were 

devoted to tennis. (The subject shifts from Mary to 
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hours. The voice shifts from active to passive.) 

BETTER Mary took summer courses and devoted her leisure hours 

to tennis.くOnesubject only. Both verbs active.) 

SHIFT Paul hurried up the mountain path， and soon the laur巴l

回 meinto his sight. (The subject shifts from Paul to 

laurel.) 

BETTER Paul hurried up the mountain path and soon caught sight 

of the laurel. (One subject only.) 

この章の前後には:

27 a Avoid needless shifts in tense. 

27 b Avoid needless shifts in mood. 

27 d Avoid needless shifts in person 

27 e Avoid needless shifts in number. 

27 f A void needless shifts from indirect to direct discourse. 

27 g Maintain the same tone or styl巴 throughoutthe sentence. 

27 h Maintain a consistent perspective throughout the sentence. 

の各節があって， Effective sentenceのための consistencyについて， 解説

と例文を掲げている.

さらに，Chapter 29 Emphasisにもその l節を割し、て， 2組の例文と

ともに解説を加えであり， 原JlIJとして Active Voiceを用うべきであると

示している.

29 d Gain emphasis by using the strong active voice instead of 

the weak pa倒 ivevoice 

UNEMPHATIC Our picture window was punctured by hail， our 

frame garage was f1attened by winds， and our 

basement was turned into a muddy swamp by 

the flash flood. 

EMPHATIC Hail punctured our picture window， winds f1attened 

our frame garage， and the f1ash flood turned 
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our basement into a muddy swamp. 

Exception: If the receiver of the action is more important than the 

doer， the passive is more effective. 

EMPHATIC His only son was killed in Vietnam 

EMPHATIC Any driver who exceeds the speed limit will be 

fined 

3-2 Modern English Handbook 

索引を含み615頁に達する大型の Handbookであるが，その Section14 

Variations in Patt巴rns;Expletive， Passiveにおいて ThePassiveの1

節を当て， p. 227から p.230まで4頁にわたって詳細に PassiveVoice 

の機能とその文章表現上の得失を述べた後に，次のようにその用法を規定

している .

The passive， then， has very definite uses. It is properly used when 

(1) the subject is not known ; 

(2) the subject is known， but for some good reason cannot， or had 

better not， be mentioned ; 

(3) the receiver of the action is so much more important than the 

actor that emphasis properly belongs on the receiver; 

(4) one of the elements of the actor-action pattern must be moved 

from its normal position for stylistic reasons 

Except in these special situations， the passive usually weakens Eng. 

lish pros巴

このあとに JamesAnthony Froudeの書いた Zoroasterと Persiaの

闘係を述べる Essayを掲げ，その中で2回使われている Passi ve V oice 

にはそれぞれ必然、性があることを示してこの章を結んでいるところは，な

かなかに説得力のある構成である.

続いてp.232と p.233にも，Guide to Revisionの例として， Original 

と Revisionを対照させながら，Passive Form を用いるには正当な理由

が必要であることを示しているが，その主眼とするところは，actor-achon 

- 30ー



orderによる構文のほうが，より directであり， economicalであ り，

effectiveであるということなのである.

3-3 Practical English Handbook は8部48章からなる314頁の書物であ

るが，Voiceに関する記事は次の部分に見えている :

Grammar 5 V oice pp. 19， 20 

Sentence Structure 15d Avoid unnecessary shifts in voice p. 63 

Diction and Style 38 Wordiness: Use active voice for conciseness 

p. 161 

Glossary 48 Voice p. 299 

分量としてはさのみ多くないが， 全体として WeakPassive と Strong

Passiveを対比させ， Passiveの用法としては，次のように要約している:

But the passive is useful for certain purposes: 

(1) When the performer of an action is irrelevant or unimportant. 

(2) When the emphasis is on the receiver， the verb， or even a mo・

difier. 

そして，前者の例文として :

The book by Herman Melville had b巴en placed among books by 

Henry James. 

とあるのは興味があった，

また，Do not use unnecessary words.のための手段のひとつとして

Active Voic巴を使うことをすすめて :

The truck was overloarded by the workmen with watermelons and 

cantaloupes 

が 11wordsを要するのに対し，

The workmen overloaded the truck with watermelons and cantaloupes 

とすれば 9wordsですむという指摘も r同じ意味ならば短いほうを」と

いう BusinessWritingでの指向を反映するものと言えるであろう ，

3-4 Writing with a Purpose.一一AFirst Course in College Composition 
3部20章から成り 607頁に及」弘、大聞であるが，Voiceに関する記事は，

その PartThree: Handbook of Grammar and Usage の Chapter2: 
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Grammatical Convention の中で p.454より p.456にわたる僅か3頁

に要約されているに過ぎない.すなわち

W06 : Use and Abuse of the Passive Voiceの題のもとに，簡単な定義

を示した後，その用法として

a. Us巴 thepassive voice when the subject is obvious or unknown. 

b. Use the passive voice when it gives more accurate emphasis. 

c Do not use the passive voice if it weakens the emphasis on an 

important noun or pronoun. 

d. Above all， do not use the passive voice when it results in an 

awkward shift in sentence structure. 

の4カ条に要領よく整理しである.添え られた例文も，まこ とに適切なも

のばかりであって理解を容易にする.

例えば，第二次大戦中における英国宅軍の哲i院を讃えた Sir Winston 

Churchillの言葉が， しばしば誤って引用されることを指摘した後に，

Churchill の言わんとしたところは (1)英国空軍の果した功績の偉大さ，

(2)これを成し遂げた人たちの数の少さ，(3)そのために助かった人たちの

数の多さ，とであったからには

“Never . . . have so many owed so much to so few."が明らかな

misquotationにちがL、ないことを一見して理解すべきであるとして，これ

は当然，

“Never . . . was so much owed by so many to so few."であるべ

きであるとしづ解説には，まさしく傾聴させられた，これこそ福沢諭吉が

緒方洪庵の名講義に列して得た感懐と同種のものではあるまいかと感じ入

ったことである.

ちなみに， Churchillの CompleteQuotation はこの需の脚注にも示し

であるように :

“Never in the field of human conflict was so much owed by so 

many to 50 few."である.
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3-5 Composition for College Students 

Subtitleを Aguide for the study and effective writing of good English， 

with abundant illustrative examples from many authors とする，十章

および Appendix:Handbook of Compositionより成る776頁に上るこの

書物は，1922年の初版以来，今日に至るまでのその名声を失っていなし、.

ところがこの書物には，その本文中には Voiceに関する記事は殆んど見

ることができなかった.僅かに Appendix として添えられた Handbook

of Compositionのうち， p. 667の Definitionに例文とも僅か4行の記事

があ り， 続いて Coherenceの項 p.685に C8. Shift in construction 

の一部として，

C82. Shift in voice. Do not begin with the active voice and needlessly 

change to the passive. This rule is a corollary of the caution against 

shift in subject と僅か3行の簡単なものであるが，次に掲げられた2組

の例文は， Wordyなものを恋文とするこの害の荒本的主張をよく哀‘わし

ていて興味深い，すなわち .

F AUL TY : He caught the hook in her dress， which was badly tom 

by it 

IMPROVED: He caught the hook in her dress and tore it badly. 

F AUL TY : He wrote prose with a finished style， and much good 

verse was produced by his pen 

IMPROVED: He wrote prose with a finished style， and much good 

verse 

同じく Emphasisの項の E9. Week Passiveとして，ここでも 3行の短

L、記ポで :

As a rule， do not use the passive voice when the agent of the action 

is named in the sentence. Make the agent the subject of the verb in 

the active voice. と要約し， BADと IMPROVED2組の例文を示して

あるだけである.

3-6 Written Communication in Business 

これもまた623頁におよぶ大部の書物であり ，5部22章および Casesと
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Reference Sectionから成っている.

巻末の ReferenceSectionの Part of Speechの項に Verb-Voiceが

挙げてあ り，p. 54から p.56にわたって次のような解説が豊富な例文と

ともに見えている :

V 4 Use the active voice for direct， personalized expression; the 

passive for indirect， impersonal expression 

V 4 a Do not shift unnecessarily from active to passive or from 

passlve to active 

前者の personalizedと impersonalizedを対比させた見解は uniqueで

あり ，後者の Improveされた例文の注としてmoreaccurate， more direct， 

more conciseと附記してあることも，効果的な手法であると思った.

それよりも，本書では Chapter4 Styled to the Reader's Taste のm
の p.73から p.78にわたって，

Avoid too much use of the passive voice 

Use action verbs 

Be direct 

の3項に分けて，文法論から離れた Communication技法としての見地か

ら詳述しであることに特徴がある.

例えば Passive voiceの適切な用例として

Unauthorized expenditures have been made on advertising. 

のほうが，場合によっては，

The sales manager has permitted unauthorized expenditures on ad. 

vertismg 

と決めつけるよりは，角が立たぬで、あろう.Impersonal Styleの適用例と

しては説得力がある.しかも，それに続いて

Note that it is all too easy to take refuge in the passive to avoid 

admitting your own responsibilities: 

An overestimate of sales last year has produced an inventory level 

higher than normal. 1 made a bad estimate of sales last year and 

now our inventory is too high 

You might prefer to write the first sentence， but a reader who un-

derstands your responsibilities will quickly see your attempt to cover 
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up 

と戒めてあるあたりは，まことに問到な配慮であり ，さらに別のタIJ文を示

した後tこ，

Unless you have a specific need for the passive voice， stick to the 

active except for occasional variation. But let the passive be the 

variation， not the theme. 

と結んでいるあたりも心憎いばかりである.

いわゆる押し付けの Ruleとしてではなく ，充分に納得がいった上で、か

ら， Voiceの差を理解すればこそ，初めて Palmerの言う Operation，す

なわち，運用，活用が可能になるものであると考える次第である.

4 おわりに

初めての外国語として学習する中学校 ・高等学校の生徒を対象とする，

わが国の初等英語指導法における Voiceと，母国語である英語の表現法あ

るいは文書実務教育として大学作ーを対象とする教科需に見える Voiceとの

扱い方に大きな格差があるのは当然のことである.

Grammar-Translation Method に対する批判から続々と誕生したし、わ

ゆる経験主義的英語教授にはたしかに， 初等教育の場においては有用な面

が多いであろう，しかしながら， Programmingの周到 ・適切さについて見

れば，今回検証を試みた Voiceの課程にしても，Active VoiceとPassive

の拘つ表現機能の根本的な違いとその使命， 用途の別について配慮したも

のが少かったことは事実である.要は教える側の指導者の素質と熱意によ

るところが多いのかも知れない.きわめて制限された授業時間数の中で、導

入すべき事項が余りにも多いとL、う現場の声にも傾聴すべきものはあるで

あろう

中級 ・上級の英語教育， とりわけ， 高度の内科を合んだ messageを

communicateするための技術としては， spokenであると writtenである

とを11:]はず，Voiceの適切な用法はきわめて重要な Factorのひとつであ

るにちがし、ない.初等英語教育における確実な法礎学力の養成には，将来，

中級 ・上級の英語運用のための訓練，Palmerの言う Operationの高い次
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元に移行するにあたり，できるだけ断絶と抵抗をすくなくするようなもの

であってほしいと願うのである.安易な転換練習から Active!:;Passive

と教えこんでもらっては困るのである.それには GDMにおける SEN-
SITより数歩を進めて， Communication Network の Factor と基本的

な Pattern，すなわち :situation， sender， purpose， message， encoding， 

media， transmission， receiver， receiving， decording， interpretation， feed-

back， responseといったものをどのように英語教育の場に応用するかは，

今後の課題であり，先に述べた断絶を補 うための方策であろう.

生徒 ・学生たちを取りまく情報量の激増，とりわけ電波 Mediaによる

それの洪水は，いわゆる活字ばなれの現象を生んでいることは否めない.

だからと言って，安易に視聴覚教材の多用へと逃避すべきではあるまい.

いやむしろ，英語教育の場を通じて，安定した情緒，論理的な思考，聞き

方と話し方，読み方と書き方のための高度の訓練を実行するという意慾と

勇気とを持ち，現状に対処する効果的な指導方法を総合的に検討すべき時

であると信じるものである.
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スタインベックの

シンボリズ、ムとヒューマニティ

ー一『月は沈みぬ』について一一

深沢俊雄

( 1 ) 

The Moon is Downは，1942年，つまり第二次世界大戦中に書かれた

ものである.全体が八章からなり，無名の一つの町が， 外国軍に侵入され

不立を襲われて，全く無抵抗のうちに占領された過程が拙かれている.

Steinbeckの作品は， 大部分が故郷のカリフォルニアを舞台にし， リア

リスムの手法によって書かれているのに対し，この作品だけは，大西洋の

彼方に舞台を移し，“ThePearl"と同様に一種のシンボリスムの手法によ

って書かれている.この物語の中では，時代も，場所も，人物の国籍も明

らかにされていない.つま り，そのことにより，読者に特殊なイメ ージを

与える ことよりもむしろ， 普遍的なイメ ージを与えることを，作者がねら

ったものと思われる.

( 2 ) 

この作品を構成のうえから見るならば，01 Mice and Menや Burning
Bright と同様に非常に脚本に近く， ピーター・リ スカ1)も言っているよ

うに，play-noveletteと見なすことができょう.

Colonel Lanser took off his helmet. With a quick bow， he said: 

“Y our Excellency ! " He bowed to Madame.“Madame ! " And he 

said:“Close the door， please， Corporal." ]oseph quickly shut the 
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door and stared in small triumph at the soldier 

Lanser looked questioningly at the doctor， and Mayor Orden 

said:“This is Doctor Winter." 

“An Official?" the colonel asked 

“A doctor， sir， and， 1 might say， th巴 localhistorian." 

Lanser bowed slightly. He said :“Doctor Winter， 1 do not mean 

to be impertinent， but there will b巴 apage in your history， perh-

aps一一一

And Doctor Winter smiled.“Many pages， perhaps." 

Colonel Lanser turned slightly towards his companion. 

“1 think you know Mr. Corell，" he said 

The Mayor said:“George Corell? Of course 1 know him. How 

are you George?円〉

上記づ|用において，りIJ封符の部分をせりふにし， J也の火;をト 』きにすれ
ば，立派な脚本になりうる.実際にこの作品の大部分が，このような形で

構成されている.

( 3 ) 

The Moon is Do，仰 が OfMice and MenとI"J燥に位、似的なl剖ももi
っている4ことは否定する までもないことである.後者ーでは男1.7J志の友'ITiに

包まれたジ ョージと レニーに話題の焦点をあてているのに刈し3l， 1iii:fiで

は侵入司王の長であるランサ一大佐と自分の市(まち)を占(泌されたオーデ

ン市長の対話を中心に， 物語が構成されている.

ランサ一大佐とオーデン市長が絶えず淡々とした口調で，いつ巣てると

もなくディスカッシ ョンをしているこ とが，この作品の特徴で、もある.

オーデン市長は第一章において， ランサ一大佐との引見における対話を

皮切り に，最終章である第八章において捕われの身となっても，さらにデ

ィスカ ッションを続けている.そして， ソクラテスの 『弁明」の中の一節

をランサ一大佐の前で11自11，'4して見せると同時に，ランサ一大佐とのディス

カッシ ョンの中で 「向白」を叫び続けるのである.
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Orden looked at the ceiling， lost in trying to remember the old 

words.“‘And now， 0 men who have condemned me，' " he said， 

“‘1 would fain prophesy to you--for 1 am about to die一一一and

--in the hour of death一一一menare gifted with prohetic power 

And I--prophesy to you who are my murderes--that immedi-

ately after my--my deathーーパ (ellipsis)

“No， it is death. It is death." Orden looked around and saw 

Colonel Lanser watching him. He asked :“Isn't it 'death?" 

Colonel Lanser said :“‘Departure.' It is 'immediately after my 

departure. '叫〉

Orden fingered his gold medallion. He said quietly: “You see， 

sir， nothing can change it. You will be destroyed and driven out." 

His voice was very soft.“The people don't like to be conquered， 

sir， and so they will not be. Free men cannot start a war， but 

once it is started， they can fight on in defeat. Herd men， follow. 

ers of a leader， cannot do that， and so it is always the herd men 

who win battles and the free men who win wars. You will find 

that is so， sir. "5) 

しかも，身分的には一方は占領誕の長であり ，他方は被占領市民の長で

あるがゆえに，常識的に見るならば，オーデン市長がランサ一大佐の命令

に，絶対に服従しなければならない立場にあることは当然のこ とであろ

う.

しかしながら，オーデン市長は民主的なrli(まち)の民主的なルールに

よって選ばれた長として， 市民の代表者たるにふさわしく ，自分の信念を

曲げる ことなく ，ランサ一大佐の命令に対し， “Yes，"と “No，"を対等の

立場で使いわけている.

これなどは，The Pearlと同様に，善悪のけじめをはっきりさせよう と

した作者 Steinbeckの理念の現れであろうと忠われる.

指揮官ランサ一大佐は箪の命令に従い，オーデン市長は市民の意、向に忠
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実であろうとするために，1，0者の聞には絶えず意見の衝突が見られるので

ある.

Mayor Orden said :“1 don't know， either，" He turned to the 

colonel.“Sir， 1 am of this people， and yet 1 don't know what they 

will do. Perhaps you know. Or maybe it would be different from 

anything you know or we know. Some people accept appointed 

leaders and obey them. But my p巴ople have elected me. They 

made me and they can unmake me. Perhaps they will if they 

think 1 have gone over to you. 1 just don't know." 

The colonel said :“You will be doing them a service if you keep 

them in order." 

“A service?" 

“Yes， a service. It is your duty to protect them from harm 

They will be in danger if they ar巴 rebellious. We must get the 

coal， you see. Our leaders do not tell us how; they order us to 

get it. But you have your people to protect. You must make them 

do the work and thus keep them safe." 

Mayor Orden asked :“But suppose they don't want to be safe?" 

“They you must thinl王forthem." 

Orden said， a little proudly:“My people don't like to have 

others think for them. Maybe they are different from your people. 

1 am confused， but that 1 am sure of. "6) 

そもそも，この市(まち〉を侵略した占領軍の I~I 的は， 軍からの命令に

より， 石炭と漁場を確保することにあったのである.占領軍の指揮官であ

るラ ンサ一大佐が，絶対的に優位に立って，相手かまわず自分の命令を押

しつけ，占領市民を完全なる統治下に置くことができないでいることは，

上記引用文からも明白である.ここに，この作品における一つのテーマと

もいうべき「モラル」が存在するのである.すなわち，力関係では優位な

立場にある占領軍といえども，市民の代表者である市長の人権を尊重し，

市民と協調してゆかねば，占領の凶的(石炭と漁場の確保〉 を達成できな
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し、からである.

安するに， この作品は伝sI各とし、う名を伯ーりて，占領誕と被占領市民との

humanityを赤裸裸に獄iきだしたものといっても過言ではない. つまり，

一つの groupmenの humanityを扱ったものといえよう.

J旨何i官のランサ一大佐は，これまでも，ベルギー， フランスなどで戦っ

たことがあり， 戦争とは憎しみのかたま りであり1:巨人とは命令されたこ

とをただ実行するだけであり ，考えることを許されない世界に生きている

のだということを知りつくしているのである.

それ故に，この市 (まち〉を占領するにあたっては，市民の不信と憎し

みを避け， 市民の協調を得ょうとするのである.ところが，ひとたび‘市長

邸に司令部を置き落ち着いてみると，ここの市民は，これまでランサ一大

佐が戦闘で経験した市民とは違うことを知るのである . 占み:~ だけは， 占領

軍の手引をした商庖主で、あるコレルの努力により， うまく行ったが，市民

が占領事の権力に屈服していないことに，ランサ一大佐は気づくのであ

る.

ここの市民は，戦争を9;1Iらないため御し払いので，コレルは自分の功般
を，ランサ一大佐に認めさせ， I~I 分を市長にすれば統治がうまくいく こ と

を要請する.

“1 wanted particularly to talk you， Colonel. 1 thought 1 might 

help with the civil administration." 

Lanser turned on his heel and walked to the window and looked 

out， and then he swung around and said quietly:“What have 

you in mind?" 

“Well， you must have a civil authority you can trust. 1 thought 

perhaps that Mayor Orden might step down now and一一-weJl， if 

1 were to take over his office， it and the military would work 

very nicely together. "7) 

しかしながら，指締官ランサ一大佐は，先を見越してコ レルの袋詰乞叉ー

け入れようとはしない.
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But Lanser pressed his point.“So you don't real1y know what's 

going on in their minds?" 

“Why they're startled，" said Corell.“They're--wel1， they're 

almost dreaming." 

“You don't know what they think of you?" Lanser asked 

(巴llipsis)

He said ql1ietly “Yours is a difficult and bra v巴 branchof the 

service. It should be greatly rewarded." 

“Thank you， slr." 

“You wil1 have their hatred in time，" said the colon巴l

“1 can stand that， sir. They are the enemy." 

Now Lans巴rhesitated a long moment before he spoke， and then 

he said softly :“YOl1 wil1 not even ha ve our respect. "8) 

れつJ，，). ランサ一大佐は，オーデンdl長が市民と一体になっており ，，1i民

がそれぞれ1"分で考える人間であるということを，はっきりと見抜いたの

である.すなわち，オーデン市長を解任すれば， 1;11 って 止i í1W統治を l封 ~jtに

する ことを. ランサ一大佐は， コレルや部 卜たちに説くのである.

“Now we must come to exactness. 1 am in charge here. My job 

is to get coal out. To do that 1 must maintain order and discipine， 

and to do that 1 ml1st know what is in the minds of these people. 

1 must anticipate revolt. Do yOl1 understand that?" . . (el1ipsis) 

Lanser went on as though he had not heard. “Mayor Orden is 

more than a mayor，" he said. “He is his people. He knows what 

they are doing， thinking， without asking， because he wil1 thinl王

what they think. By watching him 1 wil1 know them. He must 

stay. That is my jl1dgement.9) 

( 4 ) 

炭坑夫であるアレクサンダー ・モーデンが，止i似111.に反発して仕・Jiーをや
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めようとしたために，占領軍のロフト大尉が働きに行 くように命じたので

ある.するとアレ ック ス(アレクサンタ ー ・モーデンの愛称)は， I~I 分が

“Free Men"であるということを楯に， ロフト大尉に鶴鳴を振りあげて襲

L、かかったのである.そこへ，そばに削合わせたベンティ ック大尉が二人

の|司に割って入り， ロフト大尉の身代わりとなったのである.

やがて，アレ ックスに対する形式だけの裁判が軍事法廷で行なわれるの

であるが，裁判に先だち I彼は銃殺されるであろう」とし、う|吟が，市(ま

ち〕の人々の聞に流れる.すると 「市民の気持ちはうってーヌしとなり，市

民の団決がますます強くなるだろう」という予言的な言葉が，裁判の仕)立

を手伝う市長邸の召使いであるアニ ーとジョセフの会話により，次のよう

に語られるのである.

Annie shook a very rigid finger in his face.“You remember 

my words，" she said angrily. “People aren't going to like it if 

they hurt Alex. People like Alex. Did he ever hurt anybody 

before? Answer me that!" 

“No，" said Joseph 

“羽Tell，there， you see! If they hurt Alex， people are going to 

be mad and 1'm going to be mad. 1 won't stand for it!" 

“What will you do?" Joseph asked her 

“Why， 1'11 kill some of them myself，" said Annie 

“And then they'll shoot you" said Joseph. 

“Let them! 1 tell you， Joseph， things can go too far-一一trampmg
in and out all hours of the night， shooting people." 10) 

ベンティ ック大尉の殺百を契機に， 占領軍の禄相が一転するかに見える

のであるが， やはり ，アニ ーとジョセフの予言通りに，市民とオーデン市

長が一体となり，両者がますます除、、幹で結ぼれていることが， j-ji長51:!:迭

というランサ一大佐の決断を，さらににぶらせる結果となるのである.
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( 5 ) 

ぷ判に際して，ランサ一大lZeはオーデン市長に，市長の立場でアレクサ

ンダー・モーデンに判決をし、L、渡すように頼むが，市長はきっぱりと断る

のである.

“You and your government do not understand. 1n all the world 

yours is the only government and people with a record of defeat 

aft巴rdefeat for centuries and every time because you did not 

understand people." He paused “This principle does not work." 

First， 1 am the Mayor. 1 have no right to pass sentence of d巴ath

There is no one in this community with that right. If 1 should 

do it， 1 would be breaking the law as much as yoU."!D 

占(以1.11が市(まち〉に入ってき たIl~í に ， 六人の市民が殺宮されたのであ

る.それi'改 iこの市(まち〉の法律では当然占領"1'[も殺人罪を犯したこ

とになるのだ」と，市長はランサ一大佐にせま るのである. i占領JII側に

も当然罪があるのに，一方的にア レクサンダー・モーデンのみを裁くこと

は，平等に反する」と， 市長は不平等に対する不満をはっきりとな志表示

し権力者に対して，不屈の精神を吐露するのである.

それでもなお，大佐は，市長が裁判に同席するようにと， y)¥弦bに懇願す

るのであるが，市長は，自分の口から，ア レクサン夕、ー・モーデンの裁下IJ

の判決を下したよ うに市民から誤解されるのを恐れて， 本心は裁判に同席

したくないのである.それi'&，市長は，次のような条件をランサ一大佐に

出すのである.

Orden sat quietly for a while and then he said:“1'11 tell you 

what 1'11 do. How many men were on the machine-guns which 

kil1ed our soldiers?" 

“Oh， not more than twenty， 1 guess，" said Lanser. 

“Very well. If you will shoot them， 1 will condemn Morden." 
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“You're not serious!" said the colonel 

“But 1 am serious." 

“This can't be done. You know it." 

“1 know it，" said Orden.“And what you ask cannot be done."12) 

結局，市長はアレクサンダー・モーデンを勇気づけるために， 大佐の要

請に同意するのである.これなどは，作者が市長の humanityを重視した

結果のあらわれで‘あろ う.

裁判の結果，死刑の宣告をオーテ、ン市長に言い渡させる ことによ り，少

しでも市民感情をやわらげ，市民との聞に無駄な血を流さずにすむであろ

うと，ランサ一大佐は考えたのである.しかし，ランサ一大佐の求めを拒

否して，I守分の口から判決を下そうと しない市長は，侵略という仕事が，

L、かに困難な仕事であるかをH音示するように，世界中でただ一つ不可能な

仕事は，人聞の心を打ち砕くことであると，ランサ一大佐に言明するので

ある.この言葉により， ランサ一大佐は，オーデン市長が，ilrに荷担して

くれる ことがないことを知るのである.

次第に，市(まち)の表情は|往うつになってゆき，同什な憎悪、の念が市

民の聞に増大してい くのである.

やがて， 市'1'j¥¥:裁判にかけられたアレクサンタ ー・ モーデンは iH分は
向由人であるから，他13)から命令されて仕.tclをやったりはしなし、」と，き

っぱりと言明するのである.

“1 was mad，" he said.“1 have a pretty bad temper. He said 1 
must work. 1 am a free man. 1 got mad and 1 hit him 

(ellipsis) 

“Sorry?" Alex asked. “l'm not sorry. He told me to go to 

work一一一me，a free man! 1 used to be alderman. He said 1 had 

to work."14) 

( 6 ) 

つまり，この作品には二つのク ライ マック スがある.
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一つは，アレクサンダー ・モーデンの裁判の場面が， 中間章でのクライ

マックスとなり ，作品構成の上から見ても重要な役割を果たしてレるとい

えよう.結果的には，アレクサンダー・モーデンの死が，オーデン市長や

市民の心を一体化させ， “FreeMen"であるという意識を，よりいっそう

強化し，作品を盛り上げるのに一役買っている.

もう一つは， (1)でも述べたよ うに，捕われの身となったオーデン市長が

ソクラテスの『弁明』の一節を， ランサー大佐の前で、唱えて見せる最終主主

(第八主主〉の場面である.

そして，この両者が共に心の氏から，読者に訴え，叫び統けているのは，

れFreeMen"という立場である.アレクサンダー・モーデンとオーデン市

長の両者は侵略がほうむり去ろうとする弱者 ・被占領市民たちのねばり強

L 、無言のレジスタンスの巾で人間の I~I 由 を叫び続けるのである . 作者スタ

イソペックは "FreeMen"によって象徴される人聞の尊厳性をこの作品

の中で読者に語りかけよ うと したのである.

ところで，スタインペ ックは 『怒りの葡萄』において，権力の'1'に(1己
を見うしなった人聞がどのように inhumanな姿になるか，また虐げられ

る人聞のもつ humanityはどのようにゆがみ，あるいは反発してノ|きのひ

てゆくかを，ジヨ ード一家を中心に柑iきだしている.すなわち，この点に

おいて， r月は沈みぬ』も『怒りの葡萄』も大いに共通性を持っているの
である.

月はltみぬ』は，戦争，つまり liI二13のない規律によってしばられてい

る「軍人」と個人の門FI3を大切にする「向山人」を対象にして，読者にそ

の両者の選択をせまった1'p，17，である と言っても過言ではない.

ilI人たちは，無言の敵(市民)に取りかこまれ，無言の敵に取り残され

るにつれ，故国への郷愁にかられ，友人や親族の愛情にあこがれるように

なってゆくのである.

Now it was that the conqueror was surrounded， the men of the 

battalion alone among silent enemies， and no man might relax his 

guard for巴vena moment. If he did， he disappered， and some 

snowdrift received his body. If he went alone to a woman， he 

disappeared and some snowdrift received his body. If he drank， 
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he disappeared. The men of the battalion could sing only together， 

could dance only together， and dancing gradually stopped and the 

singing expressed a longing for home.15) 

'i'1i人たちもまた，兵士としてよりも人間としての情の交流を求めるよう

になり ，ある晩，今は未亡人となったモリー ・モーデンを，愛情に飢えた

トンダー少尉が訪ねる.彼は心の交流を求めに来たので，モリーはトンダ

ー少尉に他意のないことを知るのである.亡夫アレ ックスが， トンダーに

銃殺された憎しみから，モ リーは彼を冷たい軽蔑であしらう.彼は十五分

ほどで帰されてしまう.というのは，その前に，今夜市長と医者(市長の

親友〉がモ リーの家へ来るということを，召使いのアニーが知らせてあっ

たからである.ノミトロールの兵士が誰かを追跡する足音を家の外で聞きな

がら，市長と医者は，兵士を殺した罪で、追われているアンダース兄弟のイ

ギリスへの脱出を励ましに来たのである.兄弟のウィルとトムは， 脱出の

行きがけに反逆者コレルを殺す計画を企てる.

市長と医者は，兄弟に.イ ギリスへ行ったら，市民が択抗するための小

さい武保，細菌， 夕、イナマイト，手i十fij却などをノミラシュートで投下してく

れるように伝言する.市長，医者，見張り役のアニー ・アンダース兄弟が，

まだモリ ーの家にいる聞に， トンダー少尉が戻ってきた.モリ ーは五人を

裏口から出し，鋭い欽で身イ士度をして， ランプを消し， トンダーに戸を聞

けてやる.モリーが夫アレックスの復f陛をみごとにやってのけるのである.

やがて，イギ リス空軍から，抵抗の武器が投下され，石炭を運搬する鉄

道が，あちこちで爆破される.市民は大人も，子供も，要所にタイ ナマイ

トをJ恨める.炭坑の道具が破壊され，採炭量はますます鈍化していく.

プラヅクル少尉も憎悪の中で生きるのが堪えられなく不安になってく

る.ランサ一大佐は軍人になった以上，それが宿命なのだと説得する.そ

こへ，コレルがランサ一大佐に面会を求めてきて，すべての抵抗の背後に

はオーデン市長がおり，市長と医者が拡抗の根源であること， トン夕、ーを

殺したモリ ーを逃走させているのも市長であることなどを並べあげて，市

長と医者を処刑にする よう主娠するのである.コレルの主11.長)[Iりにすれば

市民の怒りが爆発するのを川、11しながら，ランサ一大佐はついに二人の逮

捕命令を出すのである.
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市長と医者が逮捕されたというニュ ースは，市民を怒りに燃えた喜びへ

と駆り立てるのである.市長が，市民を見棄てなかったことを知り，市民

はいよいよ一つの目標に向かって団結するのである.

人聞は一日のうち，ほんの数時間， 1年のうち，ほんの数カ月だけし

か兵隊にはなれないのであって，その時聞がすぎると，彼はふたたび人

聞にかえることを望み，女と酒と音楽と笑いと安逸とを欲するよう にな

るからである.そして，そのようなものから断ちきられると，それはさ

らに抗しがたL、欲望をそそるようになる.

つまり Steinbeckの扱う “GroupMen"を通してみた humanityが

一体何であるかを，はっきりと窺うことができょう.

そこには，個人の欲求を無視され，人として自ら考え行動することを許

されない人聞の愛の必要性や生きることへの喜びへの執着が Steinbeck向

身によって浮き彫りにされている.オーデン市長は銃殺されることを妻に

も語らず，死を怖れながらもそれを乗り越え，処刑を目前にして.心境を

医師ウインタ一博士に語る.

!司分たちは向由な人間である.占簡箪のように一人の指導者の命令や思

想で動かされる国民ならば， 一人の指導者が殺されれば，すべては終りに

なるだろう.自分たちは違う.意見がまとまり，一つの方向へ動き出すま

でには時聞がかかる.しかし，自由な人間は一人一人が意見を持っている

から，ひとたび'意見がまとま った場合には，一人の指導者が殺されても，

すぐ後に次の指導者が生まれる.市民は外国軍に侵入され，占領されてこ

そいるが，敗北し屈服しているわけではない.円分は取るに足りない人間

であり ，この市(まち〕も取るに足りない町だ.しかし I~ 分が死んだ後

には，かならず1;1分が死に苓ったと同じ舷抗の火花が市民の一人一人に散

って燃えるだろう

そして，オーデン市長は， li分のは死ではな く旅立ちで，その後には侵

入軍が彼に下したよりはるかに前い刑罰が，かならず彼らの |二に下るだろ

うと予言している.

以上述べてきたように， Steinbeckの根氏を流れるものは，r怒りの葡
萄』や『二十 LI鼠と人間』や『真珠』においてもそうであるように， 個人
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の尊さ， 個人が自分で考え行動することの尊さ， つまり humanityの尊さ

を“GroupMen"を背最に提言している.と同時に，この作品では，オー

デン市長や医師や アレ ックス とい う人物を通して，被占領市民である

“Free Men"たちの人間としての不屈の精神と自由な叫びを象徴している

のである.
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は
、
「
実
に
国
家
の
安
危
隆
替
の
界
L

(

「品
川
弥
二
郎
宛
」
安
政
5

・
4
-
U
)

寸
今
や
天
下
大
変
革
の
兆
」
(『成
午
幽
室
文
稿
』)
と
指
摘
し

た
歴
史
状
況
へ
の
認
識
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
重
税
暴
数
民
心
を
失
ふ
」

(
「
兄
杉
悔
太
郎
宛
」
嘉
永
6

・9
・
H
)
幕
落
体
制

の
動
揺
と
内
政
の
不
安
で
あ
り
、
同
時
に
欧
米
一向
な
ど
の
外
国
列
強
に
よ
る
植
民
地
化
の
危
機
で
あ
っ
た
。
「
幕
府
正
議
は
丸
に
御
山
収
用

い
て
ぎ

ひ
之
れ
な
く
、
夷
秋
は
縦
横
自
在
に
御
府
内
を
抜
庖
致
し
候
」
(
「
父
叔
兄
宛
」
安
政
6

・
ω
-m
)。

松
陰
は
、
こ
う
し
た
時
代
的
問
題
状
況
と
真
正
面
か
ら
き
り
結
び
つ
つ
、
「
治
を
致
し
民
を
決
し
民
の
素
望
に
協
ふ
L
Q
議
涜
余
話
』

〈講

話
制
記
〉
)
救
国
済
民
を
め
ざ
し
て
ひ
た
む
き
に
実
践
し
つ
づ
け
た
。
松
陰
は
、
諌
死
を
い
と
わ
ず
不
屈
に
正
，
誌
の
笑
現
を
は
か
る
実
践
的

認
識
を
至
誠
の
志
と
表
現
し
、
そ
の
実
行
刻
苦
に
よ
っ
て
不
朽
の
命
が
儲
魂
さ
れ
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

若
し
僕
幽
囚
の
身
に
て
死
な
ば
、
五円れ
必
ず

一
人
の
吾
が
志
を
継
ぐ
の
士
を
ば
後
世
に
残
し
置
く
な
り
(
「
黙
京
と
往
復
」
安
政
3

・
8

・
路
、
川
口
)。

松
陰
の
主
宰
し
た
松
下
村
塾
が
、
進
徳
と
専
心
を
旨
と
し
志
誠
の
貫
徹
を
教
育
目
標
と
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
志
を
立

た
す

お

し

え

か
，A
が

て
て
以
て
万
事
の
源
と
為
す
。
交
を
択
び
て
以
て
仁
義
の
行
を
輔
く
。
書
を
読
み
て
以
て
型
民
の
訓
を
稽
ふ
」
(
『野
山
獄
文
稿
』)
と
示
し

た
土
規
七
則
に
お
け
る
根
本
精
神
は
、
松
陰
の
人
生
観
と
教
育
観
が
立
志
実
行
に
あ
っ

た
点
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
姿
勢
は
、
孟
子
の
「
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
者
は
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
」
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
は
終
生
変
わ
ら
ぬ
座
右



の
銘
で
も
あ
っ
た
。
松
陰
は
、
こ
の
孟
子
の
一百
業
を
白
糾
布
に
H
H
M

き
手
巾
に
縫
い
つ
け
て
江
戸
伝
馬
町
に
て
下
獄
殉
難
し
た
が
、
そ
れ

は
、
こ
の
一
句
が
松
陰
の
行
突
を
証
明
し
「
吾
が
志
を
表
す
る
」
(
『儲
魂
録
』)
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
松
陰
が

正
義
と
至
誠
を
実
行
す
る
有
芯
の
土
を
育
成
し
、
自
ら
も
至
誠
の
辿
訟
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
至
誠
の
実
践
者
と
し
て
生
き
ぬ

い
た
姿
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
妥
誠
尖
践
者
と
い
う
観
点
を
縦
れ
て
、
松
陰
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

--
aJ
a臥
vaa，

松
陰
の
自
称
し
た
「
二
十
一
回
猛
土
」
と
は
、
二
十
一
回
に
わ
た
っ
て
兎
猛
心
を
ふ
る
い
お
こ
す
「
用
猛
」
の
決
立
を
さ
す
が
、
こ
の

宣
言
も
ま
た
、
至
誠
貫
徹
の
実
践
的
営
為
を
な
味
し
て
い
る
。

裁
が
誠
徹
氏
せ
ず
し
て
死
ぬ
る
艇
な
ら
ば
紙
土

い
に
恥
鮮
な
り
(
「
入
江
杉
磁
鉛
」
安
政
6
・
5
・
げ
〉

松
陰
の
用
猛
は
、
三
回
行
わ
れ
た
。
第

一
回
は
脱
務
亡
命
し
て
米
北
を
際
遊
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
凶
は
ペ
リ
l
来
航
に
当
り
、
こ

れ
に
対
応
す
る
急
務
筑
を
長
州
都
附
半
毛
利
成
親
に
拠
出
し
「
腕
誠
」
を
実
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
に
拠
出
さ
れ
た

『将
及
弘
言
』

に
は
、

「天
下
は
天
朝
の
天
下
に
し
て
、
乃
ち
天
下
の
天
下
な
り
、
幕
府
の
私
有
に
非
ず
」
と
の
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
第
三
回
目

は
、
安
政
元
年
(
一
八
五
四
)
三
月
二
十
八
日
の
下
出
路
海
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
米
船
に
密
航
し
五
大
州
の
知
識
を
獲
得
す
る
雄
図
を
行

動
に
移
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
百
五
十
年
余
に
わ
た
る
鎖
凪
の
禁
を
打
依
す
る
端
新
と
な
っ
た
倣
天
荒
の
行
為
で
あ
っ
た
。
「
長
れ
生
来

七
に
臨
み
て
猛
を
為
せ
し
こ
と
、
凡
そ
三
た
び
な
り
o

-刷
る
に
必
は
出
を
盤
、
必
は
誘
を
取
り
、
今
は
川
ち
獄
に
下
り
て
復
た
為
す
あ
る

ぜ
ん
じ
ゃ
〈

ζ

と
能
は
ず
。
附
し
て
肱
の
未
だ
進
げ
ざ
る
も
の
尚
ほ
十
八
回
あ
り
。
其
の
い
以
も
亦
重
し
。
神
人
蓋
し
其
の
日
に
益
々
犀
弱
、
日
に
益
々

お
そ

ひ
ら

あ

わ

卑
微
、
終
に
其
の
遊
ぐ
る
能
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
熔
る
。
般
に
一
大
止
を
以
て
之
れ
を
啓
き
し
の
み
。
然
ら
ば
則
ち
苦
れ
の
志
を
蓄
へ

気
を
弁

ぶ

七

(

叩

山
)



正L
/¥ 

(
市

〉

す
る
、
宣
に
己
む
こ
と
を
得
ん
や
」
(
『幽
囚
録
』
付
録
「
二
十
一

回
獄
士
の
説
」
)

松
陰
が
、
い
か
に
二
十

一
回
猛
土
と
し
て
の
牛
き
方
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か
を
、
こ
の

一
文
は
物
語

っ
て
い
る
。

怯
陰
が
紋
後
の
別

れ
に
際
し
墓
石
に

「松
陰
ニ
ト

一
凶
脆
士
と
の
み
御
記
し
頼
み
奉
り
峡
」
(
「
父
叔
兄
先
」
安
政

6
-m-
m)
と
造
言
し
た
こ

と
も
、

二
十

一
回
猛
土
と
し
て
の
生
に
手
誠
の
志
を
結
晶
さ
せ
て
い

た
中
突
を
意
味
し
て
い
る
。
松
除
の
用
脆
は

前
半
生
の
三
回
で
終
っ
て
レ
た
わ

け
で
は
な
い
。
後
半
生
は
幽
囚
生
活
に
時
を
過
す
こ
と
が
多
か
っ

た
と
は
い
え
、
機
主
に
対
し
て

『大
義
を
議
す
』

『時
義
略
論
』
と
題

す
る
建
白
書
を
提
出
し
た
規
諌
行
為
、
伏
ハ
ん
要
駕
策
や
安
政
大
獄
を
断
行
し
た
在
小
山
部
設
勝
要
撃
策
な
と
も
ま
た
用
猛
の
実
行
計
画
で

あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

そ
う
も
う
〈

Ave

-」の
二
十

一
回
猛
土
の
決
意
は
、
般
的肘
的
に
は
草
北
枠
制
起
論
の
形
成
と
そ
の
実
行
へ
と
結
実
さ
れ
て
ゆ
く
。

草
券
州
起
論
と
は
、
後
述

す
る
如
く
、
智
勇
散
死
を
賀
く
有
志
の
土
に
よ
る
救
国
済
世
の
意
識
と
笑
践
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
思
想
形
成
に
は
種
々
な
要
因
が
あ

る
が
、
こ
の
う
ち
仏
教
及
び
仏
他
か
ら
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に
、
草
み
似
起
の
策
を
表
明
し
た
端
緒
が
日
蓮
と
の

出
会
い
に
あ
っ

た
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
文
で
は
、
松
除
が
心
交
を
結
ん
だ
日
蓮
宗
伯
口
命
と
の
思
想
交
流
と
松
険
の
円

蓮
論
を
中
心
に
と
り
上
げ
、
草
芥
州
起
論
形
成
の
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
す
す
め
た
い
と
考
え
る
。

日
蓮
宗
日
命
と
の
心
交

日
品川
叩に

つ
い
て



米
艦
密
航
に
失
敗
し
た
松
陰
は
、
安
政
元
年
(
一
八
五
凶
)
凶
月
十
五

U
に
民
一戸
伝
川
町
の
獄
に
舵
送
さ
れ
た
。
こ
の
伝
馬
町
の
獄
に

お
い
て
川
凶
と
し
て
出
会
っ
た
の
が

U
命

(

一
八

O
六
J
六
七
)
で
あ
る
。
訟
除
は

M
年
九
月
ニ
イ
三
ハ
に
萩
の
野
山
獄
へ
送
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
日
命
と
共
に
い
た
の
は
、
わ
ず
か
五
カ
月
で
あ
っ
た
。

H
命
は
、
U
M
蓮
宗
(
法
華
宗
〉
の
僧
で
あ
る
。
元
会
津
藩
土
で
、
姓
を
武
井
と
い
い
務
主
の
御
小
姓
役
を
勤
め
た
。
ま
た
長
沼
氏
の
斤
(

訟
を
学
び
、
同
藩
儒
者
安
倍
井
一
線
之
助
の
朋
友
と
し
て
朱
子
学
を
修
め
た
。
仏
者
と
な
っ
て
か
ら
も
程
朱
の
学
を
仏
教
に
引
付
け
て
と
ら

え
る
一
方
、
日
蓮
宗
の
教
説
を
説
き
示
し
た
。
し
か
し
、
祈
時
修
法
を
行
じ

「
紛
ら
は
し
き
祈
憾
の
界
に
て
述
鳥
仰
せ
付
け
ら
れ
」
る
に

至
っ

た

(
『議
孟
余
話
』
巻
の
四
下
「
山
崎
心
下
約
」

・
「兄
杉
侮
太
郎
宛
」
安
政
1
・
u
-
U
)。

伝
馬
町
の
獄
で
は
、
者
物
を
読
む
こ
と
が
不
自
由
で
あ
っ
た
た
め
、
松
陰
は
専
ら

H
命

一
人
を
相
手
に
論
談
し
た
と
い
う
。
当
川
ハ
人叩

は
、
牢
名
主
の
添
役
を
し
て
い
た
。
牢
名
主
に
金
を
強
要
さ
れ
た
松
陰
が
、
こ
れ
を
拒
否
し
て
自
ら
の
履
肢
を
語
る
と

「衆
皆
感
激
」
し

ひ

た
が
、
日
命
は
傍
よ
り

「夷
舶
に
上
り
、
夷
将
の
首
を
脱
へ
米
ら
ば
、
死
し
て
光
州
あ
り
。
放
が
如
き
は
憐
を
夷
人
に
請
ふ
、
部
も
亦
甚

だ
し
」
と
非
難
し
た
と
回
怨
さ
れ
て
い
る
(
「
回
顧
談
」
)。

日
命
が
激
烈
な
擁
夷
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
え
る
。
こ
れ
は
、
日
蓮
が
秋

風
に
よ
る
わ
ず
か
の
水
で
蒙
古
の
船
が
破
鎖
し
た
こ
と
を
も
っ
て
蒙
古
を
敗
り
祈
稿
も
成
就
し
た
と
い
う
者
に
向

っ
て
「
蒙
古
の
大
王
の

頚
の
参
り
て
侠
か
と
間
ひ
給
ふ
ベ
し
。
其
外
は
レ
か
に
申
し
候
と
も
御
返
山市
あ
る
べ
か
ら
ず
」
(
「
富
城
入
道
殿
御
返
事
」
)
と
門
弟
に
指
示
し

た
言
集
を
、
あ
る
い
は
日
命
が
背
後
に
怠
識
し
て
語
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
以
後
、
松
陰
は

「気
力
」
に
み
ち
た
日
命
か
ら

「
』
法
」
を
山
い
て
参
考
に
し
た
り
仏
教
や
国
事
に
つ
い
て
も
対
話
を
深
め
て
い

る
。
松
陰
は

「仏
道
の
雌
ん
な
る
は
伝
〈
に
嘆
息
に
地
へ
ざ
る
が
」
と
考
え
、
東
北
遊
歴
中
に
は
水
戸
に
て
会
沢
憩
斎
よ
り

「
法
華
宗
の
大

患
あ
る
が
」
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

ハ「兄
杉
侮
太
郎
宛
」
安
政
1

・
u
-
U
)。
ま
た
、
こ
の
析
に
水
戸
斎
昭
の

『
明
訓

一
一
地
抄
』
六
則
を

五
九

(
九

)
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書
写
し
た
が
、
こ
の
中
に
も

「仏
法
を
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
市
」
の

一
項
が
記
さ
れ
て
い
た
(
「兄
杉
梅
太
郎
宛
」
務
永
4

・
9
-
m
)
。

し
か
し
、

u命
と
論
談
す
る
こ
と
に
よ
り
仏
教
へ
の
認
識
を
若
干
修
正
し
、

「江
戸
の
獄
に
て

U
命
と
申
す
法
務
十
僧
と
久
し
く
川
凶
行

り
居
り
、
其
の
説
く
所
を
承
り
候
に
中
々
俗
耐
の
及
ぶ
所
に
非
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

同
時
に
、
日
命
の
人
物
に
関
し
て
は
、

「先
づ
は

と
も

山
師
な
り
。
然
れ
ど
も
之
れ
が
為
め
に
益
を
得
候
こ
と
も
御
座
候
」

「尤
も
獄
中
に
て
与
に
談
ず
べ
き
は
此
の
僧
の
み
故
、
H
々
議
論
致

し
侠
処
、
其
の
英
遁
雄
抜
頼
る
人
に
過
ぎ
候
男
子
に
御
座
候
」
(
「兄
杉
梅
太
郎
宛
」
安
政
1
・
ロ
・日
)
と
諮
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
蓮
宗
に
つ
い
て
は
「
祈
耐
惑
に
奇
怪
を
言
立
て
、
人
を
誌
か
す
ん
山中
大
方
な
ら
ず
」
と
批
判
し
日
命
も
こ
の
祈
繭
の
非
を
得
た

も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
反
面
、

「
H
蓮
宗
は
多
く
現
世
に
て
説
き
候
故
、
其
の
説
甚
だ
理
に
近
き
事
と
も
之
れ
あ
り
」
と
も
述
べ

あ
な
が

て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
現
此
説
ば
か
り
で
あ
れ
ば
「
強
ち
害
に
も
之
れ
あ
る
間
敷
く
候
へ
と
も
」
、
祈
繭
に
よ
り
人
を
慈
惑

さ
せ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
松
陰
に
よ
る
日
蓮
宗
の
祈
時
へ
の
批
判
は
、
そ
れ
が
正
直
清
浄
の
徳
や
至
情
の
表

白
と
し
て
の
も
の
で
は
な
く

「人
を
誼
か
す
悦
大
方
な
ら
す
」
と
、
い
わ
れ
る
如
き
内
谷
に
堕
す
面
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

u蓮
宗
の
現
世
説
が

「甚
だ
理
に
近
き
事
」
と
述
べ
た
点
は
末
法
亡
国
の
危
機
を
見
す
え
な
が
ら
現
世
安
穏
の
実
現
を
め
ざ
す
立
正
安
悶

の
思
想
、か
、
困
家
危
急
の
時
に
臨
ん
で
済
世
を
凶
る
松
陰
の
論
理
に
符
合
す
る
点
の
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
(
同
前
)
、
後
年
、

法
華
経
や

H
蓮
に
言
及
し
た
端
緒
も
、
こ
の

U
命
と
の
議
論
に
よ
る
所
、
か
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

2 

四
恩
説
を
め
ぐ
っ

て

松
陰
が
日
命
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
た
説
の
中
に
凹
思
説
が
あ
る
。



余
江
戸
獄
中
に
在
り
て
、
法
華
僧
日
命
な
る
者
と
同
居
す
。
僧
常
に
云
ふ
。
人
ま
さ
に
凶
恩
を
知
る
べ

し
。

一
に
は
君
恩
な
り
。
こ

に
は
親
恩
な
り
。
三
に
は
師
恩
な
り
。
四
に

は一

切
衆
生
の
思
な
り
。

三
思
迄
は
儒
家
に
も
ん川
、す
る
所
な
れ
ど
も
、
四
思
に
至
り
て

は
仏
家
に
非
ざ
れ
ば
知
る
こ
と
能
は
ず

(『総
意
余
話
』
勝
文
公
下)。

仏
教
の
四
思
説
は
、
心
地
観
経
に
お
い

て
集
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
「
世

・
出
世
の
恩
に
そ
れ
四
種
あ
り
。

一
に
は

父
母
の
思、

こ
に

は
衆
生
の
恩
、
三
に
は
国
王
の
思
、
四
に
は
三
宝
の
恩
な
り
。
か
く
の
如
き
の
四
思
は

一
切
衆
生
平
等
に
負
荷
す
」
と

記
さ
れ
て

い
る
。

日
命
の
信
奉
し
た
日
蓮
は
、
こ
の
心
地
鋭
経
や
安
然
の
普
通
広
釈
な
ど
の
四
思
説
を
受
け
入
れ
法
第
十
経
を
真
実
の
報
恩
経

・
内
典
の
孝

経
と
す
る
立
場
か
ら
四
恩

へ
の
報
恩
を
説
き
、
そ
れ
を
肉
体
化
し
た
。
日
蓮
は
、
第

一
に

一
切
衆
生
の
恩
を
あ
げ
、
衆
生
済
度
の
誓
願
を

お
こ
し
え
た
恩
、
お
よ
び
衆
生
か
ら
蒙
っ
た
受
難
に
よ
っ
て
仏
道
を
身
証
し
え
た
点
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
に
は
父
母
の
恩
を
あ
げ
、
自

ら
を
生
育
し
て
法
華
経
を
信
ず
る
身
と
し
た
こ
と
を
重
恩
の
根
本
と
し
て
い
る
。
第
三
は
国
王
の
思
。
国
王
に
よ
る
迫
害
を
受
け
て
法
華

経
を
肉
体
化
し
生
死
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
点
に
恩
乞
見
て
い
る
。
国
王
の
思
は
、
仏
国
上
の
思
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
立
正

安
国
の
行
動
と
国
主
諌
暁
は
い
ず
れ
も
身
命
を
姶
て
て
困
土
の
恩
女
報
ず
る
た
め
に
な
さ
れ
た
。
第
四
は
三
宝
(
仏
法
僧
)
の
思
υ

日
蓮

の
四
恩
観
は
、
釈
迦
牟
尼
仏

(
仏
)
と
法
筆
経
(
法
)
の
大
い
な
る
恩
徳
に
報
い
る
こ
と
を
根
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
仏
思
と
法
恩
を
体

し
て
教
説
を
弘
め
る
真
実
の
報
恩
者
(
僧
H

日
蓮

一
門
)
の
生
き
方
を
自
ら
も
貫
き
人
々
に
も
勧
奨
し
た
の

で
あ
る
(
「
四
恩
抄
」
)。
そ
れ
故

日
蓮
は
四
恩
を
別
個
の
存
在
と
み
な
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
釈
迦
仏

・
法
華
経
の
恩
徳
を
身
証
さ
せ
て
く
れ
た
父
母

・
師
匠

・
一
切
衆
生

・
国
恩
に
対
す
る
知
恩
報
思
を
旨
と
し
「
仏
第
チ
は
必
ず
四
恩
を
し
っ
て
知
恩
報
恩
を
ほ
う
ず
ベ
し
」
(「
関
白
抄
」
)
と
語
り
、
釈
迦
仏
と

(
η

)
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(
九

)

法
華
経
へ
の
報
思
を
基
本
に
四
恩
を
相
互
に
連
関
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
真
実
報
恩
者
の
道
を
歩
む
こ
と
を
唱
導
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
命
も
こ
れ
ら
の
仏
説
や
日
蓮
の
四
恩
観
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
命
が
こ
う
し
た
四
恩
観
を
正
確
に
語

っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
仏
恩
な
い
し
法
思
を
除
外
し
た
の
は
、
日
蓮
宗
の
仏
者
同
命
に
と
っ
て
は
'
同
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
が
、
松
陰
に
向
っ
て
四
思
の
重
要
性
を
語
る
た
め
に
特
に
「
君
思
」
を
掲
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
主
要
な
理

由
は
日
命
が
仏
教
だ
け
で
な
く
「
や
は
り
程
朱
の
事
な
ど
へ
引
付
け
て
申
し
」
(
「
兄
杉
栴
太
郎
宛
」
安
政
1

・
u
・
1
)
た
と
言
わ
れ
る
ご
と

く
、
朱
子
学
の
信
奉
者
で
も
あ
っ
た
所
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
松
陰
は
江
戸
下
獄
中
の
話
と
し
て
次
の
ご
と
き
内
容
を
伝
え
て
い
る
。

〈
母
に
密
夫
が
あ
り
密
夫
が
父
を
殺
し
た
。
そ
こ
で
怒
っ
た
子
が
出
奔
し
謀
を
尽
し
遂
に
密
夫
を
殺
し
た
。
密
夫
を
殺
せ
ば
突
の
母
も
必

ず
罪
を
う
け
る
の
は
歴
然
と
し
て
い
る
か
ら
、
実
父
の
復
讐
は
な
し
と
げ
て
も
実
母
の
命
を
失
な
っ
た
の
で
は
孝
子
の
道
で
は
な
い
。
し

か
し
こ
の
見
解
は

「此
れ
流
俗
の
見
」
で
あ
る
。
「
浮
屠
日
命
な
と
も
此
の
俗
見
を
免
か
れ
ず
」。

こ
れ
に
対
し
て
佐
久
間
象
山
は
、
実
母

と
い
え
ど
も
密
夫
に
く
み
し
笹
と
な
っ
た
の
だ
か
ら
断
然
決
行
す
べ
き
で
あ
る
、
と
語
っ
た
〉
(
「兄
杉
約
太
郎
宛
」
安
政
2

・
1
)
。

日
命
、が
「
流
俗
の
見
」
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
事
物
を
朱
子
学

へ
「
引
付
け
て」

認
識
す
る
見
方
に
立

っ
て
い
た
こ
と
を
な

味
し
よ
う
。

「
君
思
」
に
凶
連
し
て
い
え
ば
、
仏
説
に
も
国
王
の
恩
が
説
か
れ
、
日
蓮
も

「
父
母

・
師
僧

・
国
王

・
主
君

・
一
切
衆
生

・
三

宝
の
凶
む
を
報
ぜ
ん
が
為
な
り
」
(
「
十
法
界
明
因
果
抄
」
)
と
述
べ
て
持
戒
と
報
恩
を

一
体
と
み
な
し
た
言
説
が
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の

説
は
ア
プ

リ
オ
リ
に
国
王
の
恩
を
絶
対
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
仏
説
に
お
け
る
国
王
の
恩
と
は
、
仏
教
を
信
仰
し
善
政
を
行
な
い

川町
を
救
う
国
王
の
あ
り
よ
う
に
対
し
て
で
あ
る
。
H
蓮
の
場
合
も
ま
た
国
主
に
よ
っ

て
迫
害
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
法
華
経
を
信
受
体
現
さ

せ
て
く
れ
た
点
に
知
恩
を
痛
感
し
た
の
で
あ
り
、
現
実
の
主
従
倫
理
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
主
君
へ

の
諌
言
を
過
し
て
三
宝
の
恩
に
報
い

但
し
、



る
道
を
説
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
世
俗
的
な
困
王

・
主
君
へ
の
随
従
を
教
主
釈
尊
へ
の
信
仰
に
転
換
す
る
椴
恩
の
た
め
の
諌
言
行
動
を
根

本
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

「釈
迦
如
来
は
此
等
衆
生
に
は
損
な
り
、
川
な
り
、
主
な
り
」
「
ひ
と
り
三
徳
を
か
ね
て
恩
ふ
か
き
仏

は
釈
迦

一
仏
に
か
ぎ
り
た
て
ま
つ

る
」
(
「
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
蓄
」)
と
い
う
教
説
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
命
が
三
宝
の
思
に
ふ
れ
ず
国
王
の
思
で
は
な
く

「君
恩
」
と
表
現
し
た
意
味
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
仏
説
と
日
蓮

の
四
恩
観
全
般
が
提
示
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
仏
説
を
朱
子
学
に

「引
付
け」

た
立
場
か
ら
天
皇
や
藩
主
へ
の
思
を
直
接

に
指
す
も
の
と
し
て
語
っ
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
故、

松
陰
も
後
年
に
四
恩
説
を
再
巧
し
た
附
に

「
五
車
韻
瑞
に
、
大
乗
本
経
注
を

引
く
。
恩
に
四
種
有
り
。

一
父
母
、
二
川
長
、
三
国
王
、
四
施
主
と
云
へ
り
o
H
命
云
ふ
所
と
具
な
り
。

当
に
考
ふ
ベ
し
」
(『講
バ
余
話
』)

と
註
記
し
て
い
る
。

松
陰
も
心
地
鋭
経
等
の
仏
山内
に
当
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
『
五
車
韻
瑞
』

(
明
の
凌
稚
隆
一縮
。
経
子
集
賦
ム
部
の
熟

字
の
出
山
内
を
集
録
)
に
よ

っ
て
は
い
る
が
、

日
命
の
示
し
た
凶
思
の
内
容
と
の
相
兵
を
指
摘
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、

松
陰
の
受
け

と
め
た
内
容
に
そ
う
な
ら
ば
、
君
思

・
親
思

・
'州
思
に
関
し
て
け
命
は

「
儒
家
に
も
論
ず
る
所
」
と
同
じ
よ
う
な
内
谷
と
し
て
語
っ

た
の

で
あ
ろ
う
。

松
陰
は
、
日
命
の
四
思
説
を
聞
い
て
次
の
点
を
明
確
に
し
て
い
る
。
第

一
に

「禽
獣
草
木

一
切
衆
生
、
皆
人
に
思
な
き
は
な
し
。
是
れ

知
ら
ざ
る
‘
べ
か
ら
ず
と
。
其
の
説
甚
だ
理
あ
り
」

(
間
前
)。
四
恩
を
知
る
こ
と
は
人
倫
の
道
に
と
っ
て
重
要
な
道
理
で
あ
り
、
思
を
受
け

て
忘
れ
る
者
は
人
倫
の
道
に
背
く
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
思
観
念
が
語
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
松
陰
は
衆
生
の
思
に
着
眼
し
、
衆
生
の
恩

は
「
仏
家
に
非
ざ
れ
ば
知
る
こ
と
能
は
ず
」
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
注
視
さ
れ
て
よ
い
。
川
附
に
松
陰
は
こ
う
述
べ
る
。

「但
し
君
父
仰

の
外
更
に
衆
生
の
恩
と
云
ふ
は
、
亦
是
れ
異
端
の
見
な
り
。

一二
凶む
を
離
れ
て
宣
に
更
に
衆
化
の
恩
あ
ら
ん
や
。

三
思
の
外
更
に
衆
生
の
思

あ
り
と
云
ふ
は
、
即
ち
所
調
二
本
の
説
な
り
」
(
同
前
)
。

二
本
の
説
と
は
、
孟
子
の

「一
大
の
物
を
生
ず
る
や
之
れ
を
し
て
本
を

一
に
せ
し

(
町
山

〉
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而
る
に
夷
子
は
本
を
二
に
す
る
故
な
り
」
に
も
と
ず
く
。

即
ち

一
本
と
は
「
天
地
の
常
理
、
皇
国
の
大
法
に
し
て
、
漢
土
聖
人
の
至

教
」
の
こ
と
で
あ
り
、
父
子
と
君
臣
は
二
本
に
見
え
る
が
時
に
臨
ん
で
忠
孝
両
全
し
が
た
き
折
に
は
ま
ず
忠
を
尽
く
し
た
後
に
孝
を
行
う

態
度
を
さ
す
。
ま
た
君
恩
と
教
道
も
二
本
に
見
え
る
。
儒
者
が
「
好
僧
の
釈
迦
に
荷
担
す
る
」
の
は
二
本
の
説
で
あ
り
、
聖
賢
の
道
に
志

す
こ
と
が
本
を

一
に
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
い
う
(
同
前
)
。
そ
こ
で
、
君
父
師
の
恩
の
外
に
衆
生
の
思
が
あ
る
と
い
う
の
は
二
本
の
説
つ

ま
り
二
元
論
に
お
ち
い
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
わ
け
で
あ
る
。

前
述
し
た
ご
と
く
、
仏
説
や
日
蓮
の
四
思
観
は
そ
れ
ぞ
れ
恩
の
連
関
性
を
示
し
て
い
る
が
、
日
命
が
四
思
を
別
個
の
も
の
と
し
て
述
べ

た
の
か
、
松
陰
が
三
恩
を
離
れ
て
衆
生
の
思
が
あ
る
と
理
解
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
松
陰
の
い
う
如
く
「
三
恩
を
離
れ
て
宣
に

更
に
衆
生
の
恩
あ
ら
ん
や
」
と
い
う
認
識
は
正
し
い
。
恐
ら
く
日
命
が
仏
説
と
朱
子
学
の

「二
本
の
説
」
に
立
っ
て
四
思
に
ふ
れ
衆
生
の

思
に
も
言
及
し
た
所
に
、
三
恩
と
は
別
に
衆
生
の
恩
が
あ
る
か
の
如
く
松
陰
に
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
目
を
引
く

の
は
、
こ
の
衆
生
の
恩
を
君
父
師
の
外
に
あ
る
も
の
と
い
う
受
け
と
め
方
に
も
と
ず
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
「
異
端
の
見
な
り
」
と
記
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

衆
生
の
恩
は
、
仏
家
で
な
け
れ
ば
知
ら
な
い
説
で
あ
る
と
松
陰
が
語

っ
た
よ
う
に
、
儒
教
的
思
思
想
か
ら
見
て
仏

教
の
四
恩
観
は

「異
端
の
見
」
と
指
摘
し
た
事
実
は
術
教
的
思
の
枠
組
を
超
え
て
仏
教
が

一
切
衆
生
の
思
を
強
調
し
て
い
る
点
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
放
に
松
陰
は
衆
生
の
恩
と
い
う
命
題
を
日
命
か
ら
初
め
て
聞
き
知
っ
た
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
民
衆
の
苦
し
み
を
直
視
し
「
厚
仁
深
沢
、
人
心
を
得
る
こ
と
」
を
め
ざ
し
海
防
民
政
論
を
唱
え
て
き
た
(
「
兄
杉
紡
太
郎
宛
」

嘉
永
6

・
9

・
U
)
松
陰
に
と
っ
て
、
こ
の
衆
生
の
思
の
提
示
は
済
民
の
・
意
義
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
後

に
、
上
を
損
じ
下
を
益
す
草
芥
銅
起
論
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
底
流
を
意
味
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

少
く
と
も
国
禁
を
犯
し
て
下
獄
し
た

行
為
も
、
あ
る
い
は
諌
言
の
営
み
や
草
葬
附
起
論
は
い
ず
れ
も
当
時
に
あ
っ
て
は
異
端
の
行
動
に
ほ
か
な
ら
ず
、
松
陰
は
こ
れ
を
君
父
師



の
三
思
と
衆
生
の
恩
と
を
分
離
せ
ず
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

3 

摂
受
折
伏
の
論
争

日
命
は
ま
た
、
松
除
に
限
受

・
折
伏
の
川
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
松
陰
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
余
、

し
ょ
弓
じ
ゅ
し
ゃ
〈
ぷ
〈

江
戸
獄
に
て

H
蓮
宗
の
僧
日
命
と
交
る
。
日
命
云
ふ
、

『
仏
法
に
摂
受

・
折
伏
あ
り
。
摂
受
と
は
戒
を
持
し
経
を
念
し
、
仏
意
を
講
明

H
e

ぼ
う

し
、
万
世
に
伝
ふ
る
を
以
て
己
が
任
と
す
。
天
下
の
治
乱
安
危
、
外
道
邪
魔
の
議
誘
是
非
、
事
も
心
に
置
く
こ
と
な
し
。
是
摂
受
な
り
。

折
伏
は
外
道
邪
魔
を
折
伏
し
、
天
下
を
平
治
す
る
を
以
て
己
が
任
と
す
。
戒
を
持
せ
ず
、
経
を
念
ぜ
ず
、
人
の
念
怒
を
僚
ら
ず
、
人
の
嫉

悪
を
避
け
ず
、

一
身
を
捨
て
て
仏
道
を
張
る
。
是
折
伏
な
り
』
と
」
(
『講
荒
余
話
』
巻
の
四
下
「
尽
心
下
筋
」
)
。

H
命
に
よ
れ
ば
、
接
受
と
は
戒
を
守
り
経
文
を
唱
え
、
仏
道
を
考
究
し
て
万
世
に
伝
え
る
こ
と
を
任
務
と
し
、
天
下
の
治
乱
安
危
や
外

道
の
誹
誘
を
い
さ
さ
か
も
心
に
か
け
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
折
伏
と
は
、
外
道
邪
魔
を
打
ち
破
り
天
下
の
平
治
を
任
務
と
し
、
戒
を
守
ら
ず
経

文
も
唱
え
ず
、
人
の
怒
り
や
嫉
み
も
避
け
ず
一
身
を
姶
て
て
仏
道
を
弘
め
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
慎
受

・
折
伏
論
は
日
命
の
信
奉
し
た
日
蓮
に
よ
っ
て
実
践
的
に
提
示
さ
れ
た
教
説
で
あ
る
。
日
蓮
は
、
法
華

経
の
説
く
「
如
来
の
現
在
す
ら
猶
怨
嫉
多
l
J
、
況
ん
や
滅
度
の
後
を
や
」
の
法
華
経
の
教
説
に
導
か
れ
て
捨
身
の
覚
悟
を
抱
き

「
日
日
月

月
年
年
に
難
か
さ
な
る
」
受
難
体
験
を
通
し
て
仏
道
を
弘
め
た
が
、
そ
の
信
仰
実
践
の
原
則
と
し
て
示
し
た
の
が
撰
受

・
折
伏
論
で
あ
っ

た
。
摂
受
と
は
、
柔
軟
に
説
得
し
て
仏
道
に
導
く
こ
と
で
あ
り
、
折
伏
は
邪
-忠
の
誹
誘
正
法
の
者
を
打
破
し
誠
め
て
仏
道
に
信
伏
さ
せ
る

方
法
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
仏
教
に
導
き
入
れ
て
成
仏
救
済
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
慈
悲
心
を
板
庇
に
し
て
い
る
。
こ
の
弘
教
の
内
容

と
方
法
を
真
の
仏
教
が
誹
務
否
定
さ
れ
て
い
る
濁
悪
の
乱
世
に
具
現
し
よ
う
と
し
た
日
蓮
は
、
無
智
悪
人
が
国
土
に
充
満
し
て
い
る
悪
国

六
五

(
問
山
〉



(
町

〉

の
時
は
棋
受
を
前
に
打
出
し
、
邪
智
務
法
の
者
が
多
い
破
国
の
時
に
は
折
伏
を
前
に
打
出
す
こ
と
を
般
本
的
態
度
と
し
た
(
「
関
目
抄
」)
o

u蓮
は
折
伏
を
主
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、邪
智
誘
法
の
者
に
よ
る
破
国
の
危
機
的
現
実
を
折
伏
に
よ
っ
て
覚
醒
さ
せ
救
助
し
て
済
世
(
立
正

安
国
)
を
実
現
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、摂
受
と
折
伏
は
、
仏
道
に
導
く
二
つ

の
方
法
で
は
あ
る
が
対
立
的
な
も
の
で
は
な
く
表

裏
の
関
連
を
有
す
る
も
の
と
み
な
し
た
の
で
あ
り
、
破
国
の
日
本
の
状
況
か
ら
慈
悲
の
折
伏
を
前
面
に
活
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点

は
、
「仏
法
は
摂
受
折
伏
同
に
よ
る
ベ
し
。
器
え
ば
世
間
の
文
武
二
道
の
如
し
」(「
佐
渡
御
沓」
)
と
述
べ

て
い
る
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

H
蓮
は
法
華
経
を
誹
務
す
る
仏
敵
に
対
し
て
は

「師
子
王
の
如
く
な
る
心
」
(
同
前
〉
を
も
っ
て
折
伏
諌
暁
を
展
開
し
、
法
華
経
を
信
ず
る

者
に
は
棋
受
を
行
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

「
正
法
を
惜
し
む
心
の
強
盛
な
る
べ
し
」
(
同
前
〉
と
い
う
姿
勢
か
ら
実
行
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
先
き
の
論
は
口
命
が
自
ら
の
信
奉
す
る
日
蓮
の
慎
受

・
折
伏
論
を
継
承
し
な
が
ら
自
ら
の
言
葉
と
し
て
語

っ
た
こ
と
を
知
り
え
る
。
日
命
の
論
は
、
悪
国
か
破
国
か
の
判
断
に
も
と
ず
く
実
践
的
内
容
よ
り
も
精
神
的
態
度
の
方
に
比
重
を
お
き
、

ま
た
摂
受
と
折
伏
を
表
裏
関
係
で
は
な
く
や
や
対
比
的

・
二
元
的
な
側
面
を
あ
ら
わ
に
主
張
し
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
日
蓮
に

お
け

る
摂
受

・
折
伏
論
の
真
意
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
先
き
の
一
節
は
、
江
戸
獄
に
お
い
て
日
命
か
ら
聞
い
た
摂
受

・
折
伏
論
を
想
起
し
て
安
政
三
年

(
一
八
五
六
)
六
月
に

『
孟

子
』
を
講
述
し
た
折
、松
除
が
言
及
引
用
し
た
内
谷
で
あ
る
。

こ
れ
は
、先
聖
に
よ
っ

て
実
行
さ
れ
て
き
た
大
道
の
継
承
を
任
務
と
し
た
孟

子
の
姿
勢
を
語
り
、
中
正
の
大
道
を
得
た
人
物
と
共
に
道
を
歩
め
な
く
な
っ
た
時
代
に
は

「狂
者
」
(
政
教
礼
法
を
乱
し
俗
世
間
か
ら
族
ま
れ

け
ん
ー
や

て
も
積
極
的
に
善
を
追
求
す
る
者
)
と
「
担
保
者
」
(
大
き
な
過
失
は
な
く
俗
世
間
か
ら
離
れ
消
極
的
な
が
ら
不
正
を
断
じ
て
行
な
わ
な
い
者
)
が
助
け
あ

っ
て
大
道
を
な
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
孟
子
の
「
狂
者
は
進
み
取
り
、
獄
者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
る
な
り
」
の
言
葉

を
検
討
し
た
川
、
松
険
は
か
つ
て
江
戸
獄
に
お
い
て
も

「狂

・
獄
の
別
、
万
引
に
就
き
て
考
強
す
ベ
し
」
と
語
っ
た
こ
と
を
出
起
し
た
の



℃
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て

n命
は
、
円
蓮
宗
の
仏
者
と
し
て
摂
受

・
折
伏
の
別
を
も
っ
て
答
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

総
険
は
、
日
命
の
論
を
聞
き
〈
摂
受
は
猿
者
の
態
度
で
あ
り
、
折
伏
は
狂
者
の
態
度
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
摂
受
が
天
下
の
治
乱
安
危
や

外
道
の
誹
誇
批
判
を
問
題
に
し
な
い

こ
と
と
、
折
伏
が
戒
を
守
ら
ず
経
文
を
削
え
ぬ
こ
と
は
き
わ
め
て

「
偏
僻
」

(
か
た
よ
っ
た
)
な
態

度
で
あ
る
。
ま
た
摂
受
は
兵
法
で
い
え
ば
正
の
戦
さ
、
折
伏
は
奇
の
戦
さ
で
あ
る
。
兵
法
は
正
の
う
ち
に
奇
を
蔵
し
、
奇
の
う
ち
に
正
を

蔵
し
て
お
り
、
正
が
時
に
奇
に
変
わ
り
奇
が
時
に
正
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
奇
は
い
つ
も
奇
、
正
は
つ
ね
に
正
で
あ
れ
ば
固
定
し
た
生

命
な
き
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
〉
と
反
駁
し
て
い
る
(
講
孟
余
話
)。

こ
の
反
論
は
正
し
い
。
日
命
の
い
さ
さ
か
形
式
的
で
教
条
的
な
限
受

・
折
伏
論
の
提
示
を
、
訟
除
は
兵
学
者
の
立
場
か
ら
「
死
定
四
位
固

に
非
ず
や
」
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
日
蓮
は
折
伏
の
裏
の
摂
受
、
倶
受
の
裏
に
あ
る
折
伏
を
「
文
武
二
道
」
と
し
て
と

ら
え
、
そ
の
実
行
は
「
時
に
よ
る
」
と
し
つ
つ
破
閣
の
時
代
の
法
戦
で
は
析
伏
を
正
と
し
て
い
る
。
日
蓮
の
ば
あ
い
も
、
松
陰
の
い
う
如

く
、
同
に
折
伏
は
摂
受
に
変
わ
り
接
受
は
時
に
変
わ
っ
て
折
伏
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
決
し
て
固
定
的
で
は
な
い
。
さ
ら

に
、
日
蓮
の
摂
受

・
折
伏
は
い
ず
れ
も
、
天
下
の
治
乱
や
外
道
の
誹
務
非
矧
が
充
満
す
る
状
況
の
中
で
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
危
機
的
現

実
に
お
い
て
捨
身
の
折
伏
が
展
開
さ
れ

「
天
下
の
治
乱
安
危
」
か
ら
「
天
下
を
平
治
」
す
る
道
が
め
ざ
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
れ
故
、
日
命

の
論
を
受
け
て
松
陰
も
狂
者
と
猿
者
の
態
度
を
摂
受

・
折
伏
の
別
に
当
て
は
め
て
い
る
が
、
も
し
こ
の
態
度
に
比
定
す
る
と
す
れ
ば
日
蓮

の
摂
受

・
折
伏
の
態
度
と
そ
の
行
動
の
中
に
は
双
方
の
態
度
が
含
ま
れ
、
し
か
も
狂
者
の
立
場
が
比
重
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
松
陰
の
反
駁
に
対
し
て
日
命
は
い
か
に
答
え
た
の
か
。
日
命
は
、
〈
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
。

一
人
で
あ
れ
も
こ
れ
も
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
決
し
て
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
〉
と
前
置
き
し
、
さ
ら
ば
よ
く
考
え
ら
れ
よ
、
と
述
べ

て

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る。

ハ七

(

伺

)
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「
摂
受
に
し
て
折
伏
を
羨
ま
ず
、
折
伏
に
し
て
摂
受
を
羨
ま
ず
。
是
専
精
の
人
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
決
し
て
能
は
、
さ
る
こ
と
な
り
。
且

そ

Mm受
の
人
多
け
れ
ば
、
仏
道
自
ら
明
ら
か
に
、
折
伏
の
人
多
け
れ
ば
、
外
道
'川
ら
滅
す
。
然
る
後
、
仏
意
に
負
む
く
こ
と
な
し
。
奇
正時叱

び
用
ひ
、
狂
獄
同
じ
く
教
ふ
、
闇
よ
り
亦
仏
道
の
裂
な
り
」
(
悶
前
)
。

こ
の
日
命
の
言
葉
は
、
日
蓮
が
摂
受

・
折
伏
を
水
火
の
如
く
思
い

「
摂
受
の
者
は
折
伏
を
わ
ら
う
、
折
伏
の
者
は
摂
受
を
か
な
し
む
」

b
eま

考
え
を
転
換
さ
せ
て
時
機
を
重
視
し

「摂
折
の
二
門
を
弁
へ
ず
は
い
か
で
か
生
死
を
離
る
べ
き
」
(
「
関
目
抄
」
)
と
示
し
た
内
特
に
も
と
ず

く
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
こ
に
お

い
て
、
日
命
が
問
題
を
明
確
に
す
る
た
め
に
摂
受

・
折
伏
の
別
を
あ
え
て
主
張
し
た
真
意
が
表
明
さ
れ
て
く
る
。
日
命
も
ま

た
、
仏
の
心
に
背
か
ず
仏
道
に
専
心
精
進
す
る
者
こ
そ
娯
受

・
折
伏
い
ず
れ
か
を
羨
ま
ず
、
し
か
も
仏
道
を
明
ら
か
し
外
道
を
滅
し
て
仏

怠
を
さ
し
示
す
任
務
を
担
う
こ
と
に
な
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
日
命
、が「
倶
折
の
二
門
」
を
わ
き
ま
え
て
い

た
こ
と
は
、
こ
の
言
葉
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
奇
と
正
を
と
も
に
用
い
、
狂
者

・
猿
者
を
と
も
に
教
え
る
こ
と
が
「
仏
道
の
要
」
で
あ
る
、
と
述
べ
る
の

で
あ
る
。
日
命
も
ま
た
、
日
蓮
の
示
し
た
如
く
摂
受
、
折
伏
を
「
並
び
用
ひ
」
る
姿
勢
を
と
り
、
し
か
も
「
折
伏
を
以
て
'H
ら
任
と
す
」

る
立
場
か
ら
狂
者

・
猿
者
を
教
育
す
る
済
世
と
教
化
を
仏
道
の
眼
目
と
し
て
生
き
行
動
し
て
い
た
日
蓮
宗
僧
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
り

え

る
。こ

の
後
、
日
命
は
江
戸
鍬
よ
り
三
宅
島
へ
配
流
さ
れ
た
。
日
命
が
三
宅
島
に
流
罪
さ
れ
た
の
は
、
嘉
永
七
年

(
H
安
政
元
年

・
一
j
五

四
)
九
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
日
命
は
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

n命
は
、
三
・宅
島
神
着
村
に
流
刑
さ
れ
た
後
、
安
政

五
年
(
一
八
五
八
)
十
二
月
九
日
、
神
若
村
百
姓
市
兵
衛
と
争
い
を
起
し
て
い
る
。
「
神
新
村
二
男
百
姓
、
市
兵
衛
、
同
村
流
人
口
命
不

届
に
つ
き
こ
れ
を
傷
つ
け
る
」
(
『
三
宅
島
流
刑
史
』)
。
ま
た
、
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
月
十
七

H
に
は
、
入
牢
中
の
神
若
村
百
姓
源

κ



郎
が
「
流
人
目
命
等
と
地
役
人
壬
生
忠
良
を
呪
岨
し」
、
壬
生
忠
良
の
た
め
に
伊
ヶ
谷
年
中
で
刑
死
す
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
て
い
る

(
同
前
〉
。
日
命
は
、
三
宅
島
流
罪
中
に
も
種
々
な
言
動
を
停
止
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
知
り
え
る
。
そ
し
て
、
慶
応
三
年

(
一
八
六

七
)
六
月
卜
日
、
円
命
は
六
十
二
歳
に
て
作
死
し
た
(
川
前
)。

三
宅
島
に
入
ホ
す
る
こ
と
十
四
年
、
松
除
刑
死
の
後
九
年
目
に
当
っ
て

いヲ
Q

。
い
っ
ぽ
う
こ
の
間
に
松
陰
は
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
十
月
、
江
戸
伝
馬
町
の
掛
よ
り
三
宅
島
の

「
日
命
老
上
人
」
に
手
紙
を
書
い

て
い
る
。江

戸
獄
御
同
囚
と
相
成
り
候
は
最
早
六
年
に
相
成
り
候
。
爾
後
御
嫌
子
も
絶
え
て
御
伺
ひ
申
上
げ
ず
候
処
弥
ミ
御
安
寧
、
島
上
に
て

法
務
御
勤
め
在
ら
せ
ら
れ
候
事
と
大
慶
し
奉
り
侠

(「鮎
沢
伊
太
夫
宛
」

別
紙
・
安
政
6
・
ω
・
お
)。

こ
の
手
紙
は
、
こ
の
時
期
に
述
島
に
処
せ
ら
れ
た
水
戸
の
士
鮎
沢
伊
太
夫
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
賠
司
家
に
仕
え
た
小
林
民
部
と

鮎
沢
伊
太
夫
ら
に
対
し
島
で
の
助
力
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

「兼
て
御
志
の
敵
国
摂
服
益
ミ
御
祈
念
在
ら
せ
ら
れ
候
事
」
を
想
起
し

つ
つ

「京
師

・
水
戸
と
も
上
人
兼
て
御
心
を
寄
せ
ら
れ
候
御
事
に
付
き
」
、
両
人
に
対
し
万
事
に
つ
き
面
倒
み
て
ほ
し
い
と
書
き
つ
け
て
い
る

(
間
前
)。
「
六
年
来
の
事
色
々
申
上
け
度
き
事
御
座
候
へ
と
も
、
取
急
ぎ
閣
筆
仕
り
候
」
(
間
前
〉

|

|
。

松
陰
は
、
向
囚
以
来
の
日
命
と
の
紳
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

ノ、
九

(
臼

)
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日
蓮

の
実
行
刻
苦
と
草
葬
幌
起
の
宣
言

草
葬
帆
起
の
策
に
つ
い
て

松
陰
の
到
達
し
た
究
極
的
な
思
想
は
、

し
たい
わ
ゆ
る
草
葬
明
起
論
の
成
立
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
水
戸
学
や
山
県
大
弐
の
思
想
の
ほ
か
僧
黙
森
と
の
論
争
、
李
卓
吾
(
明
の
人
。

禅
的
色
彩
を
も
っ
陽
明
学
派
)
の

「
焚
書
」
に
み
ら
れ
る
「
狂
」
の
精
神
等
と
の
関
連
を
契
機
と
し
な
が
ら
、
烈
し
い
思
想
的
格
闘
の
は
て

に
結
実
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
、
が
、
い
ず
れ
も
草
芥
削
起
論
形
成
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
ま
た

な
い
。
し
か
し
、
最
も
重
視
す
べ
き
事
実
は
、
松
陰
が
草
葬
蝋
起
の
策
を
決
意
し
究
極
的
思
想
と
し
て
提
唱
し
た
端
緒
が
八
日
蓮
の
実
行

刻
苦
〉
と
の
出
会
い
に
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

松
陰
に
お
け
る
「
日
蓮
と
の
出
会
い
」
の
意
味
を
示
す
内
谷
は
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
問
月
に
書
か
れ
た
書
簡
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
野
山
搬
の
松
陰
が
岩
倉
獄
の
門
人
野
村
和
作
に
与
え
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
主
要
な
筒
所
を
引
用
し

て
お
こ

〉
勺
ノ
。

、、

「草
芥
附
起
」
の
発
見
に
あ
り
、
そ
の
実
践
は

「
州
起
の
人
」
と
し
て
の
自
覚
に
も
と
ず
い
て

し
り
ぞ

向

ず

此
の
道
不
十一
大
、
餓
死

・
諌
死

・
縮
死

・
諒
死
皆
妙
、
叩聞
き
て
一

刊
を
倫
む
亦
妙
。
一
死
実
に
難
し
。
然
れ
ど
も
生
を
倫
む
の
更
に
難



き
に
如
か
ざ
る
事
初
め
て
悟
れ
り
。」

実
に
草
葬
の
裟
な
り
。

足
下
云
は
く
、
往
先
制
起
の
人
有
る
か
無
き
か
を
考
へ
て
見
ね
ば
な

ら
ぬ
云
々
L

。

是
れ
は
勢
を
計
り
時
を
観
る
の
論
な
り
。

同
勢
こ
そ
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
義
卿
が
帆
起
の
人
な
り
(
此

一
句
得
と
分

ゃ

ら
ば
時
勢
論
も
随
分
仕
る
ベ
し
)
。
放
囚
さ
へ
す
れ
ば
、
議
卿
は

一
人
に
て
も
遣
る
な
り
と
云
へ
ば
粗
暴
に
聞
ゆ
れ
ど
、
夫
れ
は
士
心

じ
ゅ，
h

ぼ
う

み
れ川

な
り
。

朕
が
志
先
づ
定
ま
り
、
詞
謀
す
る
に
余
同
じ
。
山議
卿
随
分
向
ら
頼
む
所
な
き
に
非
ず

(
此
の
句
亦
熟
回
心
せ
よ
)
(中
略
)
義
卿
、

義
を
知
る
、
時
を
待
つ
の
人
に
非
ず
。
草
芥
蝋
起
、
宣
に
他
人
の
力
を
仮
ら
ん
や
。

そ
む

恐
れ
な
が
ら
、
天
朝
も
幕
府

・
吾
が
薄
も
入
ら
ぬ
、
口
ハ
だ
六
尺
の
微
躯
が
入
用
。
さ
れ
ど
義
卿
宣
に
リ
説
に
負
く
の
人
な
ら
ん
や。

御

安
心
御
安
心
。

然
れ
ど
も
貴
答
未
だ
承
ら
ざ
る
内
は
請
友
へ
未
だ
和
議
を
許
さ
ず
候
。

和
作
足
下

義
卿
白
す

こ
ん

余
が
策
の
向
併
を
云
ふ
が
、
日
蓮
鎌
倉
の
雌
時
に
当
り
て
能
く
其
の
道
天
下
に
弘
む
。
北
条
時
煩
、
彼
の
売
を
制
す
る
こ
と
能
は
ず
。

実
行
刻
苦
尊
信
す
ベ
し
。
愛
ぢ
や
/

¥
。

松
陰

(義
卿
)
が
野
山
獄
に
再
投
獄
さ
れ
た
の
は
、
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
十
二
月
二
十
六
日
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、

ま
伝
べ

め
企
か
。

井
伊
直
弼
の
命
を
受
け
て
京
中
心
に
安
政
の
大
搬
を
断
行
し
て
い
た
老
中
間
部
詮
勝
に
対
す
る
要
撃
計
画
は
機
折
し
た
。
翌
六
年

一
月
に

は
、
必
杉
晋
作

・
久
坂
玄
瑞
ら
門
下
生
よ
り
附
勢
観
望
論
が
も
た
ら
さ
れ
る
。一
議
挙
は
時
期
尚
早
で
時
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
松
陰
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
憤
激
失
望
し

「僕
は
忠
義
を
す
る
積
り
、
話
友
は
功
業
を
な
す
積
り
」
(
「某
宛
」
安
政
6
・
1

・
H
)
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
功
業
を
な
す
人
は
天
下
に
多
い
、
忠
義
を
な
す
積
り
の
者
は
否
が
川
志
数
人
の
み
、
と
も
語
り
門
ド
生
と
の
絶
交

(
位

〉

七
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を
宣
言
し
た
。
同
時
に
入
江
杉
蔵

・
野
村
和
作
兄
弟
ら
数
人
の
同
志
と
相
謀
っ
て
、
大
原
要
駕
策
(京
都
に
尊
出
世
派
の
拠
点
を
つ
く
る
た
め
長

州
藩
主
毛
利
敬
親
が
参
親
交
代
で
伏
見
を
通
過
す
る
際
、
公
卿
大
原
重
徳
を
通
じ
て
入
浴
さ
せ
よ
う
と
す
る
計
画
)
を
決
行
し
よ
う
と
し
た
。
「
吾
、
が

輩
再
び
勃
興
す
れ
ば
逆
焔
も
再
び
勃
興
す
る
」

「五
日
が
輩
皆
に
先
駆
て
死
ん
で
見
せ
た
ら
観
感
し
て
起
る
も
の
も
あ
ら
ん
」
(
同
前
〉
。

大

原
要
駕
策
も
、
松
陰
自
ら
「
勃
興
」
し
て
尊
皇
倒
幕
の
大
義
を
開
拓
し
、
そ
の
先
駆
を
果
そ
う
と
す
る
実
行
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
託
し
た
入
江
杉
蔵
は
二
月
、
野
村
和
作
は
三
月
二
十
二
日
に
捕
わ
れ
て
岩
倉
嫌
に
投
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
至
情
か
ら
出
た
実
行
計
画
が
挫
折
し
孤
絶
の
中
で
腹
悶
し
つ
つ
、
遂
に
死
を
覚
悟
し
て
草
芥
峨
起
の
た

め
に
身
命
を
投
げ
う
と
う
と
す
る
松
陰
の
「
勃
興
」
し
た
精
神
を
こ
の
書
簡
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

至
誠
に
捨
身
し
救
国
に
決
起
す
る

「
死
志
」
の
精
神
と
「
腕
起
の
人
」
と
し
て
の
志
を
、
松
陰
は
「
草
奔
の
案
」
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
草
芥
帽
起
と
は
、
名
も
な
き
在
野
の
志
あ
る
庶
民
が
至
誠
大
義
の
た
め
に
決
起
す
る
と
い
う
目意
味
で
あ
る
。
「
草
芥
」
の
語

は
、

『
孟
子
』
万
章
編
下
の
「
国
に
在
る
を
市
井
の
臣
と
い
い
、
野
に
在
る
草
茶
の
臣
と
い
う
も
、
み
な
庶
人
を
調
う
」
に
拠
る
。
官
禄

を
う
け
ぬ
在
野
性
、
済
世
の
た
め
に
献
身
す
る
行
動
性
及
び
高
潔
さ
を
有
す
る
民
衆
的
自
覚
と
実
践
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
。
「
腕
起
」

と
は
、
山
積
す
る
国
家
危
急
存
亡
の
諸
問
題
の
解
決
に
立
上
る
こ
と
を
さ
す
。
「
草
ぶ
か
い
辺
り
に
身
を
ひ
そ
め
、
た
と
え
家
に
一
日
の

糧
な
く
も
、
心
は
千
古
の
憂
い
を
懐
く
と
い
っ
た
趣
の
、
民
間
僚
慨
の
士
」
(
村
上
一
郎
『
草
葬
論
』)
に
よ
る
決
起
を
意
味
す
る
。
そ
の
現

実
的
行
動
は
次
の
よ
う
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
既
存
の
勢
力
を
侠
た
ず
し
て
、
草
芥
の
志
士
を
糾
合
し
、
空
袋
一を
揮
ふ
て
、
天
下
の

た
め
に
最
初
の

一
撃
を
、
尊
嬢
の
妨
害
物
に
向
て
加
ふ
る
こ
と
こ
れ
な
り
。
彼
の
言
を
仮
り
て
云
へ
ば
、
い
は
ゆ
る
草
葬
蜘
起
の
策
こ
れ

な
り
」
(
徳
富
蘇
隣

『改
訂
吉
田
松
陰
』
)
。

草
葬
帆
起
の
表
現
は
、
同
憂
の
土
僧
月
性
の
憂
国
煉
慨
の
行
動
を

「
上
人
嗣
起
」
と
評
し
、
ま
た

「天
朝
上
書
の
道
大
に
聞
け
、
吾
々



下
回
草
芥
の
も
の
も
喪
く
も
九
重
へ
上
書
相
成
り
候
」(「
荻
野
時
行
先
」
安
政
5

・
5
-
U
)
に
比
え
る
。

し
ば
宣
言
さ
れ
る
の
は
、
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
二
月
頃
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

草
奔
蜘
起
論
が
し
ば

真
忠
孝
に
志
あ
ら
ば

一
度
は
亡
命
し
て
草
券
蜘
起
を
謀
ら
ね
ば
行
け
申
さ
ず
候

(「
佐
世
八
十
郎
宛
」
安
政
6

・
2

・
9
頃
)

是
非
事
を
や
る
に
は
草
奔
で
な
け
れ
ば
人
物
な
し

(
「
入
江
杉
蔵
宛
」
同

・
3
-m)

さ

じ

ん

此
の
後
草
芥
版
起
の
人
あ
ら
ば
神
州
尚
ほ
左
椛
を
免
か
る
べ
け
れ
と
も
、
是
れ
も
覚
束
な
し

(
「小
国
村
伊
之
助

・
岡
部
富
太
郎
宛
」
同

.3
-m) 

こ
う
し
た
草
芥
雌
起
の
提
唱
は
、

「
今
の
幕
府
も
諸
侠
も
最
早
酔
人
な
れ
ば
扶
持
の
術
な
し
。
草
葬
帆
起
の
人
を
望
む
外
頼
み
な
し
」

(「北
山
安
世
宛
」
同

・
4

・
7
)
と
い
う
幕
落
体
制
に
対
す
る
批
判
と
共
に
朝
廷
へ
の
失
望
を
根
底
に
し
て
い
る
。

「天
朝
も
恐
れ
多
き
こ

と
な
れ
ど
も
、
八ム
卿
間
俗
多
く
貧
濁
の
風
己
ま
ず
、

正
論
遂
に
立
た
ず
」(「
小
田
村
伊
之
助

・
久
保
清
太
郎
宛
」
悶
・
3
月
頃
)
と
の
指
摘
は

こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
遂
に

「天
朝
も
幕
府

・
1
一悶
が
帯
も
入
ら
ぬ
、
只
だ
六
尺
の
徽
掘
が
入
用
」
と
い
う
決
断
が
う
ま
れ
た
の

で
あ
る。

「
国
に
殉
ず
る
の
節
あ
る
者
は
死
に
就
き
て
後
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
時
を
済
ふ
の

略

あ
る
者
は
小
平
に
臨
み
て
先
だ
た
ん
こ
と
を
恐

る
」
(
「久
保
清
太
郎
宛
」
同

・
1

・

5
ー
ー
。

ば
例
世
救
国
の
策
と
そ
の
実
ノ灯
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
「
草
芥
蜘
起
の
策
」
と
し
て
結
晶
さ
れ
た

こ
と
を
知
り
得
る
。

ζ

の
思
想
形
成
の
過
程
に
お
い
て
松
陰
は
、
同
局
の
打
開
を
諸
山
氏
や
公
卿
で
は

「捌
け
鰍
し
」
と
い
い

「草
芥
に
止
ま
る
べ
し
。

併
し

七

(
印

)
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草
芥
も
力
な
し
」
と
述
べ

て
天
下
を
抜
渉
し
て
百
姓

一
撲
の
起

っ
た
所

へ

「付
け
込
み
」
似
起
の
災
行
を
凶
る

「奇
策
」
を
考
え
た
こ
と

が
あ
る

(「
野
村
和
作

・
入
江
杉
蔵
宛
」
悶

・
3

・
Mm
、
幻
〉
。
ま
た
、
「草
芥
の
手
段
」
を
検
A
し
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
を
受
け
ぬ
た
め
に

「草

芥
蝋
起
の
豪
傑
」
の
山
現
を
期
待
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
(
「
野
村
和
作
山
間
」
同

・
4

・
4
)
。

困
は
乱
麻
と
な
り

「治
世
か
ら
直
に
亡
同
」
(
川
前
)
に
な
る
乱
世
の
状
況
に
お
い

て
「
草
芥
馴
起
の
夫
総
あ
ら
ん
」(「
小
山
村

・
久
保

・

久
坂
宛
」
問

・
3
・
m
m
)

と
い
う
熱
製
と
川
叫
に
'M
ら

「芯
土
」
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
を
追
求
し
た
、
そ
の
盈
念
と
決
断
の
中
か
ら
草

券
蝋
起
論
は
語
ら
れ
た
。
そ
れ
は

「草
芥
似
起
の
人
を
望
む
外
頗
み
な
し
」
(
「
北
山
安
世
山
山
」
M
-
4
・
7
)
と
い
う
外
的
な
待
望
か
ら

「義

卿
が
刷
起
の
人
な
り
」
と
の
自
己
宣
言
に
到
述
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
「
何
か
似
の
い
え
る
係
な
#
を
遣
っ
て
死
な
ね
ば
成
仏
は
出
来
ぬ

ヂ

ボ

レ

市

ン

トド綱
、

ぞ
」
(
「
品
川
弥宇

一郎
宛
」
同

・
4
A頃
)
「郎
被
列
翁
を
起
し
て
フ
レ

l
へ
l
ド

(註

|

〈
Z
Z
E
・
山
由
)
を
明
へ
ね
ば
腹
悶
医
し
難
し
」

(「
北
山
安
世
宛
」
同

・
4

・
7
)
と
の
一言
柴
は
、
松
陰
が
決
死
の
覚
悟
を
も
っ
て
草
芥
蝋
起
の
策
を
提
示
し
た
点
を
物
語
っ
て
も
い
る
。

や

政
府
を
柑
手
に
し
た
が

一
生
の
誤
り
な
り
。

此
の
後
は
此
と
草
芥
と
楽
を
か
へ
て
今
二
十
ず
段
遣
っ
て
比
ょ
う
(
「
野
村
和
作
鉛
」
同

・
4

.
M
)
。

こ
の
よ
う
に
けん
て
く
る
と
、
松
陰
が
終
向
的
に
草
茶
侃
起
の
策
の
尖
行
を
企
凶
し
、

「
州
起
の
人
」
と
し
て
の
'ハ
己
の
立
場
を
循
信
し

た
の
は
、
安
政
六
年
凶
月
中
旬
以
降
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
初
め
て
総
除
は
、
最
後
ま
で
志
を
同
じ

く
す
る
野
村
和
作
に
向

っ
て
、
こ
の
草
葬
蜘
起
の
策
の
端
緒
が
日
蓮
の
実
行
刻
苦
に
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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u蓮
論
の
内
谷

先
き
の
者
簡
に
お
い
て
追
仰
の
形
式
で
占
か
れ
た
日
蓮
と
の
出
会
い
の
箇
所
を
現
代
語
訳
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
こ
の
草
芥
腕
起
の
策
を
思
い
つ
い
た
端
緒
を
い
う
な
ら
ば
、
日
蓮
は
鎌
倉
幕
府
の
威
勢
、
か
盛
ん
な
時
に
お
い

て
、
よ
く
そ
の
教
え
の

道
を
天
下
に
ひ
ろ
め
た
が
、
幕
府
の
前
執
権
北
条
時
頼
は
そ
の
権
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
か
の
日
蓮
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
苦
労
に
苦
労
を
重
ね
て
刻
苦
実
行
す
る
こ
と
は
、
大
い

に
噂
信
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
。

肝
心
な
の
は
、
こ
こ
ぢ

て

こ
こ
ぢ
ゃ
》
l
l。

こ
こ

で
松
陰
が
語
っ

た
事
実
は
、

u蓮
が
前
執
権
北
条
時
頼
に

『
立
正
安
国
論
』
を
上
占
し
て
函
主
謀
暁
に
立
上
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
伊
豆
流
罪
を
は
じ
め
と
す
る
迫
害
に
値
い
つ
つ
、
い
さ
さ
か
も
屈
す
る
こ
と
な
く
仏
道
を
き
わ
め
法
華
経
の
弘
教
に
献
身
し
た
足
跡
を

さ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
松
陰
が
白
蓮
に
つ
い
て
諮
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
安
政
三
年
(
一
八
丘
六
)
六
月
に
講
述
し
た

『講
孟
余

話
』
巻
の
四
下

「尽
心
下
篇
」
じ
次
の一

節
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ

げ

ど

う

し
よ
弓
'
h

〈

夫
衆
生
済
度
の
為
の
草
軽
掛
の
苦
労
は
、
親
泊
周
猶
能
く
僚
ら
ず
。
外
道
摂
服
の
為
の
斬
首
遠
流
は
、
日
蓮
猶
能
く
田
氏
れ
ず
。
彼
皆
異

端
邪
説
、
聖
人
の
徒
の
幽
せ
ざ
る
所
な
る
に
、
彼
が
如
し
。
凶
ん
や
聖
人
の
道
に
芯
し
、
伊
予
の
任
を
願
ふ
者
、
何
ぞ
区
々
と
し
て

誇
議
と
岸
獄
と
を
恨
れ
ん
や
。

七
丘

(
叩
叫
)
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前
述
の
如
く
、
松
除
は
叫
戸
伝
馬
町
に
下
獄
し
て
い
た
折
、
川
囚
の
U
蓮
宗
僧
H
命
よ
り
凶
恩
説
並
び
に
摂
受

・
折
伏
論
合
聞
い
て
い

る。

そ
の
日
蓮
を
信
奉
す
る
日
命
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
四
恩
説
と
棋
受

・
折
伏
論
を
語
っ
た
時
に
日
蓮
の
教
示
に
関
し
て
も
述
べ
る

所
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
摂
服
」
と
は
、
「
神
功

・
秀
吉
の
時
の
如
く
、
海
外
を
摂
服
せ
し
む
る
が
持
前
か
」
(『講
話
余
話
』
巻
の
四
中

「尽
心
上
篇
」
)
と
あ
る
よ
う
に
畏
怖
さ
せ
て
屈
服
せ
し
め
る
意
味
と
し
て
松
陰
は
こ
の
言
染
を
用
い
て
い
る
。

従
っ
て
、

「
円
蓮
の
外
道

援
服
」
と
は
、
諸
経
諸
宗
を
批
判
し
法
華
経
の
道
に
導
い
て
放
叫
す
る

U
蓮
の
折
伏
行
動
を
さ
し
て
い
る
。
「
折
伏
の
人
多
け
れ
ば
、
外

道
自
ら
減
す
。
然
る
後
、
仏
意
に
負
む
く
こ
と
な
し
」
(同

・
巻
の
凶
下

「尽
心
下
篇
」
)
と
主
.
娠
し
た

日
命
の
言
葉
を
松
陰

が

継
ゑ

し
、

『孟
子
』
を
講
述
す
る
際
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
松
陰
は
孔
孟
を
信
奉
す
る
立
場
か
ら
、
親
矯

・

u蓮
を
聖
人
の
道
に
背
く
「
異
端
邪
説
」
の
徒
と
み
な
し
な
が
ら
、
な
お
親
繊
同
'

の
「
草
経
掛
の
苦
労
L

と
共
に
日
蓮
の
「
斬
首
遠
流
」
す
な
わ
ち
死
罪
流
罪
を
恐
れ
ぬ
不
惜
身
命
の
行
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

親
鴛

・

日
蓮
で
さ
え
苦
難
を
恐
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
孔
孟
の
道
に
志
し
伊
安
の
任
を
担
う
者
は
こ
せ
こ
せ
し
た
世
の
誹
務
や
投

お
ふ、

獄
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
松
陰
の

い
わ
ん
と
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
「
何
ぞ
区
々
と
し
て
誇
議
と
岸
鍬
と
を
倶
れ
ん
や」

と
の
主
張
を
示
す
例
証
と
し
て
親
篤
と

H
蓮
に
言
及
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
点
に
即
し
て
い
え
ば
、
親
終
に
比
し
て
日
蓮
の
場
合
、
こ

の
「
誘
議
と
岸
獄
」
の
体
験
は

一
層
強
く
、
し
か
も
法
華
経
信
仰
の
身
証
と
し
て
「
誘
議
と
岸
獄
」
を
受
容
し
た
特
質
を
持

っ
て
い
る
。

従
っ
て
、

「外
道
炭
服
の
為
の
斬
首
遠
流
」
は
も
と
よ
り

「務
議
と
岸
獄
」
を
も
恐
れ
ず
に
、
済
世
行
動
を
貝
レ

た
所
に
、

u蓮
に
お

け
る
「
刻
苦
笑
行
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
松
陰
は
看
取
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
松
陰
が
仏
教
や
仏
者
の
教
説
に
批
判
的
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
、
銀
難
辛
苦
を
恐
れ
ず
済
世
の
た
め
に
捨
身
の
行
動

を
向
い
た

H
蓮
な
ど
仏
者
の
実
践
に
「
尊
信
」
を
表
明
し
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
。



こ
の
松
陰
の
観
点
は
、
天
下
大
変
革
の
時
勢
洞
観
に
も
と
ず
き
、
救
国

へ
の
草
葬
腕
起
を
幽
る
「
楓
起
の
人
」
へ
の
自
覚
に
符
合
す
る

も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
認
識
に
よ
る
日
蓮
観
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
は
、
松
除
の
削
佐
久
間
象
山
(
一
八
一

一
J
六

四
)
が
「
詠
日
蓮
」
を
書
き
次
の
如
く
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

識満 独 '1弘
ニ九. 朝 奈:安
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学
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法
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経
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所
収

こ
れ
は
、
日
蓮
が
蒙
古
襲
来
の
時
機
を
的
中
さ
せ
亡
国
の
危
機
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
国
の
た
め
の
国
主
諌
暁
と
法
華
経

の
流
布
を
展
開
し
た
事
実
を
さ
し
て
い
る
。
日
蓮
は
、
「
夫
れ
仏
法
を
学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
L

(

「
撰
時
抄
」
)
と
語
り
、

時
の
認
識
を
基
軸
と
し
て
機
と
国
を
と
ら
え
教
法
を
弘
め
る
歴
史
観
に
立
っ
て
い
た
。
「
時
機
ヲ
識
破
ス
ル
」
と
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。

松
陰
が
、
こ
の
佐
久
間
象
山
の
「
詠
日
蓮
僧
」
を
読
ん
で
い
た
か
と
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
象
山
も
松
陰
も
国
家
の
危
急
存

亡
に
臨
み
、
そ
の
変
革
の
時
機
に
当
っ
て
い
る
と
い
う
時
勢
洞
観
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
共
通
の
認
識
に
立
っ
て
お
り
、
松
陰
は
ほ
か
な
ら

ぬ
象
山
よ
り
時
代
の
問
題
状
況
を
鋭
く
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
ま
さ
に
、
象
山
と
松
陰
と
は
、
こ
の
時
代
を
認
識
す
る
限

を
も
っ
て
、
困
難
の
時
機
を
識
破
し
誘
議
と
岸
鍬
と
を
恐
れ
ず
救
国
済
世
に
立
上
っ

た
日
蓮
の
姿
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

七
七

(
回

〉
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い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
象
山
と
松
陰
の
師
弟
が
と
も
に
日
蓮
に
言
及
し
て
い

た
事
実
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。さ

ら
に
松
陰
は
松
干
村
塾
で
門
下
生
を
教
育
し
て
い
る
折
、
し
ば
し
ば
、
H
蓮
な
と
の
献
身
的
な
行
動
に
ふ
れ

「
尊
信
」
の
気
持
を
表

明
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の

一
文
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

〈先
生
毎
に
門
生
に
語
り
て
日
く
、

「百
れ
派
く
弘
法

・
日
並
M
T-

吋
の
行
為
を
体
と
す
。
輩
し
彼
れ
等
の
奉
ず
る
所
の
仏
法
を
善
と
す
る

に
非
ず
、
唯
だ
彼
れ
等
は
其
の
信
ず
る
所
の
法
を
弘
め
ん
が
為
め
に
は
奈
何
な
る
眼
難
を
も
阪
は
ず
、
又
竃
も
死
生
を
顧
み
ず
、
其
の
勇

胆
剛
気
能
く
尋
常
人
の
企
て
及
ぶ
所
に
非
ず
。
是
を
以
て
能
く

一
宗
を
聞
き
、
永
く
後
人
の
噂
崇
す
る
所
と
為
れ
り
。
総
べ
て

一
業
を
成

さ
ん
と
欲
す
る
者
は
此
の
勇
奮
果
敢
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
〉
(
天
野
御
民
「
松
下
村
強
引
哨
話
」
)
。

弘
法
(
空
海
)
も
ま
た
「
勇
胆
剛
気
」
の
行
為
を
示
し
た
が
、
眼
難
を
レ
と
わ
ず
死
生
を
胤
み
な
い

「勇
胆
剛
気
」

「勇
奮
果
敢
」
の

行
動
は
、
弘
法
以
上
に
日
蓮
の
終
生
貫
き
通
し
た
所
で
あ
る
。
流
罪
死
罪
等
の
大
郊
に
直
面
し
た
さ
中
に

「
日
蓮
其
の
身
に
あ
ひ
あ
た
り

て
大
兵
を
お
こ
し
て
二
十
余
年
な
り
。
日
蓮
一
度
も
し
り
ぞ
く
心
な
し
」
(
「
弁
殿
尼
御
前
御
書
」
)
と
述
べ

、
「
幸
い
な
る
か
な
、
法
華
経
の

為
に
身
を
す
て
ん
事
よ
」
(
「
種
種
御
振
舞
御
書」〉
と
U
蓮
は
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

「
難
を
忍
び
慈
悲
の
す
ぐ
れ
た
る
事
は
お
そ
れ
を
も
い

だ
き
ぬ
ベ
し
」

(
「
関
目
抄
」
)
と
語
っ
た
信
仰
的
確
信
が

μ在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
蓮
の
「
勇
胆
剛
気
」
は
、
災
灘
や
戦
乱
に
よ
る
亡
国
の
危
機
を
直
視
し
、
日
本
国
を
救
済
す
る
た
め
に
献
身
し
た
法
華
経
信
仰
よ
り

表
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
松
陰
は
、
勇
猛
心
を
お
こ
し
て

「
亡
国
か
ら
救
国
へ

」
の
道
に
捨
身
し
た
日
蓮
の

「実
行
刻

苦
」
の
姿
を
凝
視
し
、
そ
の
勇
奮
果
敢
の
行
動
に

「尊
信
」
の
念
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
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腕
起
の
人
の
宣
言

松
陰
の
着
目
し
た
日
蓮
の
実
行
刻
苦
の
内
容
と
は
、
第

一
に
日
蓮
が
法
華
経
を
弘
め
諸
宗
を
折
伏
す
る
た
め
に
斬
首
遠
流
を
恐
れ
ず
、

銀
難
死
生
を
か
え
り
み
ず

「勇
粗
剛
気
」
「
勇
奮
果
敢
」
の
実
践
を
貫
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

第
二
に
、
先
き
に
引
用
し
た
書
簡
に
記
す
如
く
、
覇
道
の
体
現
者
で
あ
る
北
条
時
頗
を
中
心
と
す
る
鎌
倉
幕
府
の
盛
時
に
法
華
経
信
仰

を
不
屈
に
貫
き
、
し
か
も
そ
の
権
力
者
に
向
っ
て
諌
暁
し
た
行
為
を
内
容
と
し
て
い
る
。

H
蓮
が
北
条
時
頼
に

『立
正
安
国
論
』
を
上
書

し
た
の
は
、
災
害
と
飢
僅
疫
病
に
よ
っ
て
塗
炭
の
苦
し
み
を
受
け
る
民
衆
の
悲
苦
を
自
ら
の
痛
苦
と
し
、
災
難
の
根
源
を
明
ら
か
に
し
法

華
経
信
仰
を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
の
平
安
と
仏
国
土
荘
厳
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
上
書
諌
暁

(
松
陰
流
に
い
え
ば

「直
諌
」
「
規
諌
」
)
は
、
法
華
経
の
行
者
(
仏
使
)
の
立
場
か
ら
世
俗
の
為
政
者
を
諌
暁
す
る

信
仰
的
営
為
で
あ
る
と
同
時
に
現
実
的
に
は
民
衆
の
苦
悩
を
代
り
に
引
受
け
て
そ
の
苦
悩
の
解
決
の
た
め
に
涌
現
決
起
す
る
行
動
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
偏
え
に
国
土
の
思
を
奉
ぜ
ん
が
為
」
(
「
安
国
論
御
由
来
」)
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は

「仏
法
を
学
ぶ
の
法

は
身
命
を
捨
て
国
恩
を
奉
ぜ
ん
が
為
な
り
」
(
「
宿
屋
人
道
再
御
状
」
)
「汝
若
し
知
恩
の
望
あ
ら
ば
削
除
く
諌
め
て
強
て
奏
せ
よ
」
(
「
聖
恩
問
答

抄
」)
「国
思
を
椴
ぜ
ん
が
た
め
に
三
度
ま
で
は
諌
暁
す
ベ
し
」
(
「
下
山
御
消
息
」)
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
身
命
を
捨
て
て
国
土

報
恩
の
た
め
に
諜
暁
す
る
立
正
安
国
の
実
行
を
、
か
仏
陰
は

「
尊
信
」

す
べ
き
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

権
力
や
政
府
の

「盛
時
」
に

お
い

て
所
信
を
貫
い

て
多
く
の
人
が
行
動
す
る
条
件
が
坐
わ
な
い
附
に
、
時
勢
観
望
の
功
業
主
義
で
は
な

く
正
義
の
道
を
弘
め
る
至
誠
報
恩
の
行
動
に

「先
が
け
」
し
、
権
力
の
抑
圧
を
蒙
り
な
が
ら
制限
難
を
い
と
わ
ず
勇
猛
心
を
も
っ
て
信
ず
る

道
を
踏
み
し
め
開
拓
し
た
在
野
の
民
衆
的
仏
者
と
し
て
の

H
蓮
認
識
を
通
し
て
、

松
陰
も
ま
た

「蜘
起
の
人
」
と
し
て
の
自
覚
に
到
達

七
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ゅ

し
、
草
葬
蜘
起
の
「
先
が
け
」
を
来
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
日
蓮
は
、
法
華
経
の
教
示
に
も
と
ず
き

「地
涌
の
菩
薩
」

ド
」
，
‘
A
J
UE
C

・A-AJ

の
代
官
と
し
て
法
華
経
を
弘
め
、
や
が
て
地
涌
の
菩
薩
の
上
首
唱
導
の
師
で
あ
る
上
行
菩
雌
の
使
命
を
体
し
て
ゆ
く
。
こ
の
上
行
等
の
地

涌
の
菩
雌
は
、
裟
婆
位
ω介
の
国
土
が
民
烈
し
、
そ
こ
か
ら
涌
出
し
た
菩
薩
で
あ
り
、
裟
婆
世
界
の
下
方
の
空
中
に
住
ん
で
い
た
菩
躍
で
あ

る。

こ
れ
ら
の
菩
薩
は
、
「
志
念
力
、
堅
固
に
し
て
、
常
に
智
慧
を
勤
求
し
、
種
種
の
妙
法
を
説
き
て
、
そ
の
心
に
喪
る
る
所
な
し
」

と
い

わ
れ
た
存
在
で
あ
り
、末
法
濁
世
に
法
華
経
弘
教
の
任
を
願
い
そ
れ
を
果
す
た
め
に
出
現
し
た
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
(
法
華
経
従
地
涌
出
口問
〉。

こ
れ
は
、
大
衆
(
草
葬
〉
の
中
か
ら
涌
現
(
蝋
起
〉
し
濁
世
の
銀
難
を
た
え
忍
び
つ
つ
、
命
を
か
け
て
法
を
弘
め
る
誓
願
と
実
行
を
意
味

す
る
。
松
除
は
法
華
経
を
読
ん
で
い
た
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
内
容
を
も
「
面
白
く
」
読
み
と

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
か
、
こ
の
法
華

経
の
教
説
に
た
ち
入
っ
て
把
握
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
松
陰
が
認
識
し
て
い
た
か
否
か
を
間
わ
ず
、
日
蓮
の
実
行
刻
苦
は
地
涌
の
菩

雌
的
草
芥
州
起
を
主
体
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
陰
が
思
想
面
で
は
な
く
日
蓮
の
行
動
面
に
着
眼
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
草
葬
縮
起
の
案
」
を
決
断
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
主
誠
実
行
主
義
か
ら
日
蓮
の
「
勇
奮
果
敢
」
を
と
ら
え
た

姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
義
卿
随
分
頼
む
所
な
き
に
非
ず
」
と
い
い
、

一
人
に
て
も
草
芥
腕
起
を
実
行
す
る
と
語
っ
た
絵
陰
の
志

に
、
日
蓮
の
行
動
も
ま
た
多
大
の
影
響
と
確
信
を
与
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

松
陰
は
、
孤
絶
の
中
で
、
天
朝
や
幕
府

・
藩
及
び
同
憂
の
土
な
ど
の
「
他
人
の
力
を
仮
ら
ん
や
」
と
の
決
意
を
固
め
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、

「
自
ら
頼
む
所
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
周
囲
の
力
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
只
だ
六
尺
の
微
躯
」
一

人
に
て
決
行
す
る

と
述
べ
た
以
上
、
他
の
草
葬
脇
起
の
人
に
依
拠
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
自
ら
を
「
蜘
起
の
人
」

と
宣
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も

知
り
え
る
。
と
す
れ
ば
、
松
陰
が
な
お
「
自
ら
頼
む
所
な
き
に
非
ず
」
と
述
べ
る
所
の
も
の
は
、
先
き
の
書
簡
の
限
り
に
お
い
て
は
日
蓮

の
「
笑
行
刻
苦
」
を
額
み
と
し
て
草
葬
銅
起
の
笑
行
に
決
起
し
た
の
で
は
な
い

か
と
想
定
さ
れ
よ
う
。



第
三
に
は
、
松
陰
の
述
べ
た
草
奔
の
土
た
り
え
る
資
格
要
件
と
草
芥
腕
起
の
策
に
関
す
る

「著
限
」
が
、
口
蓮
の
行
動
と
そ
れ
へ
の

「
尊
信
」
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

松
陰
は
、
草
芥
の
土
と
は
何
か
に
つ
い
て
次
の
要
件
を
あ
げ
て
い

る。

ハ
門
敢
死
の
士
、
智
勇
義
侠
の
土

(「
生
田
良
佐
宛
」
安
政
5
・
u
・

お
)
、
同
小
吏
無
役
の
輩
、
罪
諦
を
蒙
る
正
義
の
人
、
下
賎
に
埋
没
す
る
者

(『成
午
幽
室
文
稿
』)
。
日
開
禍
福
死
生
す
で
に
そ
の
念
を
絶
ち
大

節
大
義
を
天
下
後
世
に
建
明
せ
ん
と
欲
す
る
者
(
間
前
)
。
帥
上
は
天
下
諸
藩
と
幕
府
と
を
責
め
万
々
従
は
、
ざ
れ
ば
死
を
も
っ
て
こ
れ
と
争

う
正
義
の
土
(
同
前
)
。

こ
う
し
た
資
質
を
具
備
し
て
い
る
在
野
の
志
あ
る
者
が
「
志
士
」
に
価
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
松
陰
は
、
「草
葬
蛎
起
の
英
雌
」
(
「小

田
村

・
久
保

・
久
坂
宛
」
安
政
6
・
3
-m
w
「
草
芥
銅
起
の
豪
傑
」
(
「
野
村
和
作
宛
」
安
政
6
・
4

・
4
)

と
呼
ん
で
い
る
。

他
方
、
日
蓮
が
貧
窮
下
賎
の
民
の
子
か
ら
立
上
り
身
命
を
献
げ
て
幕
府
を
諌
暁
し
、
罪
摘
を
蒙
り
な
が
ら
不
退
転
の
勇
猛
心
を
貫
い
て

正
義
の
建
立
に
励
ん
だ
こ
と
は
先
述
の
如
く
で
あ
る
。
特
に
罪
調
に
つ
い
て
松
陰
は
、

「
ボ
敗
れ
罪
を
蒙
れ
ば
人
の
心
竪
ま
り
、
罪
廃
の

人
は
他
日
の
用
に
立
つ
」
と
語
り
、
罪
調
の
人
に
お
け
る
堅
節
勇
猛
の
深
い
志
を
草
奔
の
土
に
と
っ
て
の
必
須
要
件
と
考
え
、
草
葬
腕
起

を
「
著
眼
」
す
る
根
幹
と
み
な
し
て
い
る
(
「小
田
村

・
久
保
宛
」
安
政
6
・
3
月
頃
)
。
こ
れ
も
ま
た
「
斬
首
遠
流
」
を
恐
れ
ぬ
日
蓮
の
行
動

と
志
に
対
す
る
尊
信
の
念
に
符
合
し
て
い
る
。

時
勢
観
望
論
に
対
し
て
「
志
士
拝
息
と
は
何
布
か
」
(
「
荻
野
崎
行
宛
」
安
政
5
・
5
・
げ
)
と
憤
激
し
た
松
陰
は
、
閉
塞
の
時
代
状
況
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
二
十
一

回
猛
土
と
し
て
こ
れ
を
開
拓
し
て
い
く
た
め
に

「草
芥
の
手
段
」
を
省
察
し

「草
芥
楓
起
の
力
」
を
求
め
続
け

た
。
さ
ら
に
草
葬
腕
起
の
「
理
を
発
明
さ
せ
て
、
後
起
を
託
し
た
く
候
」
(
「
入
江
杉
蔵
宛
」
安
政
6

・
3
-m)
と
念
願
し
、
遂
に
は
自
ら

が
「
脇
起
の
人
」
と
な
っ
て
国
家
危
急
の
時
局
に
独
り
立
っ
て
い併
世
を
め
、
さ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
草
葬
腕
起
の
「
発
明
」

と

八
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(
日

)

は
、
下
賎

・
勇
猛

・
不
退
転
(
一

心
不
乱
)
の
者
で
あ
り
敢
死
を
覚
悟
し
罪
請
を
蒙
る
正
義
の
土
が
、
上
書
諌
暁
に
よ
っ
て
済
世
の
志
を

実
現
す
る
行
動
に
立
上
る
こ
と
を
主
要
な
内
特
と
し
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
う
し
た
草
奔
蜘
起
の
「
著
限
」
は
、
す
べ
て
と
は
い
え
な
い
ま

で
も
、
そ
の
mM
格
が
権
力
に
制
圧
さ
れ
る
こ
と
な
く
天
下
に
辺
生
弘
め
た
口
蓮
の
行
動
認
識
を
背
景
に
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

松
除
が
野
山
掛
か
ら
最
後
の
瞬
間
に
見
て
と
っ

た
も
の
は
、
そ
う
し
た
日
蓮
の
「
実
行
刻
苦
」
の
姿
で
は
な
か
っ
た
か
。
「
政
府
を
相

手
に
し
た
が

一
生
の
誤
り
な
り
。
此
の
後
は
此
と
草
芥
と
案
を
か
へ
て
今

一
段
遣
っ
て
見
ょ
う
」
(
「
野
村
和
作
宛
」
安
政
6

・
4
-
M
)
。
松

陰
に
於
け
る
草
芥
姻
起
の
策
の
実
行
と
「
帆
起
の
人
な
り
」
と
示
し
た
宣
言
も
ま
た
、
こ
う
し
た
日
蓮
と
の
出
会
い
を
奥
氏
に
し
て
表
明

さ
れ
た
と
忠
わ
れ
る
。
松
陰
は
、

〈
仏
の
道
〉
と
〈
聖
人
の
道〉

と
は
天
地
の
梨
川
が
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
が
、
し
か
し
な
お
済
世
の

た
め
に
実
行
刻
苦
を
貫
く
こ
と
の
重
要
性
を

「安
ち

ゃ
、
愛
巧
や」

と
語
っ
て
い
る
。
松
険
は
、

「草
芥
帆
起
の
人
」
と
し
て

の
志
と
そ

の
実
践
的
内
容
を
日
蓮
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
芥
州
起
の

「著
限
」
を

n蓮
に
よ
っ
て
獲
得
し
、
草
奔
侃
起
の
策
を

「発
明
」

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
陰
は
、
草
葬
蝋
起
の
向
覚
を
表
明
し
た
四
月
か
ら
ま
も
な
く
た
っ

た
万
月
二
十
五
日
、
幕
命
に
よ
っ
て
江
戸
へ

般
送
さ
れ
た
。
七
月

九
日
に
は
、
江
戸
伝
馬
町
に
再
下
獄
の
身
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
月
二
十
七
日
に
斬
首
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

親
思
ふ
心
に
ま
さ
る
親
ご
こ
ろ

け
ふ
の
・
首
づ
れ
何
と
き
く
ら
ん

松
陰
の
志
は
、
高
杉
晋
作
ら
門
人
を
は
じ
め
全
国
の
草
芥
の
士
に
緋
承
さ
れ
た
。
松
除
は

誠
の
志
を
し
る
し
明
治
維
新
の
夜
明
け
を
告
げ
る
暁
錨
を
鳴
ら
し
統
け
た
の
で
あ
る
。

-小朽
の
草
芥
州
起
の
人
と
し
て
、
そ
の
主



。
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反
キ
リ
ス
ト
者
の
系
譜

サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
序
論

『
ゴ
ド

l
を
待
ち
な
が
ら
』

山

田

田

津

子

1 

語

り

の

余

白

ベ
ケ
ッ
ト
の
文
学
は
精
神
の
現
し
'
身
を
つ
つ
っ
た
練
習
帳
、
あ
る
い
は
つ
づ
れ
織
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
精
神
が
精
神
と
し

て
錨
か
れ
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
禁
欲
的
な
ま
で
に
書
か
れ
な
か
っ
た
の
が
精
神
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
今
日
か
ら

見
れ
ば
ぺ
ケ
ッ
ト
文
学
の
原
点
と
い
え
る
『
。ブ
ル

ー
ス
ト
』
論
の
な
か
で
、

「
人
聞
は
外
側
に
建
て
増
し
が
で
き
る
よ
う
な
建
築
物
で
は

な
く
て
、

幹
や
木
の
業
が
内
部
の
樹
液
の
表
現
で
あ
る
よ
う
な
樹
木
で
あ
る
。」

と
ブ
ル

ー
ス
ト
の
三
行
を
引
用
し
た
と
き
、

ベ
ケ
ッ
ト

は
己
れ
の
文
学
の
ノ
行
く
手
に
あ
る
確
か
な
予
感
の
よ
う
な
も
の
を
嘆
ぎ
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
わ
た
し
に
は
そ
う
思
わ
れ
て

、、

な
ら
な
い
。
ベ
ケ
ッ

ト
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
樹
木
の
幹
や
葉
叢
、
あ
る
い
は
思
い
が
け
ず
風
に
揺
ら
ぐ
絞
柴
の
姿
態
や
こ
す
れ
介
い
だ



け
を
描
い
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ベ
ケ
ッ
ト
に
と
っ
て

「内
部
の
樹
液
」
と
は
言
葉
の
余
白
で
あ
り
、
沈
黙
の
様
態
に
お
い
て
の
み
語

ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
ベ
ケ
ッ
ト
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
言
の
葉
だ
け
で
は
な
く
、
業
と
葉
が
こ
す
れ
合
う

音
に
こ
の
〈
沈
黙
の
様
態
に
お
い
て
語
ら
れ
る
も
の
〉
を
読
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
が
抜
き
と
る
(
H
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
H
抽
象

す
る
)
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
抜
き
と
ら
れ
れ
ば
樹
液
は
た
だ
ち
に
功
物
と
化
し
、
業
も
ま
た
枯
れ
て
し
ま
う
。
形
骸
は
と
う
こ
ろ

ん
で
も
形
骸
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
読
ま
れ
る
べ
き
は
生
き
て
い
る
言
の
葉
の
す
が
た
で
あ
り
、
あ
る
い
は
網
目
状
に
走
る
葉
脈
の
樹
液
の

流
れ
、
そ
の
う
ご
め
き
の
手
つ
き
で
あ
ろ
う
。

ベ
ケ
ッ
ト
の
文
学
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
と
取
沙
汰
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
た
い
て
い
、
人
間
の
条
件
の
不
条

理
性
、
空
白
と
無
、
逆
説

(
た
と
え
ば
フ

l
コ
l
ま
が
い
の
の
狂
気
こ
そ
は
来
る
べ
き
正
気
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
)
、

演
劇
史
(
厳

密
に
は
道
化
史
)
の

一
コ
マ
で
あ
る
よ
う
な
道
化
性
、
文
学
の
カ
タ
チ
の
神
話
性
、
消
滅
へ
と
向
か
う
言
葉
・
:

・な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
思
想
、
心
理
、
病
理
、
あ
る
い
は
文
学
形
式
の
哲
学
か
ら
考
想
さ
れ
た

一
点
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
ベ
ケ
ッ

ト
の
文
学
現

象
を
こ
の
一
点
へ
と
収
放
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
系
出
さ
れ
た

一
点
を
先
験
的
な
基
調
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
断
層
写
真
を
掃
え

る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
断
層
写
真
の
数
々
は
、
た
と
え
ど
れ
ほ
と
精
衝
で
あ
ろ
う
と
も
、
生
き
て
い
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
ベ
ケ
ッ
ト
の
文
学
は
、
右
の
よ
う
な
帰
納
や
偵
絡
を
拒
否
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
ら
か
ら
超
出
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
と
お

り
に
あ
り
続
け
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ベ
ケ

ッ
ト
の
ど
こ
ま
で
も
虚
飾
を
剥
ぎ
落
と
し
て
い
く
明
断
な
言
葉
の
累
積
が
爆
発
さ
せ
る
謎

は
、
わ
た
し
の
ま
え
で
依
然
と
し
て
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
透
明
な
言
葉
の
広
が
り
の
先
に
落
ち
て
い
る
ク

レ
パ
ス
は
、
そ
の
深
淵
の

底
に
生
を
果
て
ま
で
見
据
え
た
者
の
み
が
持
ち
う
る
よ
う
な
ι
小
気
味
さ
を
澱
ま
せ
て
い
る
。
こ

こ
に
ベ
ケ
ッ
ト
文
学
の
量
り
が
た
い
魅
力

が
あ
る
。
あ
る
い
は
不
可
解
と
い
う
怪
物
が
。
し
か
し
こ
う
い
っ
て
す
ま
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
レ
。
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(
川

)

ベ
ケ
ッ
ト
は

『
ブ
ル

ー
ス
ト
』
論
の
な
か
で
、
寸
わ
れ
わ
れ
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
ま
た
知
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。」

と
書
い

て
い
る
。
『
c

コ
ト
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
と
い
う
劇
は
、
ぺ
ケ
ッ

ト
の
右
の
よ
う
な
認
識
が
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
書
か
れ
は
し
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
こ
う
い
え
ば
、

『J
コ
ト

ー
を
待
ち
な
が
ら
』
と
い
う
劇
は
右
の
よ
う
な
ベ
ケ
ッ
ト
の
認
識
が
外
化
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い

い
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
た
し
は
そ
ん
な
気
楽
な
こ
と
を
い
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て

右
の
よ
う
な
認
識
と

『
ゴ
ト

ー
を
待
ち
な
が
ら
』
の
あ
い
だ
に
は
千
里
の
行
程
が
あ
る
と
い
い
た
い
の
だ
。
そ
の
聞
を
ほ
ぼ
二
十
年
と
い

う
月
日
が
介
在
し
て
レ
る
。
こ
の
こ
と
は
ベ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
才
能
を
も
っ
て
し
て
も
、
思
想
を
肉
体
化
し
、
舞
台
の
上
を
右
往
左
往
さ

せ
る
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
事
実
、
『。ブ

ル
ー
ス
ト
論
』
に
お
い
て
は
、
『
囚
わ
れ
の

女
』
の
ア
ル
ベ
ル
チ
l
ヌ
を
つ
い
に
ひ
た
す
ら
時
間
に
還
元
し
て
し
ま
う
と
い
う
思
想
の
硬
直
性
が
影
を
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
重
要
な
の
は
思
想
で
は
な
く
、
そ
の
肉
体
の
手
つ
き
足
と
り
で
あ
る
。

ポ
ッ
ツ
ォ

(
有
無
を
い
わ
さ
ず
)
♂
コ
ド
!
っ
て
え

の
は
議
な
ん
だ
り

エ
ス
ト
ラ
♂
コ
ン

‘コ
ド
1

0
・

ポ
ッ
ツ
ォ

お
れ
を
ゴ
ド

!
と
間
違
え
た
だ
ろ
う
。

エ
ス
ト
ラ
.コ

ン

あ

、
い
い
え
、
日一那
、
ち
っ
と
も
そ
ん
な
。

ポ
ッ
ツ
ォ
や
つ
は
誰
な
ん
だ
0
・

ヴ
ラ
ジ

|
ミ

ル

え

l、

そ
れ
が
:
:
:
知
り
合
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
て
。

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
そ
り
ゃ
違
う
、
お
れ
た
ち
ゃ
っ
の
こ
た
あ
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
。



ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト

ラ
ゴ
ン

ポ

ッ
ツ
ォ

ほ
ん
と
だ
な
あ
・
よ
く
は
知
ら
な
い
ん
で
・
:
・
で
も
や
っ
ぱ
り

じ
か
に
会
っ
た
っ
て
わ
か
り
っ
こ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

お
れ
と
間
違
え
た
じ

ゃ
な
い
か
。

エ
ス

ト
ラ
ゴ
ン
(
ポ
ッ
ツ

ォ
に
ひ
る
ん
で
〉
そ
れ
が
そ
の
実
は
:
:
:
お
わ
か
り
で
し
ょ
う

っ
て
て
:
:
:
実
を
い
う
と
:
:
:
そ
う
か
と
思
っ
た
ん
で

:
・
・い

っ
と
き
は
:

待
っ
て
る
ん
だ
っ
て
0
・
そ
い
じ
ゃ
お
ま
え
さ
ん
ら
や
つ
を
待
っ
て
た
ん
だ
ね
り

待
暗
が
り
で

疲
れ
て

待

ポ

ッ
ツ

ォ

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル
と
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
が
待

っ
て

い
る
ゴ
ド
!
と
は
誰
か
0
・
お
そ
ら
く
『
ゴ
ド

!
を
待
ち
な
が
ら
』
の
読
者
の
誰
も
が
一

度
は
発
す
る
問
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
隠
除
が
負
荷
す
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
る
と
答
え
る
の
が
い

い
。
し
か
し
こ
の
隠
除
と
は
、

一
つ
の
言
葉
に
含
蓄
性
を
苧
ま
せ
る
(
そ
の
極
北
と
し
て
ジ

ョ
イ
ス
が
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
徹
夜
祭
』
で
見
出

し
た
困
層
五
層
の
語
重
の
塔
を
想
起
す
る
が
い
い
)
の

で
は
な
く
、
合
蓄
性
を
極
限
ま
で
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
単
純
で
明
快
な
言
葉
の
連

な
り
が
形
成
す
る
隠
織
で
あ
る
。

し
か
も
形
成
さ
れ
る
と
同
時
に
消
し
去
ら
れ
る
よ
う
な
非
l

隠
除
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
思
想
の
肉
体

化
の
秘
密
で
あ
り
、
ベ

ケ
ッ
ト
の
発
明
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
発
明
と
い
う
も
の
は
人
の
手
に
な
る
と
簡
単
に
見
え
る
が
、
実
は

少
し
も
簡
単
で
は
な
い
。

隠
愉
日
非
1
隠
愉
が
見
え
な
い
評
家
に
よ
っ
て
、

。コ
ド
l
は
、
神
と
の
網
目
(の
O
仏
三
日
。
。
斗
十
-soC
な
い
し

は
神、

死
、
無
、
沈
黙
、
希
望
、
愛
な
ど
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
て

い
る
が
、
突
は
そ
の

い
ず
れ
を
も
連
想
さ
れ
う
る
よ
う
に
書
か
れ
て

お
り
、
同
時
に
消
し
去
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ポ
ッ
ツ
ォ
は
ゴ
ト

ー
で
あ
り
、
ゴ
ド

ー
で
は
な
い
。
見
知
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
見

知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
ぺ
ケ
ッ

ト
の
隠
喰
H
非
l

隠
喰
が
喚
起
す
る
も
の
と
は
、

要
す
る
に
不
確
か
だ
け
が
確
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と

(
川

)
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(
的

〉

だ
。
こ
の
こ
と
を
お
い
て
、
な
に
が
悲
劇
な
の
か
、

な
に
が
喜
劇
な
の
か
|

|
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ
る
が
(
『
ゴ
ド

ー
を
待
ち

な
が
ら
』
は
「
悲
喜
劇
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
)
|
ー
つ
い
に
劇
が
終
っ
て
も
見
え
て
こ
な
い
は
ず
だ
。

不
確
か
だ
け
が
確
か
で
あ
る
よ
う
な
対
象
を
、
し
か
し
、
ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

と
エ

ス
ト
ラ
ゴ
ン
は
今
日
も
待
ち
(
第

一
幕
)
、
明
日
も
ま

た
待
つ
(
第
二
幕
)
。

ウ
ラ
ジ
l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト

ラ
ゴ
ン

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

(
中
略
)
何
の
こ
と
を
い
っ
て
ん
だ
り

こ
こ
に
現
れ
て
も
い
い
は
ず
だ
。

確
か
に
来
る
と
言
っ
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
。

そ
れ
で
来
な
か
っ
た
ら
り

あ
し
た
ま
た
来
て
み
る
さ
。

そ
れ
か
ら
あ
さ
っ
て
も
。

た
ぶ
ん
。

場
所
を
間
違
え
た
っ
て

こ
と
か
い
り

そ
ん
な
具
合
に
。

要
は
|

|
。

ゃ
っ
か
来
る
ま
で。

右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
延
期
さ
れ
た
運
命
を

「待
つ
」
と
い
う
こ
と
は
繰
り
返
し
劇
の
な
か
で
確
認
さ
れ
て
行
く
。
そ
れ
で
か
こ
の



も
っ
と
も
非
演
劇
的
な

「待
つ
」
と
い
う
行
為

(
H
非
行
為
)
を
演
劇
化
し
え
た
ベ
ケ
ッ
ト
に
比
類
の
な
い
才
能
を
見
る
評
家
ら
は
、
こ

の
劇
が

い
わ
ゆ
る
事
件
の
発
生
、
発
展
、
そ
し
て
大
団
円
と
い
っ
た
演
劇
的
日
常
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
|

|
因
果
を
廃
棄
し
た
劇
の
カ

タ
チ
の
新
し
さ
ー
ー
を
指
摘
し
、
ま
る
で

「待
つ
」
と
い
う
こ
と
が

こ
の
削
の
主
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
る
。
し
か
し
果
し
て
そ
う

で
あ
ろ
う
か
。

「待
つ
」
こ
と
が
主
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

「
待
つ
」
こ
と
を
問
う
こ
と
が
主
題
で
あ
る
と
い
う
の
は
決
し
て
同

一
で
は
な
い
。

読
者
も
観
客
も
そ
う
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
待
つ
」
と
い
う
こ
と
は
こ
の
劇
に
先
験
的
で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
こ
の
劇
は
最
初
に
「
待

つ
」
と
い
う
額
縁
に
よ
っ
て
切
り
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
額
縁
に
よ
っ
て
切
り
と
ら
れ
る
内
風
景
を
こ
そ
ベ
ケ
ッ

ト
は
そ
こ
に

出
現
さ
せ
た
か
っ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
も
内
風
景
の
出
現
が
額
縁
そ
の
も
の
へ
の
問
い
返
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
以
下
余

白
の
部
分
に
矧
一め
一こ
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
こ
と
の
検
証
へ
と
至
る
前
に
、
わ
た
し
は
こ
の

「待
つ
」
と
い
う

額
縁
が
ど
の
よ
う
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
の
か
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
ベ
ケ
ッ
ト
は

「待
つ
」
こ
と
を
減
馴
化
し
た

か
も
し
れ
な
い
が
、

「
待
つ
」
こ
と
を
見
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

2 

「
待
つ
」
と
い
う
こ
と

「
待
つ
」
こ
と
が
一
つ
の
価
値
と
し
て
発
見
さ
れ
た
の
は
、
二
千
年
を
隔
て
て
、
あ
の

ロ
1
7
と
へ

ロ
デ
王
と
の
二
重
支
配
、
あ
る
い

は
ま
た
ユ

ダ
ヤ
教
の
宗
教
体
制

へ
の
鉱
抗
の
な
か
で
、
〈
精
神
の
下
克
ヒ
〉
の
劇
を
見
事
に
演
じ
き
っ
た
ひ
と
り
の
ス

ー
パ
ー

ス
タ

i
(
イ

エ
ス
〉
と
そ
の
脇
役
た
ち
(
弟
子
た
ち
)
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
刷
は
二
千
年
に
わ
た
る
観
客
を
共
振
れ
さ
せ
魅
了
し
て
き
た
ば
か
り

五

(
m
m
)
 



ノ¥

(

肝

)

で
な
く
、
そ
の
精
神
の
あ
り
ょ
う
を
呪
縛
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
劇
の
創
造
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
体
系
に
何
び
と
の
意

表
を
も
っ
く
あ
の
華
麗
な
と
っ
た
り
の
投
げ
を
打
つ
こ
と
の
で
き
た

ニ
l
チ
ェ
に
さ
え
、
そ
の
舌
を
ま
か
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
が
、
劇
中
で

演
じ
ら
れ
た
〈
精
神
の
下
克
上
〉
と
は
人
聞
の
内
聞
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
を
根
」低
か
ら
転
倒
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
も
し
あ
な
た
の
片
手
が
罪
を
犯
す
な
ら
、
そ
れ
を
切
り
と
り
な
さ
い
。
不
自
討
に
な
っ
て
命
に
入
る
方
が
よ
い
、
問
手
の
ま

ま
地
獄
に
、
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
火
の
な
か

に
入
る
よ
り
は
。

そ
こ
で
は
姐
は
死
な
ず
、
火
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
も
し
あ
な
た
の
片
足
が
罪
を
犯
す
な
ら
、
そ
れ
を
切
り
と
り
な
さ
い
。
肢
で
命
に
入
る
方
が
よ
い
。
両
足
で
地
獄
に
、
決

し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
火
の
な
か
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
よ
り
は
。

そ
こ
で
は
岨
は
死
な
ず
、
火
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
も
し
あ
な
た
の
片
目
が
罪
を
犯
す
な
ら
、
そ
れ
を
引
き
抜
き
な
さ
い
。
片
目
で
神
の
国
に
入
る
方
が
よ
い
、
両
限
で
地
獄

の
火
の
な
か
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
よ
り
は
。

そ
こ
で
は
姐
は
死
な
ず
、
火
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

(
「
マ
ル
コ
伝
」
第
九
章
四
三
|
四
八
)

「永
遠
の
命
」
と
い
う
大
い
な
る
内
面
の
所
有
の
た
め
に
、

小
な
る
外
而
の
所
有
を
捨
て
よ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
外
面
の
所
有
の

、
、

廃
棄
と
し
て
出
現
す
る
片
手
、
片
足
、
片
目
は

「永
遠
の
命
」
に
至
る
通
行
証
と
し
て
役
に
立
つ
欠
如
と
さ
れ
て
お
り
、
お
の
ず
か
ら
欠



如
は
内
在
的
価
値
を
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
瞬
間
か
ら
欠
如
は
欠
如
そ
の
も
の
に
内
由
を
見
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
価
値
の
逆

倒
は
、
実
は
キ

リ
ス
ト
教
に
あ
っ

て
は
、
欠
如
の
あ
ら
ゆ
る
係
態
を
規
定
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
貧
困
、
奴
隷
、
疾
病
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
財
や
身
分
や
健
康
の
欠
如
態
で
あ
る
が
、
未
来
に
お
い

て
「
永
遠
の
命
」
が
約
束
さ
れ
て
お
り
、
貧
し
き
者
は
富
め
る
者
に
、
仕

え
る
者
は
仕
え
ら
れ
る
者
に
、
病
め
る
者
は
健
や
か
な
命
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
。
こ
の
内
面
の
信
仰
の
返
り
点
が
現
実
の
貧
困
、
奴
隷
、

疾
病
に
価
値
を
内
在
さ
せ
た
。
と
同
時
に
内
面
化
を
果
し
て
、
こ
れ
ら
の
欠
如
態
は
二
重
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
貧
困
は
心
の

貧
し
さ
に
、
奴
隷
は
心
の
奴
に
、
疾
病
は
心
の
玖
し
さ
に
。
し
か
し
こ
の
内
面
化
は
あ
る
深
さ
に
到
達
す
る
と
普
遍
を
獲
得
す
る
よ
う
に

な
る
。
た
と
え
ば
、

「
心
の
な
か
で
」
姦
淫
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
と
き
、
罪
は
無
意
識
の
想
念
を
も
吸
収
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
罪
の

例
外
で
あ
り
う
る
人
は
い
な
い
と
同
様
に
、
罪
と

一
条
の
因
果
の
糸
で
紡
ば
れ
て
い
る
こ
の
欠
如
の
様
態
も
普
遍
を
獲
得
し
て
、
つ
い
に

人
間
存
在
の
喰
に
ま
で
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
「
心
の
貧
し
き
人
は
幸
せ
で
あ
る
。
天
国
は
か
れ
ら
の
も
の
だ
か
ら
。」

(「マ

タ
イ
伝
」
第

五
章
三
)
あ
る
い
は

「最
初
の
者
の
多
く
は
最
後
の
者
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
は
以
後
の
者
は
最
初
の
者
に
な
る
だ
ろ
う
。」

(
「
マ
ル
コ

し
&
ベ

伝
」
第
十
章
三
一

)
と
い
う
よ
う
に
、
責
め
を
負
う
た
存
在
は
ひ
た
す
ら
へ
り
く
だ
り
、
熱
き
渇
望
を
抱
い
て
、
仕
え
る
者
、
僕
と
な
っ

て
、

「神
の
国
」
の
到
来
を
待
て
と
。
向
ら

「待
つ
」
こ
と
を
選
び
と
る
者
の
み
が
未
来
の
充
足
、
主
人
、
あ
る
い
は
永
遠
を
勝
ち
と
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
。
ま
さ
し
く

「待
つ
」
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
が
搭
え
る
こ
と
の
で
き
た
共
同
な
る
幻
想
と
い
え
る
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
共
同
な
る
幻
想
を
さ
し
て
、
も
う
こ
れ
以
仁
喪
う
も
の
が
な
く
な

っ
た
者
が
最
後
に
見
せ
る
府
直
り
で
あ
り
、
で
ん

ぐ
り
返
し
で
あ
り
、
弁
証
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
ニ
l
チ
ェ
は
こ
れ
こ
そ
弱
者
の
無
力
が
な
せ
る

「復
讐
に
燃
え
た

好
計
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う。

ー七
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し
か
し
こ
の
苦
々
し
い
事
態
、
昆
虫
類
(
大
き
な
危
険
に
際
し
て
、
「'身
に
余
る
」
こ
と
を
し
な
い
た
め
に
死
ん
だ
娠
り
を
す
る
)

で
さ
え
も
っ
て
い
る
も
っ

と
も
低
級
な
冷
附
さ
は
、
無
力
の
質
金
づ
く
り
と
向
己
欺
輸
の
お
陰
で
、
諦
め
て
黙
っ
て
待
つ
と
い
う
徳

の
見
せ
か
け
の
衣
装
を
ま
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
あ
た
か
も
弱
者
の
弱
さ
そ
の
も
の
が
|

|
す
な
わ
ち
か
れ
ら
の
本
質
が
、
か
れ

、、

ら
の
避
け
が
た
く
、
動
か
し
が
た
い
全
的
現
実
が
|
|

一
つ
の
広
志
的
な
実
行
、
怠
欲
さ
れ
、
選
ば
れ
た
も
の
、

一
つ
の
行
為
、

一

つ
の
功
績
で
も
あ
る
か

の

よ

う

に

。

(

『

道

徳

の

系

譜

学

』
o

点
筆
者
)

キ
リ
ス
ト
教
が
ま
と
っ
た
衣
裳
を
ひ
き
剥
が
し
、
隠
さ
れ
て
い
た
も
の
を
露
わ
に
せ
ず
に
は
お
か
な
い
ニ

l
チ
ェ
は
、

「
待
つ
」
と
い

う
美
徳
こ
そ
、

「
わ
れ
わ
れ
弱
者
は
、
ど
う
せ
弱
い
ん
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
向
分
の
力
に
余
る
こ
と
は
何
一
つ
し
な
い
」
こ
と
の
謂
で
あ
る

と
い
う
。

欠
如
や
弱
さ
か
不
能
で
あ
る
こ
と
を
覆
い
隠
し
、
向
尚
と
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
こ
れ
ほ
ど
の
門
己
欺
備
が
ほ
か
に
あ
る
だ
ろ
う

か
と
。
実
は
こ
う
い
う
価
値
の
転
倒
を
可
能
に
し
た
の
は
、
す
で
に
述
、
へ
た
よ
う
に
、
「
神
の
国
」
を
見
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
「
神
の

国
」
と
は
現
実
の
欠
如
や
喪
失
が
充
足
さ
れ
る
は
ず
の
、
つ
い
に
そ
の
実
現
は
陸
折
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
共
同
体
を
さ
す
と
同
時
に
、

自
己
怠
識
が
外
化
し
て
抽
象
化
さ
れ
た
至
上
空
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
神
の
国
」
を
盾
に
し
て
所
有
を
、
力

(
H
権
力
)
を
廃
棄
し
た

が
、
当
の
「
神
の
国
」
こ
そ
倒
錯
し
た
所
有
欲
で
あ
り
、
権
力
欲
で
は
な
か

っ
た
か
。
一

体

「永
遠
の
命
」
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
ほ
ど

の
所
有
欲
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
従
う
者
、
仕
え
る
者
、
奉
仕
す
る
者
こ
そ
が
支
配
者
に
な
れ
る
と
い
う
の
が
権
力
欲
以
外
の
も
の
で
あ

り
う
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
巧
み
な
る
「
師
H
A
世
つ
く
り
」
と
い
う
ほ
か
は
な
い
と
い
う
の
が
ニ

l
チ
ェ
流
の
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

よ
い
。し

か
し
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
キ
リ
ス

ト
教
で
は
な
い
。

市一
要
な
の
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
「
逆
埋
」
の
案
出
が
ヨ

l
ロ



ッパ

的
知
に
決
定
的
な
熔
印
を
抑
し
、
浸
透
し
、
肉
化
し
、
決
し
て
日
立
た
な
い
ほ
と
に
ま
で
な
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
に
お
い
て
「
逆
理
」
の
案
出
の
妙
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
的
憎
悪
の
対
立
物
と
し
て
花
聞
い
た
愛
で
あ
る
。

ニ
ー

チ
ェ
に
よ
れ
ば
こ
の
愛
こ
そ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
憎
悪
の
樹
液
を
汲
み
と
っ
て
咲
い
た
花
で
あ
る
が
、
こ
の
花
は
憎
悪
を
廃
棄
す
る
。
だ
が

こ

の

「弁
証
法
的
な
錯
乱
」

(
ド
ヮ
ル

l
ス
)
は
、
乏
し
き
者
へ
の
愛
ゆ
え
に
、
そ
の
貧
し
さ
、
そ
の
病
い
、
そ
の
綴
れ
、
そ
の
罪
の
重
荷

を

一
身
に
背
負
い
、
命
を
す
り
へ
ら
し
支
配
者
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
に
疎
ま
れ
蔑
ま
れ
て
十
字
架
に
死
ん
だ
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
像
と
い
う

想
像
を
越
え
た
虚
構
の
発
明
に
よ
っ
て

一
も
こ
も
な
く
か
き
消
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
は
世
界
を
存
み
こ
ん
で
き
た
の

で
あ
る
と
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
錯
乱
や
背
理
を
も
覆
い
隠
し
た
虚
構
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
総
体
を
越
え
て
、
つ
い
に
今
日
に
い
た
る
ま
で
死
ん
で
い

な
し
。

キ
リ
ス

ト
教
の
成
功
と
、
そ
れ
が
広
く
人
間
の
歴
史
に
入
り
こ
ん
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
定
め
が
、
き
み
の
同
類
た
ち
の
本
質
的

な
必
要
に
応
え
る
も
の

で
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
人
間
の
刻
一性
が
お
の
れ
の
話
可
能
性
の
全
体
を
展
開
さ
せ

て
い
く
こ
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

も
、
そ
の
展
開
が
、
あ
る
部
分
で
は
、
人
間
向
身
を
損
い
な
が
ら
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

合
理
的
な
諸
可
能
性
の
極
限
が
達
成
さ
れ
た
い
ま
に
な
っ
て
や
っ

と
の
こ
と
、

絶
対
的
な
も
の
や
完
全
な
も
の
の
支
配
か
ら
逃
れ

、
、
、
、
、
、

、
、、

て
、
ほ
ん
と
う
の
実
存
の
気
ま
ぐ
れ
な
制
値
を
見
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
知
が
、
そ
の
操
作
の

巣
て
に
ま
で
到
達
し
な
か
っ
た
か
ぎ
り
で
は
、
理
性
の
判
断
は
不
確
か
な
世
界
の
な
か
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
も
っ
と
も
堅
実
な
構

成
力
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
ば
か
り
で
な
く
、
聖
な
る
霧
に
包
ま
れ
た
状
態
で
、
神
的
な
全
能
性
を
お
の

れ
の
原
理
に
付
与
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

;lL 
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回

)

(「
反
キ

リ
ス

ト
者
の
手
引
」
ガ

リ
マ
l
ル
版
、

『
パ
タ
イ

ユ
全
集
』
第
二
巻
所
収
、
傍
点
筆
者
)

バ
タ
イ
ユ
の
い
う

「
も
っ
と
も
堅
実
な
構
成
力
」
と
は
、
否
定
的
な
も
の
の
肯
定
的
実
現
へ
の
移
行
を
構
成
す
る
知
の
劇
を
さ
す
。

菅
は
花
が
咲
く
と
消
え
て
な
く
な
る
。
そ
れ
で
前
者
は
後
者
に
反
駁
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
川
じ
よ
う
に
、
実
が
あ
ら
わ
れ
る

と
、
今
度
は
花
が
植
物
の
う
そ
の
顕
在
だ
と
決
め
つ
け
ら
れ
る。

代
り
に
実
が
植
物
の
ほ
ん
と
う
と
し
て
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
か

た
ち
は
た
だ
区
別
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
互
い
に
相
入
れ
な
い
も
の
と
し
て
押
し
の
け
合
う
。
で
も
同
時
に
流
動
的
な
性
質
の

た
め
に
こ
れ
ら
の
か
た
ち
は
有
機
的
統

一
の
契
機
と
な
り
、
こ
の
統

一
の
な
か
で
は
お
の
お
の
は
他
と
川
じ
よ
う
に
必
然
的
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
互
い
の
必
然
性
だ
け
が
生
命
と
い
う
全
体
を
構
成
す
る
の

で
あ
る
。

(へ

l
ゲ
ル
、
『精
神
現
象
学
』
序
論
〉

右
の
よ
う
な
条
り
は
、
む
ろ
ん
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
読
む
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
知
に
あ
っ
て
は
す
べ

て
は
他
な
る
も
の

の
な
か
に
自
己
の
本
質
を
見
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

花
が
突
の
な
か
に
お
の
れ
の
掲
げ
ら
れ
た
理
想
を
見
る
と
き
、
そ
の
必
要
を
満
た

し
て
い
な
い
と
い
う
原
因
か
ら
、
花
は
お
の
れ
の
欠
如
性
を
逆
算
す
る
。
す
な
わ
ち
花
は
い
ま
だ
実
で
は
な
い
と
。
花
は
お
の
れ
の
目
的

、、

で
あ
る
実
に
敵
対
す
る
花
と
し
て
の
お
の
れ
を
否
定
し
、
そ
の
こ
と
に
耐
え
つ
つ
花
で
あ
る
こ
と
の
条
件
を
克
服
し
、

実
で
あ
る
自
己
を

実
現
し
、
そ
こ

に
お
の
れ
の
向
由
を
見
出
す
。
実
に
つ
い
て
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
。

実
は
花
を
揚
棄
し
現
存
さ
せ
つ
つ
、
い
ま
だ
菅
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
常
に

オ
メ
ガ

ー
が
ア
ル
フ
ァ
で
あ
る
よ
う
な
今
(
日
欠
如
)
の
え
て
る
に
た
す
が
生
命
の
全
体
を
構
成
す
る
と
い
う



わ
け
で
あ
る
。

蓄
が
ふ
く
ら
み
、
花
が
咲
き
、
や
が
て
実
を
結
ぶ
と
い

う
自
然
過
程
を
、
花
の
た
め
の
昔
、
突
の
た
め
の
花
、
菅
の
た
め
の
実
、
と
い

う
こ
と
か
ら
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
知
は
、
い
う
な
ら
ば
、
〈
な
い
〉
と
〈
あ
る
〉
の
隙
聞
を
必
然
で
埋
め
つ
く
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た

「
ま
だ
・J
E
--

で
は
〈
な
い
〉
」
と
い
う
否
定
ゃ
、
〈
の
た
め
の
〉
と
い
う
欠
如
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
看
破
す
る

こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

欠
如
か
ら
始
め
る
右
の
よ
う
な
知
は
、
常
に
絶
え
る
こ
と
の
な
い
動
揺
と
お
の
れ
自
身
に
対
す
る
限
り
の
な
い
織
烈
な
闘
争
と
に
よ
っ

て
、
そ
し
て
誰
よ
り
も
自
ら
が
そ
れ
を
精
神
の
不
幸
な
劇
と
承
知
し
つ
つ
、
歴
史
の
な
か
で
自
己
を
実
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
近
代
を

指
え
て
き
た
の
も
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
知
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
知
こ
そ
は
、
す
で
に
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
忠

わ
れ
る
ほ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
わ
た
し
が
先
に
述
べ
た
、
あ
の
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
内
在
的
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
た
乏
し
さ
が
繰
り

広
げ
る
〈
精
神
の
下
克
上
〉
を
下
凶
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
、
イ
エ
ス
の
死
を
死
な
そ
う
と
目
論
ん
だ
の
が
こ
の
知

で
あ
る
。

人
間
の
運
命
を
解
き
放
と
う
と
お
の
れ
を
発
展
さ
せ
て
き
た
知
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
克
服
の
う
ち
に

「排
除
」
を
し
の

ば
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
間
自
'
身
を
「
損
い
な
が
ら
実
現
さ
れ
て
」
き
た
こ
と
も

一
つ
の
ほ
ん
と
う
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
を
問
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、

ハ
タ
イ
ユ
の
い
う
よ
う
に
、

「
今
に
な
っ
て
」
や
っ
と
な
の
で
あ
る
。

ニ
1

チ
ェ

が
キ

リ
ス
ト
教
に
と
っ
た
り
の
投

げ
業
を
見
せ
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
に
近
代
的
知
の

「系
譜
学
」
を
見
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
〈
の
た
め
の
〉

知
、
た
と
え
ば
、
突
の
た
め
の
花
ほ
ど
、
花
の

「実
存
の
気
ま
く
れ
」
を
破
壊
す
る
も
の
は
な
い
。
花
と
し
て

の
命
は
萎
え
果
て
、
む
な

し
い
も
の
と
な
る
ほ
か
は
な
い
。
お
そ
ら
く
ニ

l
チ
ェ
は
こ
こ
に
絶
対
と
和
解
し
よ
う
と
す
る
精
神
の
績
を
、
あ
る
い
は
閣
を
受
感
し
て

四

(
巾
出
)



凶

ハ
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出
)

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
ベ
ケ
ッ
ト
は
ニ

|
チ
ェ
と
は
別
様
に
問
う
。
ベ
ケ
ッ
ト
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
終
え
た
共
川
の
幻
組
で

あ
る
「
仙
つ
」
こ
と
の
な
か
に
か
れ
の
人
物
た
ち
を
置
く。

し
か
し
、

「
な
ん
に
も
起
ら
な
い
、
だ
れ
も
こ
な
い
。
ま
っ
た
く
た
ま
ら
な

い
!
」
よ
う
な
符
つ
こ
と
の
舞
台
内
風
景
は
わ
れ
わ
れ
の
ま
え
に
何
を
断
わ
に
し
、
何
を
黙
示
す
る
の
だ
ろ
う
か
の

3 

ど
う
に
も
な
ら
な
い

ウ
ラ
ジ

l
ミ
ル
が
が
に
股
で
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
、
い
き
な
り
吐
く
台
詞
は
唐
突
で
あ
る
。
「
そ
う
い
う
考
え
に
ま
た
慾
か
れ
は
じ
め
て

い
る
。
今
ま
で
も
ず
っ

と
そ
い
つ
を
払
い
の
け
よ
う
と
し
て
き
た
、
ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル
、
わ
き
ま
え
ろ
よ
、
ま
だ
な
に
も
か
も
や
っ
て
み
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
、

っ
て
言
つ
て
な
。
そ
れ
で
戦
い
を
と
り
も
ど
し
た
ん
だ
。」

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
「
そ
う
い
う
考
え
」
と
い
う
の

は
、

エ
ス
ト
ラ

ゴ
ン
が
靴
を
脱
ご
う
と
し
て
脱
げ
な
い
の
に
仲
間
ら
さ
れ
て

口
を
突
い
て
出
た

「ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
を
受
け
て
い
る
。
し
か

し
ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル
に
と
っ
て
な
に
が

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
の
か
不
明
で
あ
る
。

ま
た

「
そ
い
つ
を
払
い

の
け
」
る
た
め
に
、
「
戦
い

を
と
り
も
と
し
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
戦
い
な
の

か
、
文
脈
か
ら
は
浮
き
あ
が
っ

た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ

る
か
た
ち
を
借
び
た
浮
き
彫
り
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
置
か
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
作
品
を
読
み
終
る
か
、
芝
居
を
見
終
る
か
し
た
と

き
で
あ
ろ
う
。

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル
は
日
が
臭
く
、

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
は
、
足
が
に
お
う
よ
う
な
浮
浪
者
で
あ
る
。
エ

ス
ト
ラ
コ
ン
は
タ
ベ
は
あ
っ
ち
の
務
で

・
似
た
と
い
う
。
今
で
は
世
間
か
ら
疎
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
二
人
手
に
手
を
と

っ
て

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
か
ら
飛
び
お
り
内
殺
を
し
よ
う
と
思
っ

て
も
塔
に
の

ぼ
ら
せ
て
貰
う
こ
と
さ
え
で
き
な
い
と
ヴ

ラ
ジ

l
ミ
ル
が
い
う
。
二
人
は
と
も
に
乏
し
き
人
間
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
乏
し



さ
は
コ
ト
!
の
到
来
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
し
ろ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
の
・
な
る
ほ
ど
ヅ
ラ
ジ
!
ミ
ル
は
、

コ
ド
ー
が
来
れ
ば
、

「今
晩
は
や
つ
の
と
こ
ろ
で
寝
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
緩
か
い
、
乾
い
た
所
で
、
肱
い
つ

は
い
で
、
麓
の
上
で
。

心
配
し
て
待
つ

だ
け
の

こ
と

は
あ
る
。
そ
う
だ
ろ
0
」
と
い
う
。
ゴ
ド
ー
は
か
れ
ら
の
存
在
に
と
っ
て
隠
れ
家
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
だ
が
こ
の
部
分
は
、
英
語
版

の
な
か
で
は
ベ
ケ
ッ
ト
白
'
井
に
よ
っ

て
注
意
傑
く
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
か
れ
ら
の
欠
如
が
必
然
的
に
充
足
へ
と
回

収
さ
れ
う
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
の
余
地
を
ベ
ケ
ッ
ト
自
'
身
が
残
し
て
お
き
た
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
?
む
ろ
ん
こ

れ
は
わ
た
し
の
臆
測
の
域
を
出
て
は
い
な
い
。
だ
が
そ
う
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
節
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
か
れ
ら
の
欠
如
が
ど
の

よ
う
な
相
貌
を
借
ひ
て
い
る
か
は
、
か
れ
ら
の

「未
来
を
掌
握
し
て
い
る
」
F

コ
ド
l
へ
と
ひ
た
す
ら
か
れ
ら
が
関
わ
ろ
う
と
す
る
な
か
で

次
第
に
話
量
し
て
く
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

、コ
ト

ー
が
誰
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
到
来
に
つ

い
て
も
小
確
か
だ
け
が
確
か
で
あ
る
と
い
う
-」と
は
す
で
に
述
べ

た
辿
り
で
あ
る
。
そ

の
コ
ト

ー
を
待
つ
か
れ
ら
に
約
束
も
ま
た
前
渡
し
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

エ
ス
ト
ラ
‘
コ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル

確
か
な
と
こ
ろ
や
つ
に
な
に
を
た
の

ん
だ
の
だ
っ

た
っ

け。

お
ま
え
あ
の
場
に
い
た
じ
ゃ
な
い
か
0
・

よ
く
聞
い

て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

あ
あ
:
:
:
特
に
き
ま
っ
た
も
の
は
何
も
。

祈
り

の
よ
う
な
。

そ
う
だ
。

凶

(

m
別
)



エ
ス
ト
ラ
コ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
イ
一
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス

卜
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
、
コ
ン

ヴ

ラ

ジ

l
ミ
ル

エ
ス
卜
ラ
コ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ

ゴ

ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

そ
れ
と
な
く
懇
願
め
い
た
。

ま
っ
た
く
。

そ
れ
で
や
つ
は
何
て
返
事
し
た
ん
だ
い
0
・

考
え
て
お
こ
う
っ
て
。

こ
れ
っ
て
約
束
は
で
き
な
い
が
。

検
討
し
て
お
か
な
か
に
や

!
と
。

家
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
。

家
族
と
も
相
談
し
。

仲
間
と
も
。

代
理
庖
と
も
。

取
引
先
と
も
。

会
計
簿
と
も
。

銀
行
預
金
と
も
。

決
定
を
下
す
ま
え
に
。

あ
た
り
ま
え
だ
。

そ
う
じ
ゃ
な
い
か
の

そ
う
思
う
よ

四
四

(
加

)



、ヴ

ラ
ジ

l
ミ
ル

お
れ
も
だ
。

沈
黙
。

エ
ス
卜
ラ
ゴ
ン
(
不
安
に
な
っ
て
〉
そ
れ
で
お
れ
た
ち
は
り

お
れ
た
ち
の
入
り
こ
む
余
地
は
ま
る
で
な
い
。

約
束
を
と
り
つ
け
る
べ
く
、
両
手
両
膝
を
つ
い
て
這
い
ず
り
こ
む
こ
と
さ
え
か
な
わ
な

い
の
で
あ
る
。
た
と
え
権
利
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
そ
ん
な
権
利
は
と
う
に
喪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
い
う
な
ら
ば
没
交
渉
的
可
能

、
、
、
、
、
、
、
、
、

性
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
ど
う
に
か
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
企
て
は
、
達
成
に
先
だ
っ
て
、
そ
れ
自
体

「
ど
う
に

も
な
ら
な
い
」
無
力
性
と
し
て
か
れ
ら
の
ま
え
に
露
わ
に
な
る
。

こ
の

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
企
て
の
拠
り
ど
こ
ろ
は
か
れ
ら
自
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
か
れ
ら
は
ゴ
ド

l
に

「縛
ら
れ
て
い
る
」

と
少
し
も
思
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
舞
台
か
ら
、
す
な
わ
ち
.
コ
ド

ー
と
の
約
束
の
場
で
あ
る
ら
し
い
泥
ん
こ
の
田
舎
道
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

行
こ
う
よ
。

だ
め
だ
よ
。

、
い
じ
ゃ
な
い
か
。

ゴ
ト

ー
を
待
っ
て
る
ん
だ
よ
。

(失
望
し
て
)
あ
あ
!

四
五

(
∞
∞
)
 



四
六

(
閉
山
〉

こ
の

や
り
と
り
が
劇
の
な
か
で
何
回
か
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
離
れ
る
こ
と
を
促
す
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
互
い
に
こ

の
場
か
ら
断

れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

待
っ
て
る
ん
だ
っ
て
。
そ
い
じ
ゃ
お
ま
え
さ
ん
ら
や
つ
を
待
っ
て
た
ん
だ
ね
り

ヴ
ラ

シ
l
ミ
ル
そ
れ
が
あ
の
ー
ー

ポ
ッ
ツ
ォ

こ
こ
で
の
・
わ
し
の
土
地
で
0
・

ヴ
ラ
シ

l
ミ
ル

悪

気
は
な
か
っ

た
ん
で
す
。

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
よ
か
れ
と
思

っ
た
こ
と
で
し
て。

ポ
ッ
ツ
ォ
道
は
誰
で
も
自
由
に
通
れ
る
。

ヴ
ラ
ジ

l
ミ

ル

お

れ

た
ち
も
そ
う
考
え
ま
し
て
。

そ
り
ゃ
け
し
か
ら
ん
0
4

で
も
そ
の
通
り
だ
。

と
う
し
ょ
う
も
な
い
ん
で
す
よ
。

ポ
ッ
ツ
ォ

ポ
ッ
ツ
ォ

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

エ
ス

ト
ラ
、コ
ン

は
ず
l
コ
ー
と
い
う
名
で
呼

ば

れ

て

い

る
。
そ
の
呼
び
名
の
ご
と
く
、

い
つ
も
行
き
た
い
、
離
れ
た

い
と
思
っ
て
い

る
。
だ
が
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
地
主
、
ポ
ッ
ツ
ォ
の
土
地
で
あ
る
泥
ん
こ
の
田
舎
道
か
ら
か
れ
ら
は
離
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
か
れ
ら
は
自
ら
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
こ
の
状
況
へ

と
投
げ
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
ど
う
す
る
こ



と
も
で
き
な
い
。
コ
ド

ー
を
待
つ
以
上
か
れ
ら
が
置
か
ざ
る
を
え
な
い
拠
り
ど
こ
ろ
は
、
こ
の
泥
ん
こ
を
縦
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

お
の

れ
自
身
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
拠
り
と
こ
ろ
を
か
れ
ら
は
支
配
で
き
な
い
。
し
か
も
、
と
い
う
か
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
泥
ん
こ

の
田
舎
道
に
在
り
つ
つ
、
自
ら
拠
り
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
か
れ
ら
の
自
由
は
こ
の

泥
ん
こ
の
世
界
以
外
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
を
退
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不
自
由
の
な
か
に
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
お
ま
け
に
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
、
月
コ
ド
ー
と
の
約
束
さ
え
前
波
し
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
も
ま
た
と
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の

で

あ
る
。
こ
の
わ
い
わ
山
引
い
い

の
わ
い
性
、
い
い
か
え
る
な
ら
無
力
な
拠
り
と
こ
ろ
の
無
力
性
と
い
う
欠
性
的
事
態
、

こ
れ
こ
そ
「
待

つ
」
こ
と
の
内
風
景
が
か
れ
ら
に
露
わ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
い
性
は
肯
定
的
実
現
を
た
ぐ
り
ょ
せ
る
と
の
よ
う
な
必
然
の
糸
口

を
も
見
出
し
は
し
な
い
。
こ
の
な
い
性
は
か
れ
ら
に
根
底
的
で
あ
る
。

エ
ス

ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
、
コ
ン

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

な
ん
だ
い
り

悔
い
改
め
る
と
し
た
ら。

悔
い
改
め
る
っ
て
な
に
を
0
・

あ
あ
:
:
:
(
か
れ
は
じ
っ
と
考
え
る
。
)
詳
し
い
こ
と
は
い
え
な
い
よ
。

生
れ
て
き
た
こ
と
を
か
0
・

、
、
、
、

グ
ラ
ジ
l
ミ
ル
は
急
に
心
か
ら
笑
い
出
す
。
だ
が
す
ぐ
に
笑
い
を
使
ば
ら
せ
、
片
手
で
恥
告
を
お
さ
え
る
。
顔
が
歪
む
。

こ
れ
以
上
思
い
き
り
笑
え
も
し
な
い
。

、
、
、

恐
ろ
し
き
な
い
性

四
七

(

叫
山

)



四
j¥ 

(
邸

)

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル
た
だ
微
笑
む
だ
け
。
(
か
れ
は
突
如
満
面
に
微
笑
を
浮
べ

、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
が
、
突
如
と
し
て
や
め
る
。
)

こ
い
つ

は
同
じ
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

(
間
)
ゴ

l

ゴ
1
0

(
傍
点
筆
者
)

グ
ラ
ジ

l
ミ
ル
を
襲
っ
て
い
る
な
い
性
は
文
字
通
り
出
来
な
い
性

(
H
不
能
)
で
あ
る
。
「
片
手
で
恥
骨
を
お
さ
え
る
」
ヴ
ラ
ジ

l
‘

ル
を
見
て
、
お
そ
ら
く
わ
れ
わ
れ
は
笑
う
。
し
か
し
こ
の
な
い
性
は
内
面
化
を
受
け
て
同
時
に
二
重
化
さ
れ
て
お
り
、

「
生
れ
て
き
て
す

み
ま
せ
ん
」
と
い
う
し
か
な
い
根
源
的
な
欠
け
目
な
の
で
あ
る
。
ヴ
ラ
ジ

|
ミ
ル

を
笑
う
わ
れ
わ
れ
は
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
自
'
身
を
笑
う

の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
笑
い
も
ま
た
硬
ば
ら
ず
に
は
い
な
い
。

し
か
し
、
か
れ
ら
は
こ
の

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」

欠
け
目
を
ど
う
に

か
し
よ
う
と
試
み
る
。

エ
ス
ト
ラ
コ
ン

首
を
つ
る
と
い
う
の
は
と
う
か
な
り
・

う
ー
ん
。
そ
う
す
り
ゃ
立
つ
よ
う
に
な
る
さ
。

エ
ス
ト
ラ

コ
ン

(
え
ら
く
興
奮
し
て
)
立
つ
ん
か
!

ヴ
ラ
ジ

1
ミ
ル
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
さ
。
ア
レ
が
落
っ
こ
ち
る
と
こ
ろ
に
マ
ン
タ
ラ
ゲ
が
生
え
る
の
さ
。
そ
ん
な
わ
け
で
引
っ
こ

抜
く
と
悲
鳴
を
あ
げ
る
の
さ
。
知
ら
な
か
っ
た
の
か
い
0
・

エ
ス

ト
ラ
ゴ
ン

今
す
ぐ
つ
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
!

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

枝

で
か
い
0
・
(
か
れ
ら
は
木
の
方

へ
寄
っ
て
行
く
。
)
大
丈
夫
か
な
。

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル



エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス

ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

い
つ
だ
っ
て
や
っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
る
さ
。

ゃ
れ
よ
。

お
れ
は
あ
と
に
す
る
よ
。

い
や
い
や
、
お
ま
え
が
先
だ
。

ど
う
し
て
お
れ
な
の
か
0
・

お
ま
え
の
方
が
お
れ
よ
り
軽
い
か
ら
さ
。

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
は
お
れ
は
聡
い
か
ら
枝
も
折
れ
る
こ
と
は
な
く
試
み
は
成
就
す
る
。
し
か
し
お
ま
え
は
重
い
か
ら
枝
は
折
れ
、
未
遂
に

終
り
お
ま
え
は
孤
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
毘
理
屈
を
い
う
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
成
就
し
て
も
し
な
く
て
も
根
底
的
な
〈
な
い
性
〉
を
変

え
は
し
な
い
。
だ
が
こ
う
い
う
試
み
が
か
れ
ら
に
と
っ
て
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
こ
と
を
な
ん
と
か
「
払
い
の
け
」
ょ
う
と
す
る
「
戦

い
」
で
あ
る
当
の
も
の
だ
。
し
か
も
一
』
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
以
上
、
こ
う
し
た
戦
い
は
戯
れ
で
あ
る
ほ
か
は
な
い
。
戯
れ

l
lそ
れ
も

く
そ
ま
じ
め
の
。
一
体
曲
玉
を
ぴ
ん
と
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
首
を
つ
る
こ
と
を
真
剣
に
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
ほ
ど
、
悲
惨
で
滑
稽
な
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
0
・
こ
れ
が
こ
の
劇
全
篇
の
底
を
流
れ
る
主
調
音
で
あ
る
と
い
っ
た
ら
果
し
て
読
者
の
軍
費
を
か
う
だ
ろ
う
か
。
し
か

も
重
要
な
こ
と
は
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
生
の
様
態
で
あ
る
と
ぺ
ケ
ッ
ト
が
い
わ
ず
に
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
非
所

有
!
な
い
性
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、
い
う
な
ら
ば
所
有
へ
の
転
倒
を
試
み
よ
う
と
し
て
、

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
非
所
有
を
見

出
す
こ
と
ほ
ど
悲
劇
的
な
も
の
は
な
い
。
と
同
時
に
所
詮
「
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
こ
ろ
で
、
ど
う
に
か
、
そ
れ
も
く
そ
ま
じ
め
に
し

よ
う
と
す
る
こ
と
ほ
ど
喜
劇
的
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
ベ
ケ
ッ
ト
は
お
そ
ら
く
こ
の
劇
を
喜
劇
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
目
論
ん
だ
の

四
九

(
剖

)



lI. 

o 

(

回

)

で
は
な
い
。
か
れ
が
透
徹
し
て
悲
劇
を
書
こ
う
と
し
た
ま
さ
に
同
じ
比
率
で
、
喜
劇
と
い
う
対
位
が
構
成
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
わ

た
し
は
こ
の
劇
が
「
悲
喜
劇
」
と
題
さ
れ
た
所
以
を
読
む
。

そ
れ
に
し
て
も
や
っ
か
い
な
の
は
わ
れ
わ
れ
は
戯
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ヴ
ラ
ジ

|
ミ
ル
は
夜
の
閣
を
待
ち
な
が

ら
、
そ
し
て
ゴ

ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
、
今
宵
も
ず
っ
と
誰
の
助
け
も
借
り
ず
に

「戦
っ
て
き
た
」
と
い
う
。
「
何
を
し
よ
う
か
」
、
な
に
も

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
せ
っ
つ
く
の
は
エ
ス

卜
ラ
‘
コ
ン
で
あ
る
。
待
つ
あ
い
だ
の
暇
は
戦
い
と
も
戯
れ
と
も
い
え
る
も
の
で
つ
ぶ
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
の
た
め
に
0
・
あ
の

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
存
在
の
裸
形
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
。
あ
る
い
は
そ

れ
に

「
ど
う
に
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
幻
想
の
薄
布
を
か
ぶ
せ
て
お
く
た
め
に
。
戯
れ
と
は
わ
れ
わ
れ
を
こ
の
幻
想
の
岸
辺
へ

と
追
い
や
る

「麻
薬
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル
と
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
が
絶
え
ず
喋
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
は
、

め
だ
と
い
う
。

ウ
ラ
ジ

l
ミ
ル

ま
っ
た
く
だ
、
お
れ
た
ち
き
り
が
な
い
。

そ
れ
と
い
う
の
も
考
え
た
く
な
い
か
ら
だ
。

言
い
わ
け
は
あ
る
っ
て
わ
け
だ
。

そ
れ
と
い
う
の
も
聞
き
た
く
な
い
か
ら
だ
。

理
由
は
あ
る
っ

て
わ
け
だ
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
死
ん
だ
声
。

エ
ス
ト

ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

|
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

「
と
う
に
も
な
ら
な
い
」

存
在
の
坤
き
声
を
聞
か
な
い
た



グ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン

羽
ば
た
き
の
よ
う
な
音
を
た
て
る
。

木
の
葉
の
よ
う
な
。

砂
の
よ
う
な
。

木
の
葉
の
よ
う
な
。

ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル

エ
ス

ト
ラ
ゴ
ン

少
く
と
も
喋
っ
て
い
る
あ
い
だ
だ
け
は
、
ど
う
に
も
変
り
ょ
う
の
な
い
、

「
あ
る
通
り
に
あ
る」

し
か
な
い
存
在
の
こ
す

れ

合

う

葉

音
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
し
か
な
い
砂
音
か
ら
逃
れ
て
い
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
逃
避
の
た
め
に
は
、
習
慣
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
行
動
で
、

「待
つ

」
あ
い
だ
の
暇
を
つ
ぶ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
習
慣
と
は
「
個
と
そ
の
環
境

と
の
、
あ
る

い
は
個
と
そ
の
器
質
的
奇
行
と
の
あ
い
だ
で
成
し
と
げ
ら
れ
る
妥
協
で
あ
り
、
な
ま
く
ら
な
不
可
侵
性
の
保
証
で
あ
り
、
実

存
の
避
雷
針
で
あ
る
。
犬
を
反
吐
へ
と
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
底
荷
で
あ
る
。
」

(
『ブ
ル

ー
ス
ト
』
論
)
と
ペ
ケ
ッ

ト
は
い
う
。

犬
が
帰

っ

て
き
て
吐
い
た
物
を
食
べ
る
よ
う
な
行
為
の
繰
返
し
が
、
存
在
の
裸
形
を
覆
い
隠
す
。
と
同
時
に
安
定
し
た
世
人
を
保
証
す
る
。
ヴ
ラ
ジ

|
ミ
ル
が

「待
つ
」
こ
と
に
は
「
慣
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
待
つ

」
こ
と
は
す
で
に
体
に
し
み
つ
い
た
自
明
の
習
慣
で
あ
ろ
う
。

「
待
つ
」
こ
と
は
キ
リ
ス

ト
教
の
侍
え
る
こ
と
の
で
き
た
共
同
の
幻
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
習
慣
の
な
か
に
溶
け
て
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
は
ず
だ
。
だ
が
安
定
し
た
世
人
を
守
る
習
慣
的
行
為
が
、

「待
つ

」
と
い
う
非
行
為
の
習
慣
の
な
か
で
途
切
れ
る
。
そ
の
退
屈
な

一
時
が
存
在
の
裸
形
を
開
示
す
る
の
だ
。
習
慣
の
殺
し
屋
が
姿
を
消
す
そ
の
、

一
瞬
す
べ
て
が
消
え
失
せ
、
お
れ
た
ち
は
ふ
た
た
び
孤
独
に
な
り
、
無
に
閉
ま
れ
る
!

五

(
的
出

)



五

(
白
山

)

墓
に
ま
た
が
り
、
難
産
。
穴
の
底
で
、
ゆ
っ
く
り
と
墓
掘
人
夫
が
釦
子
を
あ
て
る
。
お
れ
た
ち
に
は
老
い
て
い
く
時
聞
が
あ
る
。

大
気
は
お
れ
た
ち
の
叫
び
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

墓
掘
人
夫
の
鉛
子
で
胞
衣
を
破
ら
れ
、
穴
の
中
へ
と
苦
痛
の
産
声
を
あ
げ
、
這
い
出
る
術
さ
え
な
い
よ
う
な
存
在
の
叫
ひ
。
そ
の
叫
び

が
黄
昏
の
空
を
満
た
す
。
墓
穴
は
田
舎
道
の
泥
ん
こ
で
あ
り
、
「
泥
は
世
界
で
あ
る
L
。
存
在
の
根
底
的
な

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
性
を

デ
デ
イ
ラ
ン

・
ト
マ
ス
の
詩
の

一
行
を
思
わ
せ
る
ヴ
ラ
ジ
l

ミ
ル
の
台
詞
が
開
示
す
る
。
ベ
ケ

ッ
ト
の
な
い
性
|

|
欠
如
に
可
能
性
は
な

い
。
穴
の
中
に
い
る
し
か
な
く
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
自
ら
に
引
受
け
つ
つ
、
孤
独
化
す
る
こ
と
へ
の
破
り
が
た
い
鋭
さ
。
だ
が

ベ
ケ

ッ

ト
は
こ
の
苦
悩
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
こ
と
を
も
峻
拐
す
る
。
こ
の
苦
し
み
は
神
秘
的
な
救
い
の
装
置
で
は
決
し
て
な
く
、
ま
し
て

や
そ
の
な
か
に
キ

リ
ス
ト
教
が
付
与
す
る
こ
と
の
で
き
た
内
在
的
価
値
の
ひ
と
か
け
ら
も
見
出
し
は
し
な
い
。
夜
の
閣
は

一
瞬
に
し
て
訪

れ
る
と
語
っ
た
ポ
ッ
ツ
ォ
は
、
昨
日
の
目
あ
き
で
あ
り
、
今
日
の
盲
だ
。
ラ
ッ
キ

ー
は
限
り
な
く

「痩
せ
細
り
」
、
「
媛
少
化
」
す
る
存
在

の
昨
日
の
長
広
舌
で
あ
り
、
今
日
の
匝
で
あ
る
。
な
い
性
|
欠
如
は
増
殖
す
る
の
み
だ
。
ポ
ッ
ツ
ォ
の
手
は
空
を
切
り
、
泥
ん
こ
の
な
か

に
倒
れ
る
。
そ
の
苦
し
み
の
呼
び
声
へ
と
か
か
わ
る
ヴ
ラ
ジ
l

ミ
ル
も
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
も
泥
ん
こ
に
足
を
と
ら
れ
て
、
そ
の
な
か
を
這
い

ず
り
ま
わ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
ベ
ケ
ッ
ト
は
、
倒
れ
ん
と
す
る
ポ
ッ
ツ

ォ
を
両
側
で
支
え
て
立
ち
、
そ
の
重
み
に
醒
め
て
い
る
ヴ
ラ
ジ

ー
ミ
ル
と
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
を
舞
台
中
央
に
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
こ
に
実
存
の
綴
態
を
黙
示
す
る
か
の
よ
う
に
。

使
い
の
少
年
が
や
っ
て
き
て
、
ゴ
ド

ー
さ
ん
は

「今
夜
は
来
ら
れ
な
い
。
」
「
で
も
明
日
は
来
る
で
し
ょ
う
。
」

と
い

う
。
こ
こ
に
わ
れ

わ
れ
は
何
を
読
め
ば
よ
い
の
か
。
「
期
待
の
な
か
で
怠
惰
に
考
え
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
怒
意
的
な
生
き
る
意
志
、
わ
れ
わ
れ
の
有
害
で
癒



し
が
た
い
楽
観
主
義
の
記
の
な
か
で
は
、
そ
れ
(
未
来
時
間
)
は
運
命
の
過
酷
さ
か
ら
免
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
わ
れ
わ
れ
を
待
ち

か
ま
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
た
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
0

・
:
:
・
た
だ
必
要
な
の
は
日
付
に
よ
っ
て
、

脅
迫
|

|
あ
る
い
は
約
束
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
拒
て
る
け
々
を
は
か
る
こ
と
を
ゆ
る
す
時
間
の
詳
記
に
よ
っ
て
、
そ
の
表
面
が
破
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
」

(
『。ブ

ル
ー
ス
ト
』
論
、
傍
点
筆
者
)
と
い
う
よ
う
に
、
ベ
ケ
ッ
ト
は
〈
の
た
め
の
〉
知
の
よ
う
に
、

現
在
に
未
来
を
め
く

れ
こ
ま
せ
は
し
な
い
。
め
く
れ
こ
ま
せ
「
た
く
わ
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

〈
の
た
め
の
〉
知
は
、
今

(
H
欠
如
)
の
え
て
る
に
た
す
を

構
成
し
た
は
ず
で
あ
る
。
「
待
ち
か
ま
え
て
い
る
」
未
来
と
の
距
離
は
ば
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
夜
の
閣
の
よ
う
に
突
如
、

偶
然
に
落
ち
か
か
っ
て
く
る
も
の
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
都
度
に
は
か
り
な
お
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ケ
ッ

ト
は
、

「
型
性
は
深
淵

の
底
し
れ
な
い
夜
の
中
を
す
で
に
長
い
こ
と
さ
ま
よ
い
読
け
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
!
」
と
ヴ
ラ
ジ

l
ミ
ル
に
い
わ
せ
る
。
こ
の
よ

う
に

ぺ
ケ

ッ
ト
は

「
待
つ
」
こ
と
に
か
か
っ
て

い
る
、高
を
ひ
き
破
っ
て
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
た
も
の
を
露
わ
に
し
た
。

「雲
に
の
っ
て

や
っ
て
く
る
」
幻
を
見
る
と
い
う
ダ
エ
エ
ル
書
以
来
の
伝
統
的
象
徴
の
も
と
で
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
の
反
-証
を
黙
示
し
つ
つ
、
ベ

ケ
ッ
ト

は
、
ゴ
ド

ー
が
来
れ
ば
、

「
お
れ
た
ち
は
救
わ
れ
る
」
と
グ
ラ
ジ

l
ミ
ル
に
い
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
に
道
化
て
み
せ
る
。

ベ
ケ
ッ
ト
は
こ
の
道
化
な
し
に
は
い
ら
れ
な
い
。
し
か
し
わ
た
し
は
こ
こ
に
不
磁
か
の
確
か
を
も
制
的
に
し
う
る
形
而
上
学
の
し
た
た
か

さ
を
見
る
べ
き
な
の
か
0
・
そ
れ
と
も
こ
の
自
己
意
識
を
ど
う
し
て
く
れ
る
と
い
う
し
か
な
い
人
間
の
哀
れ
な
可
笑
し
さ
を
0
・

(未
完
)

五

(
剖

)
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乃

)

註わ
た
し
が
ベ
ケ
ッ
ト
の
三
部
作
の

一
つ

『
マ
ロ
ウ
ン
は
死
ぬ
』

(
太
陽
社
、

一
九
六
九
、
共
訳
)
を
糊
訳
し
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
。
そ
の
間
わ

た
し
は
い
つ
も
ベ
ケ
ジ
ト
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
心
の
ど
乙
か
に
あ
る
乙
だ
わ
り
が
あ
っ
た
乙
と
は
確
か
だ
。
そ
の
こ
だ
わ

り
を
ζ

だ
わ
り
続
け
る
し
か
な
い
と
い
う
締
め
が
乙
う
い
う
文
章
K
な
っ

た
。
当
分
の
問
、
治
め
続
け
る
ほ
か
は
な
い
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

E
S
E
-
∞
ωnrmRW
叫
3b町
内
え
た
ミ
ミ
モ
ミ
含
。
¥
hbミ
ミ
K

凶

Rkmnhh
(の
8
5
P
2印
u
H由
吋。
)
引
用
は
こ
の
英
語
版
か
ら
で
あ
る
。

但
し
、同門誌

bhhS告
ミ
。
ミ
ミ

(HhE
開
会
5
5
号

玄

5
5
7
5印
N
)

を
併
用
。
山叩一帯
は
叫

2
z
b
R
hbミ
ロ
ミ

5
3
8苫
と
吋
宮
ミ
ミ
¥
む
と

吋

425hbhsz
。
¥
h
P
R
R
Fな
(出
o
E巾
円
白
邑

ω円
O
C四
円

o
p
HE
3
を
併
問
。
引
用
は
前
有
か
ら
で
あ
る
。

P
ミ

h
E
E
S
F
Q
5
5
P君
、
宮
内師

同

(の丘一

5
1
w
5
0)

F
H
E
ユ口
r
Z
5
8
n
Z
O詰
忌
向
。
室
内
白
向
。

hq
。
¥
ミ
ミ
ミ
師
、

H，E
コ
ωE
E
r可
巧
包
括
円
穴

E
『自白ロロ

(
〈
E
S問
。
∞

8
5
6町
周
目
号
ヨ
出
D
巳
叩
0

・

5
3
)
一
部
ト
イ

ツ
語
版
参
照
。

zmw問
。
-
唱
団
、
』
言
。
苦
言
。
向
。

hk
。
¥
句
、
守

Nh
吋
5
5一
己
主

σ〕『
〉
・
〈

ζ
-一一句

(。同町

R
L
Cロ
Z
2巴
々

回ν
円内

mmw
H由吋申
)

識
者
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
い
ち
い
ち
乙
乙
に
列
挙
は
し
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
三
通
り
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
三
通
り
と
も
参
照

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
但
し
引
用
は
す
べ
て
右
に
あ
げ
た
テ
キ

ス
ト
か
ら
の
翻
訳
で
あ
り
、
わ
た
し
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
た
だ
わ
た

し
の
言
葉
の
地
平
に
近
づ
け
て
考
え
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
わ
た
し
の
戎
意
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
上
で
も
、
そ
れ
以
外
で
も
な
い

こ
と
を
お
乙
と

わ
り
し
て
お
く
。
識
者
の
御
叱
正
を
乞
う
。
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島
キ
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宗
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複
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生
月
島
キ
リ
シ

タ
ン

生
月
島
は
長
崎
県
北
松
浦
郡
生
月
町
と
し
て
一

町
を
形
成
す
る
小
島
で
あ
り
、
中
世
末
期
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
の
中
心
と
も
な
っ
た
平
戸

島
に
隣
接
し
て
い
る
。
当
時
の
生
月
島
は
、
松
浦
氏
に
従
う
壱
部
氏

・
加
藤
氏

・
山
田
氏
等
に
よ
り
分
割
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
壱
部

・

(
1
)
 

山
田
の
両
氏
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗
し
、
加
藤
氏
は
生
月
島
を
追
わ
れ
た
。
こ
の
両
氏
の
影
響
の
下
で
、
島
民
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、

江
戸
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
政
策
の
中
で
も
、
秘
密
裡
に
信
仰
を
守
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
多
く
の
殉
教
者
を
出
し
、
ま
た
殉

(

2

)

 

教
者
の
処
刑
地
と
も
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
潜
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
秘
密
の
集
団
を
組
織
し
、
オ
ラ
シ
ョ
(
典
礼

(

3
)
 

-
祈
祷
)
や
歌
ミ
サ
(
聖
歌
)
を
伝
承
し
、
独
自
の
習
俗
を
維
持
し
て
き
た
。
表
面
的
に
は
、
極
家
制
度
の
下
に
あ
っ
て
、
仏
教
寺
院
に

よ
る
葬
祭
の
管
掌
を
受
け
、
神
社
祭
杷
を
日寸
り
、
民
間
信
仰
を
保
持
し
な
が
ら
、
内
的
な
信
仰
と
し
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
諸
行
事
を
守
つ

(

問

)



(
山

)

て
き
た
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
潜
伏
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
生
月
島
内
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
数

(
4
)
 

派
で
あ
っ
た
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
逮
捕

・
処
分
等
の
事
件
は
起
ら
ず
、
民
間
信
仰
や
諸
宗
教
と
融
合
し
て
、
独
特
の
信
仰
体
系
が
構
成

さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
結
果
形
成
さ
れ
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
状
況
を
、
古
野
清
人
氏
は
「
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
び
、
本
来
の
キ
リ

(
5〉

シ
タ
ン
と
は
異
質
な
も
の
と
考
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
田
北
耕
也
氏
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
農
耕
儀
礼
化
し
て
定
着
し
た
点
に
注
目

〈

6

)

(

7

〉

し
た
。
柴
田
実
氏
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
祭
杷
そ
の
も
の
が
、
宮
座
の
祭
り
に
類
似
す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
団
が
、
地

(8
)
 

域
集
団
に
内
包
さ
れ
、
祭
儀
の
執
行
が
地
域
社
会
か
ら
選
任
さ
れ
る
役
職
者
等
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
点
で
、
そ
の
指
摘
は
正
当
な
も
の

と
言
え
る
。
ま
た
、
桜
井
徳
太
郎
氏
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
民
間
信
仰
の
一
要
素
と
見
て
、
そ
の
内
部
か
ら
ホ

l
ニ
ン
と
称
す
る
シ
ャ

l
マ

(
9
)
 

ン
を
創
出
し
た
こ
と
に
重
要
性
を
見
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
l
ニ
ン
は
キ
リ
シ
タ
ン
集
団
の
外
部
に
あ
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

を
補
完
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
の
役
割
分
担
を
行
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

キ
リ
シ

タ
ン
集
団
に

は
、
授
け
役
(
じ
さ
ま
)
と
称
さ
れ
る
役
が
あ
り
、
洗
礼
を
授
け
、
信
仰
を
指
導
す
る
。
ま
た
、
ツ
モ
ト
と
称
し

て
、
納
戸
神
(
オ
カ
ミ
サ
マ
〉
を
保
持
す
る
納
戸
役
(
と
っ
さ
ま
)
が
あ
り
、
そ
の
下
に
複
数
の
コ
ン
パ
ン
ヤ
と
称
す
る
組
が
あ
っ
て
、

(
叩
)

祭
杷
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
祭
間
集
団
は
、
小
字
の
内
部
に
復
数
が
内
包
さ
れ
、
ほ
ぼ
小
集
落
を
単
位
と
し
て

い
る
。
か
つ

て
、
島
民
は
全
員
が
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
称
し
て
い
る
が
、
浦
方
に
居
住
す
る
漁
民
や
、
商
人
達
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
も
有
さ
ず

、
神
社
祭
肥
や
寺
院
の
葬
儀
に
服
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
大
部
分
が
農
民
で
、

一
部
に
は
、

舟
を
持
っ
た
漁
民
も
い
る
が
、
兼
業
に
す
る
程
度
で
あ
る
。
浦
方
の
非
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
漁
民
が
多
く
、
最
近
は
、
日
本
各
地
の
近
海
漁

業
と
遠
洋
漁
業
で
生
計
を
た
て
て
い
る
。
こ

の
生
業
の
差
も
、
社
会
的
関
係
の
重
要
な
要
素
と
な
り
、
宗
教
的
関
係
を
も
左
右
し
て
い
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(

山

)

持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
諸
宗
教

・
民
間
信
仰
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
相
互
関
係

・
機
能
分
担
等
の
存
在
形
態
を
通
し

て
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
、
定
着
状
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。

四

E 

生
月
島
の
諸
宗
教

生
月
島
は
、
地
域
的
に
は
二
地
区
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
壱
部
浦
の
港
を
中
心
と
す
る
壱
部
と
、
館
浦
を
中
心
と
す
る
山
田
の

二
地
区
で
、
各
々
が
港
を
中
心
と
し
て
、
漁
民

・
商
人
の
居
住
す
る
地
域
を
核
に
、
後
背
地
で
あ
る
農
村
部
に
連
な
り
、
西
側
の
東
シ
ナ

海
に
接
す
る
崖
地
へ
と
登
っ

て
い
る
。
明
治
一
一
年
の
戸
長
役
場
設
置
も
、
生
月
と
山
田
の
二
カ
所
に
置
か
れ
た
。
こ
の
二
地
区
で
、
村

社
の
社
格
を
有
し
た
神
社
は
、
白
山
神
社
と
住
吉
神
社

・
比
売
神
社
の
三
社
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
神
社
の
氏
子
区
域
は
、
白
山
神
社
が
壱

部
在
と
壱
部
浦
、
住
吉
神
社
は
堺
目
と
元
触
、
比
売
神
社
が
山
田
全
体
と
な
っ
て
い
る
。
比
売
神
社
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
祈
願
の
た

〈

U
〉

め
に
、
平
戸
落
主
が
小
石
桐
か
ら
昇
格
さ
せ
た
神
社
で
あ
る
。
住
吉
神
社
は
、
神
功
皇
后
三
斡
征
伐
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

御
崎
地
区
は
捕
鯨
基
地
と
し
て
発
展
し
、
か
つ
て
は
漁
期
の
み
漁
民
が
居
住
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
集
落
の
成
立
も
新
し
く
、
神
社
も
有

せ
ず
、
各
々
出
身
地

(
壱
部
在
と
堺
目
)
の
祭
り
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
(
図
E
|
①
参
照
)

元
触
で
は
、
内
部
が
辻

・
上
川

(
カ
ミ
ガ
ワ
)
、
上
木
場
(
ウ
ワ
コ
バ
)
、
下
木
場
の
四
組
に
分
か
れ
、
辻
と
上
川
が
庚
申
神
社
を
肥

り
、
上
木
場
と
下
木
場
の
二
組
が
岡
本
神
社
を
記
っ
て
い
る
。
下
木
場
で
は
さ
ら
に
、
組
の
中
で
、
越
回
(
コ
エ
ダ
、
小
平
太
と
も
書
く
)

神
社
を
叩
っ
て
い
る
。
元
触
の
下
木
場
に
限
っ
て
み
る
と
、

住
吉
神
社
1

1
岡
本
神
社
|
|
越
田
神
社
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こ
う
い
っ
た
、
重
層
的
な
氏
子
関
係
の
他
に
も
、
種
々
の
神
社
に
刻
す
る
祭
刷
が
常
ま
れ
る
。
漁
民
の
信
仰
を
集
め
る
、
機
能
的
な
神

と
も
言
え
る
も
の
が
あ
る
。
島
の
東
南
端
、
潮
見
鼻
の
潮
見
神
社
が
そ
の

一
例
で
あ
る
。
壱
岐
ノ
浦
出
身
の
磯
辺
弥
市
と
い
う
者
が
あ

〈ロ
〉

り
、
鯨
突
組
の
祖
と
さ
れ
、
そ
の
子
の
弥
太
郎
が
建
立
し
た
神
社
で
、
漁
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
御
崎
に
近
い
海
岸
に
柁
ら
れ
て
い

る
宝
倉
水
天
宮
も
海
上
安
全

・
豊
漁
祈
願
の
神
で
あ
る
。
九
九
匹
の
ウ
ナ

ギ.か
御
神
体
で
あ
る
と
か
、
川ぃ
誌
の
神
様
だ
と
伝
え
、
九
九
匹

の
ウ
ナ
ギ
が
見
ら
れ
る
と
シ
ア
ワ
セ
が
よ
い
(
漁
が
う
ま
く
い
く
)
と
も
さ
れ
る
。
越
国
神
社
も
、
大
敷
網
の
漁
師
が
魚
を
供
え
て
、
山pb

漁
を
感
謝
す
る
。
ま
た
一
方
で
、
こ
の
越
田
神
社
は
前
述
の
通
り
、
下
木
場
の

一
O
軒
の
講
社
主
刊
ら
れ
る
組
の
神
社
で
あ
り
、
旧

一一

月

一
H
を
祭
り
と
す
る
豊
作
の
神
で
あ
る
。

山
田
に
あ
る
牛
神
様
は
、
牛
の
病
気
を
治
す
神
と
し
て
知
ら
れ
、
供
え
て
あ
る
御
供
(
ゴ

ク

(
問

)

町

と
い
う
、
重
用
的
な
氏
子
関
係
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ

る。

他
の
三
組
は
、
組
だ
け
で
杷
っ
て
い

る
神
社
は
な
い

の

で
、
越
田
神
社
を
除
外
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
関
係
が
成
立

す
る
。
(
図

E
l
②
参
照
)

住
τt 
口

相11
社

~ーーーー〆、ーーーーーー、

玖!元
目 触

F一一〈ーー「
岡炭
水申
抑制1
il 初
，....-'、ー""" r-ー~ー「

下上上 辻
木木川)
場湯)

図Eー② 先触の鎮守組織



ハ
凶
〉

サ
ン
)
を
貰
っ
て
食
べ
さ
せ
る
と
、
牝
牛
が
や
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他、

壱
部
全
体
で
刷
る
金
比
羅
様
や
、

山
田
の
恵
比
須
様
な
と
も
あ
る
が
、
ぺ
一月
島
の
神
社
信
仰
は
、
電
照
的
な
氏
子
関
係
を
も

っ
た
地
域
神
と
、
種
々
の
現
世
利
益
的
な
信
仰
を
特
徴
と
す
る
機
能
神
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

仏
教
寺
院
に
は
幾
多
の
消
長
が
あ
っ
出
。
キ

リ
シ
タ
ン
の
浸
透
と
守
院
破
壊
、
そ
の
後
の
キ

リ
シ
タ
ン
刑
判
庄
の
た
め

の
寺
院
建
立
乃
王

保
護
、
こ
れ
に
加
え
て
、
明
治
初
頭
の
廃
仏
等
の
変
化
の
中
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
出
村
の
寺
院
の
変
動
は
激
し
か
っ
た
。
寺
似

一
O
石
を
与

え
ら
れ
て
い
た
二
カ
寺
、
常
楽
寺
と
修
善
寺
は
廃
寺
と
な
っ
て
、
明
治
初
年
に
姿
を
消
す
。
山
田
の
教
会
跡
に
建
立
さ
れ
た
修
善
寺
は
、

領
主
松
浦
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
だ
け
に
、

一
般
島
民
の
支
持
基
盤
を
有
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
合
掌
庵

・
潮
音
院

・
竜
向
庵
等

の
寺
堂
は
、
早
く
に
姿
を
消
し
て
、
阿
弥
陀
像

・
薬
師
像
等
が
他
寺
へ
移
さ
れ
た
。
墓
地
附
属
の
墓
堂
も
見
ら
れ
な
い
。
葬
祭
寺
院
と
し

て
、
永
光
寺
と
法
善
寺
及
び
玄
祥
院
が
あ
る
。
玄
祥
院
は
京
都
の
廃
寺
を
、
明
治
三
二
年
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
日
蓮

宗
の
値
家
は
な
か
っ
た
。
玄
祥
院
の
個
家
は
、
壱
部
浦
と
壱
部
在
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
壱
部
浦
と
壱
部
在
の
大
部
分
が
永
光
寺
の
一
回

(
日
M
〉

家
で
あ
り
、
山
田
在
と
館
浦
の
大
部
分
は
法
善
寺
の
制
家
と
な
っ
て
い
る
。
葬
式
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
場
合
は
、
僧
侶
を
迎
え
て
行
な
う

が
、
経
モ
ト
シ
と
称
し
て
、
彼
等
独
自
の
儀
礼
で
天
国
へ

死
者
を
送
る
。
僧
侶
は
表
面
的
な
役
割
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
仏
教
寺
院
の
中
で
顕
著
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、
明
治
三
二
年
に
移
転
し
た
日
蓮
宗
玄
作
院
と
、
天
台
宗
明
法
院
の
二
寺
で

あ
る
。
日
蓮
宗
も
祈
鱒
で
知
ら
れ
る
宗
派
で
あ
り
、
天
台
宗
明
法
院
は
琵
琶
山
目
的
(
オ
メ
ク
ラ
サ
ン
)
の
系
諸
を
ひ
く
寺
院
で
あ
っ
て
、

荒
神
城
い
な
と
の
祈
祷
に
よ
っ
て
定
着
し
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以
降
定
着
し
た
寺
院
は
、
祈
耐
に
従
ポ
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
何
ら
か

の
宗
教
的
権
威
に
依
存
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



ま
た

一
方
で
、
仏
教
的
な
行
事
も
定
着
し
て
い
た
。
現
在
で
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
オ
グ
イ
ハ
ン
ニ
ャ
と
呼
ば
れ
る
大
般
若
経
転

読
の
行
事
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
四
国
八
十
八
カ
所
の
オ
メ

グ
リ
も
胤
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
各
部
落

に
三

J
四
人
の
世
話
人
が
あ
り
、
春
に
な
る
と
白
い
着
物
で
、
島
内
の
オ
メ
ク
リ
に
で
か
け
る
。
健
康
の
す
ぐ
れ
な
い
者
が
加
わ
る
こ
と

も
多
く
、
病
気
平
癒
の
析
願
の
意
味
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
M

」
の
巡
礼
箇
所
の
う
ち
、
第
七
九
番
札
所
が
、
海
牛
年

・
別
名
大
師
堂
で

(

M
叩
)

あ
る
。

仏
教
の
主
た
る
役
割
は
、
葬
祭
と
祈
祷
で
あ
る
が
、
葬
祭
で
は
表
面
的
な
役
割
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
祈
祷
の
面
で
も
、
キ
リ

シ
タ
ン

や
他
の
民
間
宗
教
者
と
の
緊
長
状
態
の
中
で
の
活
動
で
あ
り
、
復
雑
な
錯
綜
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

大
附
註
・
小
微
生
苛

氷

正

寺
領
叩
石

(
廃
止
寸

)

(M
・
初
)

哨
一
山
楽
寺

応
水

(
山
間
氏

の
例
崎
地
)

臨
済
宗

(福
寿
山
)

(合
掌
庵

)l
i
l
i
-
-
|
|
(湖
音
院

)l
i
l
i
--
!
:
;
:
(阿
弥
陀
像
)

別
名
ガ
ミ
寺

廃

滅

(
ヰ
寸

領

ω石
)

修
善
寺
削
往

(山
間
教
会
堂
)

段
以

常
楽
寺
末

(玄
附
唯
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図E一① 生月仏教寺院変遷

今七

(
凶

)



八

(
市

)

仏
教
寺
院
の
変
遷
も
ま
た
筏
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

(図
E
|
①
参
照
)

〈
げ
》

こ
の
他
に
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
数
軒
の
神
葬
祭
を
行
な
う
家
や
、
明
治

一
二
午
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
な
っ
た
家
も
あ
る
。
ま

た
、
葬
式
に
は
関
与
し
な
い
が
、
天
理
教
信
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
部
分
の
島
民
は
、
神
社
の
氏
子
で
あ
り
、
同
時
に
仏
教
寺
院
の
担

家
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
多
く
が
、

キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
の
独
刊
の
行
事
を
行
な
う
組
織
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
宗
教
体
系

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ

て
は
、
い
わ
ば
公
的
な
体
系
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
シ

タ
ン
組
織
肉
体
は
、
弾
圧
に
対
抗
す
る
秘
密
組

織
で
あ
り
、
公
的
な
性
格
は
有
し
な
い
。
し
か
し
、
キ

リ
シ
タ
ン
組
織
に
内
包
さ
れ
て
い
る
老
か
ら
す
れ
ば
、
神
社
祭
肥
や
仏
教
寺
院
と

同
様
に
公
的
な
宗
教
体
系
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
キ
リ
シ

タ
ン
の
役
職
者
は
、
彼
等
の
集
団
か
ら
選
ば
れ
た
存
在
で

あ
り
、
尊
敬
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
常
的
な
場
面
で
の
祈
時
や
卜
占
、
神
オ
ロ
シ
等
の
行
法
で
、
島
民
の
信
仰
を
把
握
し
て
い
る
の
が
、
琵
琶
宵
僧
や

ホ
l
ニ
ン
で
あ
る
。
琵
琶
盲
僧
は
天
台
宗
玄
消
法
流
に
所
胤
し
、
各
家
に
胤
ら
れ
て
い
る
荒
神
の
紋
い
を
し
、
求
め
に
応
じ
て
神
オ
ロ
シ

な
ど
を
行
な
う
。
ま
た
ホ

l
ニ
ン
は
、
真
言
宗
の
認
可
を
受
け
、

神
オ
ロ
シ
の
託
宣
や
、
金
神
除
け
の
祈
祷
な
と
種
々
の
行
法
で
、
人

々

の
要
請
に
応
え
て

い
る
。
こ
の
両
者
は
、
共
に
特
定
の
相
家
を
有
せ
ず
、
各
家
を
廻
っ
て
、
祈
鵡
に
対
す
る
謝
礼
を
集
め
て
い
る
の

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
人
々

の
信
仰
心
に
依
拠
す
る
形
で
、
寄
付
や
布
施
を
集
め
る
の
で
あ
り
、
私
的
な
宗
教
者
、
民
間
宗
教
者
と
し
て
の

立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
生
月
島
の
住
民
は
、
少
数
の
カ

ト
リ

ッ
ク
信
者
や
天
理
教
信
者
等
は
別
に
し
て
、
公
的
な
神
官

・
僧
侶

・

キ
リ
シ
タ

ン
役
職
者
と
い
っ
た
存
在
と
、
琵
琶
盲
僧

・
ホ
l
ニ
ン
と
い
っ
た
私
的
宗
教
者
に
閉
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



E 

諸
宗
教
者
の
機
能
分
担

公
的
な
宗
教
者
、
私
的
な
宗
教
者
と
い
っ
た
区
分
は
、
確
立
し
た
宗
派
に
胤
す
る
か
脅
か
と
い
う
点
か
ら
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
。

事
実
、
琵
琶
盲
僧
は
天
台
宗
の
僧
籍
を
有
す
る
か
、
特
定
の
柑
一
家
に
依
存
し
な
い
点
で
、
私
的
な
宗
教
者
と
し
た
。
し
か
し
、
生
月
島
氏

に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
区
分
は
問
題
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
等
に
如
何
な
る
能
力
を
期
待
で
き
る
か
が
間
わ
れ

て
レ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
諸
宗
教
者
の
種
々
の
活
動
と
機
能
の
分
担
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

(凶
〉

盲
僧
の
活
動
は
、
さ
し
て
古
い
も
の
と
は
忠
わ
れ
な
い
。
現
在
、
生
月
島
に
活
躍
す
る
吉
田
法
瑞
氏
に
よ
れ
は
、
平
戸
市
根
獅
子
で
延

享
年
間
に
寺
が
開
か
れ
、

八
代
目
に
至
っ
て
(
明
治
二
一
年
)
、
生
月
島
に
渡
っ
た
の
が
実
道
法
印
で
あ
る
。
そ
の
跡
を
慶
善
法
印
に
議

り
、
、
似
覚
が
跡
を
継
い
だ
が
、
短
命
で
終
り
、
法
瑞
の
父
親
法
俊
が
後
継
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
修
行
は
平
戸
市
の
獅
子
で
受
け
、
明

法
院
と
称
し
た
。
主
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
祈
掃
を
行
な
っ
て
き
た
。

正
・
五

・
九
月
(
荒
神
祭
り
)

正
月
(
講
経
)

春
秩
(
荒
神
祭
り
)

※
土
用
経
を
や
っ
て

い
た
が
、
難
し
い
の
で
春
凶
J
五
月
、
秋
八
J
一
O
月
と
し
た

橿
家
が
凹
J
五
O
O軒
あ
り
、
ま
ゆ
み
の
校
を
持
参
し
、
斑
紋
い
に
使
っ
た
。
こ
れ
を
家
の
者
が
と
っ
て
お
い
て
、
お
花
た
て
に
さ

7L 

(
問

)



。
(
問

)

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

凹
合
の
場
合
に
は
お
米
を
、
町
の
-
一
み
で
は
お
金
を
、
お
布
施
と
し
て
く
れ
る
。
悩
附
の
行
習
院
と
い
う
玄
消

法
流
の
寺
が
あ
り
、
琵
琶
は
こ
こ
で
習
得
し
て
き
た
。
鳴
り
は
思
い
が
、
笹
形
の
琵
琶
を
使
用
し
た
。
こ
れ
は
現
在
、
使
う
人
が
少
な

く
な
っ
て

い
る
。
(
筑
前
琵
琶
は
、
く
わ
い
形
の
も
の
で
あ
る
。
)
此
神
の
祭
り
に
は
、
伝
来
の
琵
琶
が
必
要
で
、
こ
の
治
で
雑
念
を
は

ら
う
の
で
あ
る
。

(吉
田
法
瑞
氏
談
)

弾
奏
論
経
三
味
と
称
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
経
を
唱
え
る
。

仏
説
大
荒
神
施
与
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経

金
光
明
設
勝
王
経
堅
牢
地
神
品
第
十
八

金
光
明
最
勝
王
経
王
法
正
法
論
第
二
十

三
宝
大
荒
神
和
讃

堅
牢
地
神
和
讃

(天
台
宗
玄
消
法
流
宗
務
所
)

こ
れ
は
、
玄
清
法
流
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
生
月
特
有
の
形
式
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
荒
神
紋
い
も
、
人
口

一
万
人
を
か
か
え
る
島
で
は
、
行
き
渡
ら
な
い
た
め
か
、
あ
る
い
は
盲
僧
以
外
の
者
を
望
む
か
ら
か
、
他
の

宗
教
者
が
代
っ
て
行
な
う
場
合
も
見
ら
れ
る
。

元
触
で
は
、
荒
神
同
僚
に
は
、
吉
田

ホ
ウ
イ
ン
サ
ン
(
古
川
法
瑞
氏
)
が
削

っ
て
き
て
幣
束
を
あ
げ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
証
月
の
識
経



と
称
し
て
、
加
悦
様
(
白
山
神
社
の
神
官
)
、
お
稲
荷
係

(神
理
教
)
、
古
川
山法
印
同僚が
や
っ
て
き
て
、
ヤ

ウ
チ
を
浄
め
て
く
れ
る
。
正

月
の
内
に

や
っ
て
も
ら
う
の
だ
が
、
組
り
き
れ
な
い
ら
し
い
の
で
、
お
神
測
の
幣
は
、
ま
ね
て
こ
し
ら
え
る
。
こ
の
他
に
も
、
吉
本
ホ

(") 

l

ニ
ン
サ
ン
な
ど
が
来
る
。

以
上
、
種
々
の
宗
教
者
が
各
家
を
訪
れ
る
の
で
あ
り
、
神
官
も
法
印
も
川
刈
の
立
場
で
、
ヤ
ウ
チ
の
浄
め
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ

ヲ匂
。と

こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
家
レ
ベ
ル
の
祈
願
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
コ
ジ
ン
キ
ン
(
家
一
政
い
)
は
重
要
で
あ
る
。

士
宮
部
在
で
は
、
各
組
内
の
家
々
の
赦
い
を
役
職
者
が
し
て
細
る
。
役
職
者
の
三
名
が
旭
る
と
、
各
家
毎
に
酒
肴
を
用
意
し
て
待
っ
て

い
る
。
麻
の
緒
で
作
っ
た
オ

テ
ン
ベ

ン
シ

ャ
で
被
い
、

サ
ン

・
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
で
十
字
を
切
り
、
白
い
紙
で
十
字
に
切

っ
た
お
守
り

を
家
族
と
家
畜
の
分
だ
け
配

っ
て
歩
く
。
壱
部
在
で
は
、
正
月
凶
日
と
一一
一月
凶
日
の
二
凶
行
な
っ
て
い
た
が
、
掛
り
が
大
変
な
の
で
一

回
に
減
ら
し
て
い
る
。

山
聞
の
元
触
で
は
、
正
月
の
四
日
、

五
H
一ト
行
な
っ

た
。

ツ
モ
ト
の
オ
ヤ
ジ
サ
ン
が
各
家
に
創
っ
て
き
て
、
中
柱
に
申
し
こ
み
、
そ

の
後
で
東
柱
に
行
き
、

ニ
ワ
(
土
間
)
の
隅
柱
の
順
に
メ

カ
ト
を
つ

け
て
、
お
水
を
打

っ
て
創
る
。
こ
の
場
合
、
組
内
に
は
四
J
六
日

の
聞
に
姐
り
、
三
日
頃
に
は
館
捕
に
も
行
っ
て
拝
む
。

(
山

)
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(表)

(
山

)

コジンキン

山
凶
の
正
出
で
は
、
正
月
に
家
の
お
被
い
と
い

っ
て
、
親
戚
や
北
自
の
信
者
の
不
に
行

く
。
お
一
服
い
を
し
な
い
と
ろ
う
そ
く
が
立
て
ら
れ
な
い
の
で
、
中
柱
か
ら
始
め
て
、
床
の

聞
の
前
ま
で
十

一
カ
条
の
祈
り
の
中
の
十
カ
条
ま
で
を
唱
え
、
お
被
い
が
す
ん
で
か
ら
十

一
カ
条
を
唱
え
る
。

図][-CD

図
直
|
①
に
示
す
通
り
、
中
柱
か
ら
拝
み
始
め
て
、
各
隅
を
拝
み
、
最
後
に
家
の
外
に
被

い
出
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
サ
ン

・
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
と
オ
テ
ン
ベ

ン
シ

ャ
が
放
い
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
レ
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
ゴ
ジ
ン
キ
ン

は
、
組
内
と
そ
の
他
の
親
戚
や
、
か
つ
て
の
キ

リ
シ
タ
ン

の
家
に
も
創
る
わ
け
で
、
か
な
り

広
汎
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
キ
リ
シ
タ
ン
以
外
の
家
に
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
十

一
カ
条
の
こ
と
」
と
は
、

(
初
〉

回
北
耕
也
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
教
理
の
要
訳
で
あ
る
が
、
内
容
は
不
明
確
で
あ
り
、
他
人
に
聞
き
と
れ
る
声
で
唱
え
た
も
の
と
は
思
わ

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
呪
術
的
な
技
法
と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
見
て
差
支
え
な
い
。
キ

リ
シ
タ
ン
や
そ
の
縁
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
コ
ジ
ン

キ
ン

と
荒
神
紋
い

や
識
経
な
ど
の
重
複
し
た
放
い
か
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
属
す
る
も
の
は
全
戸
が
、
、コ

ジ
ン
キ

ン
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
宗
教
者
を
選
択
で
き
る
講
経
や
荒
神
紋
い

と
は
性
絡
会
民
に
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

ム
ラ
の
レ
ベ
ル
で
の
祈
願
に
つ
い

て
も
、
各
々
の
宗
教
者
の
分
担
が
見
ら
れ
る。

ム
ラ
の
次
元
で

の
祈
願
の
中
で
、
代
表
的
な
も
の
は

神
社
祭
化
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
祭
り
は
娯
来
的

・
遊
戯
的
要
素
が
増
大
し
、
大
名
行
列
を
伴
う
神
輿
の
波
御
が
あ
っ

て
、
鮮
や
神



楽
が
行
な
わ
れ
る
の
み
で
、
信
仰
的
要
ぷ
や
呪
術
的
効
果
へ
の
則
符
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
虫
追
い

の
方
が
、
呪
術
的
効
果
を
期
待

さ
れ
て
い

た
。

田
植
を
終
え
て
、
〈
サ
ネ
モ
リ
サ
マ
〉

と
呼
ぶ
藁
人
形
を
、
元
触
と
現
凶
の
阿
部
落
で
、
各

一
体
ず
つ
作
る
。
ど
ち
ら
か

一
体
に
ト

ウ
キ
ビ
の
男
根
を
つ
け
、
男
女
の
二
体
と
す
る
。
こ
の
二
体
の
人
形
を
寺
に
持
参
し
、
魂
を
入
れ
て
も
ら
う
。
鉦
や
太
鼓
を
叩
い
て
、

ム
ラ
中
を
廻
っ
て
、
夕
方
五
時
頃
に
、
海
岸
か
ら
流
す
。
こ
の
二
体
の
人
形
が
松
崎
に
流
れ
去
る
ま
で
、
鉦

・
太
鼓
を
な
ら
し
続
け

る
。
翌
日
、
寺
に
行
き
、
魂
を
依
く
儀
式
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
終
る
。

イ
カ
漁
師
、が

「人
形
さ
ん
が
虫
負
う
て
来
と
る
」
と
言
う
程
、

虫
が
流
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

現
在
で
は
、
人
形
は
作
ら
ず
、
旗
を
聞
に
立
て
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
虫
追
い
の
場
合
、
主
体
は
ム
ラ
で
あ
る
が
、
寺
の
僧
侶
が
、
人

形
に
魂
を
入
れ
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
危
険
や
災
難
か
ら
、

住
民
を
守
る
た
め
の
行
事
も
あ
る
。
子
ど
も
が
水
に
溺
れ
た
り
、
川
童
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
正
月

・

五
月

・
九
月
の
三
回
、
川
祭
り
を
部
落
で
行
な
う
。
元
触
で
は
、
神
宮
を
や
と
っ
て
、
部
落
内
三
カ
所
を
廻
っ
た
。
た
だ
し
、
川
と
は
、

流
れ
て
い
る
川
と
井
戸
の
双
方
を
さ
し
て
い
る
。

一
メ
ー
ト

ル
位
の
長
い
旗
を
四
本
、
藁
で
作
ら
れ
た
エ
ゾ
ウ
を
四
つ
、
幣
束
を

一
本
用
意
し
て
、
四
方
に
一
ソ
ウ
と
旗
を
立
て
、
真

中
に
幣
束
を
立
て
て
、
神
官
に
祈
っ
て
も
ら
う
。
こ
れ
で
溺
れ
な
く
な
る
と
伝
え
て
い
る
。

(
川

)



凶

(

川

)

壱
部
在
で
は
、
こ
の
儀
礼
を
ホ
l
ニ
ン

サ
ン
に
依
頼
し
て

や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
川
祭
り
は
、
ホ
l
ニ
ン
や
神
官
が

分
担
す
る
領
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
達
も
、
ム
ラ
の
危
険
な
場
所
か
ら
災
厄
を
除
く
た
め
の
祈
捕
を
ノ
行
な
う
。
こ
れ
を
〈
六
カ
所

寄
り
〉
と
も
〈
ノ

タ
チ
〉
と
も
呼
ん
で
い
る
。

壱
部
在
で
は
、
四
月
の
中
頃
に
、
六
組
の
役
人
が
全
員
集
ま
り
(
三

O
人
位
に
な
る
)
、
ャ
ト
を
と
っ
た
。
〈
ノ
ダ
チ
〉
と
い
っ
て
、

水
の
出
る
場
所
や
三
文
路
に
お
守
り
を
切
り
、
サ
ン

・
ジ

ュ
ワ

ン
様
の
水
を
か
け
、
黒
く
煎
っ
た
大
豆
を
供
え
た
。
こ
の
間
、
オ
ラ
シ

ョ
の
で
き
る
者
は
、
ヤ
ド
に
残
っ

て
い
て
、
オ

ラ
シ
ョ
を
あ
げ
る
。
壱
部
在
で
は

一
二
O
J
二
ニ

O
カ
所
位
あ
り
、
け
が
を
し
や
す
い

三
文
路
と
か
、
腹
ア
タ
リ
を
し
や
す
い
水
の
あ
る
場
所
を
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

(
噌
山
隼
士口
氏
の
場
合
に
は
)
、
オ
ヤ
シ
キ
山

・
卜

ノ

川
・

百
ム
ラ
の
三
叉
路
ゃ
、
椛
の
溜
池

・
仁
瀬
の
捕
と
い
う
凶
海
岸
に
面
し
た
頂
上
な
と
、
危
険
な
場
所
を
廻
る
。
(増
山
隼
士
口
氏
談
〉

山
田
の
元
触
で
は
、

〈野
放
い
〉
と
称
し
て
、
彼
岸
の

一
O
H
前
に
は
、
役
人
が
集
ま
っ
て
、
願
立
て
を
し
た
り
、
河
童
が
牛
や
人

間
の
生
命
を
と
ら
な
い
よ
う
に
、

三
方
辻
や
池
を
放
う
。

山
田
の
日
草
で
は
、

〈
オ
ナ
ワ

リ〉

と
称
し
て
、
辻
々
で
水
を
打
っ
て
い
く
。
竹
で
十
字
に
作
っ
た
〈
槍
〉
を
、
先
の
隠
居
役
が
持

ち
、
ツ
モ

ト
の
主
人
が
御
神
体
を
抱
い
て
、
放

っ
て
細
る
。



こ
の
行
事
は
、
部
落
の
危
険
な
個
所
を
被
う
こ
と
で
、
山
山
追
い

や
川
祭
り
と
同
種
の
祈
博
で
あ
る。

異
な
る
の
は
、
特
定
の
領
域
が
決

定
さ
れ
て
い
て
、
浄
め
る
べ
き
場
所
が
後
継
者
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
ム

ラ
の
側
か
ら
依
頼
さ
れ
て
行
な
う
の
で
は
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
が

ム
ラ
と
密
着
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
川
祭
り
を
司
祭
す
る
の
は
、
神
官
で
も

(nv 

ホ

l
ニ
ン
で
も
か
ま
わ
な
い
。
ム
ラ
の
側
の
都
合
が
優
先
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
種
の
祈
願

・
祈
鵡
が
、
二
重
の
形
式
で
行
な
わ
れ
て
い
る
点
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
と
し
て
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ

n〉

葬
式
の
場
合
に
は
、
仏
教
の
僧
侶
に
よ
る
読
経
の
聞
に

ら
れ
る
。

〈
経
モ
ド
シ
〉
と
称
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
に
よ
り
オ
ラ
シ

ョ
が
唱
え

山
田
の
日
草
で
は
、
オ
ラ
シ

ョ
を
唱
え
る
問
、
ツ
モ
卜

の
オ
ヤ
ジ
サ
ン
の
実
は
、
納
戸
神
の
前
で
正
座
し
、
膝
を
く
ず
す
こ
と
も
で

き
な
い
。
〈
神
寄
せ
〉
か
ら
始
め
て
、
〈
ワ
レ

ト
ガ
ニ
ン
〉
を
川
え
、
〈
ニ
ジ
リ
メ
ン
〉
を
二
回
や
り
、
〈
七
度
の

ク
ヮ

ン
ニ
ン
〉
は
唱
え

ず
、

〈十

一
カ
条
〉
に
い
く
の
で
、
日
常
の
オ
ラ
シ

ョ
と
は
多
少
順
番
が
異
な
る
。
さ
ら
に
、
和
尚
様
が
引
導
を
渡
し
て
帰

っ
た
後
、

〈
ト
ガ
ノ
ゾ
キ
〉
と
称
し
て
、
〈
ア
カ

リ
ミ
セ
〉
を
や
る
。
こ
れ
は
ろ
う
そ
く
を
立
て
て
、
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
、
十

一
カ
条
の
う
ち
、
九

カ
条
ま
で
を
唱
え
た
ら
、
サ
ン

・
ジ
ュ
ワ
ン
燥
の
水
を
打

っ
て
、
ろ
う
そ
く
で
十
字
架
の
よ
う
に
照
ら
す
の
で
あ
る
。
オ
ラ
シ
ョ
を
知

っ
て
い
る
者
は
、
声
を
た
て
ず
に

一
緒
に
唱
え
る
。
ま
た
、
ツ
モ
ト
に
は
、
お
守
り
が
あ
る
の
で
、
ま
よ
い
の
出
な
い
よ
う
に
、
着
物

の
ほ
ん
の
く
ぼ
に
当
る
所
に
押
し
こ
ん
で
や
る
。

五

(
川

)
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図Eー② 葬送儀礼の執行

こ
の
よ
う
に
、
葬
式
に
際
し
て
は
、
僧
侶
の
読
経
を
受
け
、
引
導
を
わ
た
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、

一
方
で
は
、
全
く
異
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
オ
ラ
シ

ョ
で
仏
教
儀
礼
・

経
典
の
効
果

を
打
ち
消
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
葬
式
に
関
し
て
は
、
表
面
的
に
は
仏
教
を
受
容
し

な
が
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
の
葬
送
儀
礼
を
実
施
す
る
の
で
あ
り
、

キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
壁

は
仏
教
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
，
へ
き
で
あ
ろ
う
。

(図

E
1
②
参
照
)

個
人
的
要
素
の
強
い
祈
願
や
ト
占
に
つ
い
て
は
、
ホ

l

ニ
ン
の
関
与
す
る
場
合
が
多
い
。

後
述
す
る
が
、
金
神
除
け
と
称
す
る
土
砂
を
い
じ
る
際
の
呪
法
や
、
シ
ロ
l

(
死
霊
)
の
崇

り
の
確
認
と
配
り
龍
め
な
ど
も
ホ

l
ニ
ン
の
関
与
す
る
領
域
と
な
っ
て
い
る
。
壱
部
浦
に
堂

(
幻
〉

を
有
す
る
吉
本
弥
生
氏
の
場
合
は
、
一品野
山
で
修
行
し
、
真
言
宗
の
認
可
を
受
け
て
い
て
、

(M
)
 

吉
田
法
瑞
氏
(
琵
琶
盲
僧
)
と
共
に
、
個
人
的
祈
鵡
を
分
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

生
月
島
に
お
い
て
は
、
各
種
の
宗
教
者
が
同
様
の
祈
祷

・
祈
願
を
分
担
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
あ
る
。
荒
神
献
い

や
講
経
は
宗
教
者
を
選
択

で
き
る
が
、
ゴ
ジ
ン
キ
ン
の
場
合
は
、
属
す
る
集
団
の
役
職
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
神
放
い
は
荒
神
へ
の
祭
り

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ゴ

ジ
ン
キ
ン
は
家
全
体
の
浄
め
で
あ
っ
て
、
中
柱
を
中
心
に
し
て
家
か
ら
外
へ
と
何
ら
か
の
災
厄
を
紋
い
出
す
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

川
祭
り
と
ノ
ダ
チ
で
は
、
相
反
す
る
性
格
の
呪
術
が
行
な
わ
れ
る
。
川
祭
り
で
は
、

川
や
溜
池
に
住
む
悪
霊
の

釦
め
と
い
う
性
格
が
あ
り
、
ノ
タ
チ
で
は
、
危
険
な
場
所
や
危
険
を
も
た
ら
す
水
な
ど
の
祝
別
と
い
う
積
極
的
呪
術
な
の
で
あ
る
。
こ
こ



で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
人
間
と
他
界
と
の
接
点
と
い
う
〈
辺
境
性
〉
を
帯
び
た
地
点
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

調
伏
さ
れ
る
河
童
な
と
の
悪
霊
も
、
ノ
ダ
チ
の
対
象
と
な
る
場
所
、
自
然
に
内
在
す
る
災
厄
も
共
通
し
た
性
格
の
両
側
面
な
の
か
も
知
れ

な
し

W 

キ
リ

シ
タ

ン
と
非

キ
リ

シ
タ

ン
の
交
渉

生
月
島
で
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
非
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
、
人
口
の
点
で
も
優
位
を
占
め
て
き
た
。
農
民
の
中
で
、
非
キ
リ
シ
タ

(
幻
〉

ン
は
カ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
通
婚
を
拒
ん
で
き
た
(
拒
ま
れ
た
と
も
言
え
る
)
た
め
、
積
極
的

な
交
渉
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ッ
ツ
も
元
触
の
下
木
場
に
居
住
し
て
い
る
た
め
、
住
吉
神
社

・
岡
本
神
社
の
氏
子
で
あ
り
、
キ
リ

シ
タ
ン
と
共
に
祭
り
に
は
参
加
す
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
カ
ッ
ツ
で
肥
っ
て
い
る
小
平
太
神
社
(
越
国
神
社
)
の
財
産
で
あ
る
松
は
、

住
吉
神
社
の
オ
フ
ク
ラ
(
洞
)
の
材
料
と
し
て
い
た
。
表
面
上
の
交
際
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
交
渉
は
行
な
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
カ
ッ
ツ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

浦
に
居
住
す
る
漁
民
や
商
人
達
は
、
伝
統
的
な
捕
鯨
や
そ
の
後
を
承
け
た
漁
業
に
従
事
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
的

に
は
、
農
民
と
し
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
よ
り
は
優
位
に
あ
っ
た
。
漁
民
や
商
人
も
、
か
つ
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
キ

リ
シ
タ
ン
関
係
の
遺
品
が
、
大
量
に
島
外
に
流
出
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
組
織
も
持
た
ず
、
儀
礼

・
オ
ラ
シ
ョ
の
知
識
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
浦
の
居
住
者
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
に
祈

願
を
依
頼
す
る
場
面
が
少
な
く
な
い
。

七

(
川

)



一
八

漁
師
が
新
造
船
を
手
に
入
れ
る
と
、
ま
ず
中
江
ノ
島
に
祈
願
に
行
く
。
中
江
ノ
島
の
周
囲
は
潮
流
が
早
く
、
州
、か
沈
ん
だ
場
合
に
は
死

体
も
あ
が
ら
な
い
。
海
産
物
は
豊
富
だ
が
採
集
さ
れ
ず
、
漁
師
も
日
常
は
近
づ
か
な
い
。
し
か
し
、
中
江
ノ
島
は
多
く
の
殉
教
者
を
出
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
サ
ン

・
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
を
こ
の
島
の
岩
か
ら
得
る
。
サ
ン

・
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
は
、
洗
礼
や
種
々

の
祈
願
に
使
用
さ
れ
る
聖
水
で
、
納
戸
神
と
と
も
に
ツ
モ
ト
で
保
管
し
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
は
、
新
造
船
の
祈
需
を
依
頼
さ

れ
る
と
、
船
主
と
と
も
に
中
江
ノ
島
に
行
き
、
新
造
船
の
安
全
や
型
漁
を
祈
願
し
、
サ
ン

・
ジ
ュ
ワ
ン
燥
の
水
を
ひ
ん
に
受
け
て
、
帰
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

本
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

以
外
に
知
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
漁
師
は
ど
の
家
が

ツ
モ

ト
で
あ
る
か
、
誰
が
授
け
役
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
却
〉

ま
た
、
生
月
島
の
最
南
端
に

は
、
タ
ン
ジ

ク
様
と
呼
ば
れ
る
殉
教
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
親
子
が
蝉
圧
を
避
け
る
た

め
に
隠
れ
て
い
た
が
、
海
上
か
ら
捜
索
に
来
た
追
っ
手
の
た
め

に
、
遊
ん
で
い

た
子
ど
も
が
発
見
さ
れ
、
親
子
が
処
刑
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
毎
年
正
月

一
六
日
を
戸
コ

ヨ
ウ
ニ

チ
と
し
て
、
山
田
の
三
触
の
集
団
が
祭
耐
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
へ
は
海
上
か
ら
近

づ
い
て
は
な
ら
ず
、
こ

の
禁
忌
を
破
る
と
、
大
波
や
風
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
漁
師
は
海
上
安
全
や
大
漁
祈
願
の
た
め
に
、
こ
の
ダ

ン
ジ
ク
様
に
行
き
、
小
旗
を
供
え
て
祈
願
す
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
耐
と
異
な
り
、
特
定
の
期
円
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
漁
師
の
豊
漁
祈

願
や
海
上
安
全
祈
願
は
ダ
ン
ジ
ク
様
に
対
し
て
の
み
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
壱
部
と
山
田
の
中
間
に
位
置
す
る
越
聞
神
社
に
は
、
大

ハ
m
u
v

敷
網
を
や
っ
て

い
る
漁
師
が
、
最
初
に
と
れ
た
魚
を
供
え
る
。
ま
た
、
島
の
北
端
に
近
い
磯
に
柁
ら
れ
る
宝
倉
水
天
宮
も
漁
の
神
と
し
て

知
ら
れ
て
レ
る
。

山山
漁
の
前
に
、
海
上
安
全
や
豊
漁
祈
願
に
お
詣
り
す
る
と
い
う
。

以
上
の
事
例
か
ら
見
る
と
、
漁
民
の
信
仰
の
中
で
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
占
め
る
位
置
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
海
上
安
全
や
豊
漁
の
祈

願
の
レ
ベ
ル
で
は
、
祭
岨
対
象
は
島
内
各
地
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
の

U
常
的
生
産
活
動
で
の
祈
願
に
対
し
て
、
よ
り
上
似
の
新
造
船
の
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図Wー① キリシタンと漁民の信仰

祈
願
の
場
合
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
で
あ
る
中
江
ノ
島
で
の
祈
結
が
な
さ
れ
る
。
舟
オ

(ぬ〉

ロ
シ
に
は
、
妊
婦
に
乗
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
女
の
髪
を
舟
霊
と
す
る
信
仰
も
見
ら
れ
る
が

そ
れ
と
同
時
に
、
中
江
ノ
品

へ
の
祈
願
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
祈
願
や

呪
術
的
能
カ
は
、
他
の
神
社
祭
杷
等
に
比
較
し
て
優
位
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
(
図
W
|
①
参
照
)

ま
た
、
浦
に
居
住
す
る
人
々
と
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
と
の
聞
に
は
、
日
常
的
な
交
渉
が
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
は
肥
料
と
し
て
、
浦
方
居
住
者
か
ら

コ
ヤ
シ
ト
リ
を
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
家
で
は
魚
が
大
量
に
と
れ
た
時
な
ど
持
っ
て
い
っ
て
分
け
て
や
り
、
作

物
を
分
け
て
も
ら

っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
常
的
な
交
際
関
係
は
宗
教
的
関
係

に
も
発
展
し
て
い
る
。

正
月
の
注
連
縄
を
コ

ヤ
シ
ト
リ
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
れ

ば
、
ま
た
こ

の
時
に

「
モ
ン
ジ

ャ
モ

ン
ジ

ャ
」

(
オ
ラ
シ
ョ
)
を
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
る
。
墓
を
葬
式
で
い
じ
る
場
合
、
納
骨
の
準
備
や
六
道
を
並
べ
る
こ
と
な
ど
も
や
っ
て

も
ら
う
。
こ
う
い
っ
た
場
介
、
お
膳
に
酒
肴
を
出
し
て
、
何
ら
か
の
お
包
み
(
お
金
)
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
(
壱
部
削
)

九

(
川

)
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し
た
が
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
浦
の
ぬ
民
に
と
っ
て
、
械
れ
た
役
目
や
神
聖
な
神
飾
り
を
ひ
き
う
け
る
宗
教
者
と
し
て
の
役
目
を
果
し

て
い

た
の
で
あ
る
。

山
悶
で
も
、
館
浦
の
漁
民
と
の
関
係
が
見
ら
れ
る
。

山
田
免
の
日
草
で
は
、
カ
ケ
ウ
チ

(
キ
リ
シ

タ
ン
の
祭
柁
集
団
)
は

一
二

J
一一一
軒
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
正
月
の
二
J
四
日
に
か

け
て
、
家
の
放
い
を
す
る
。
オ
カ
ミ
サ
マ
を
持
っ
て
い
る
人
は
(
役
職
者
)
カ
ケ
ウ
チ
以
外
に
も
行
く
の
で
、

一
五
軒
位
廻
る
こ
と
に

な
る
。
家
の
放
い
が
す
む
と
、
お
神
酒
と
お
肴
、
オ
テ
ガ
ケ
(
タ
オ
ル
な
と
)
な
ど
が
出
て
、
お
初

穂

(
お
金
)
を
少
し
包
ん
で
く
れ

る
。

山
出
免
の
元
触
で
は
、
正
月
の
四
日
か
ら
五
日
に
家
の
放
い
に
旭
る
、か
、
前
役
職
者
は
三
川
位
か
ら
館
浦
に
行
っ
て
家
の
被
い
を
す
る

の
で
あ
り
、
日
草
の
事
例
と
同
様
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
に
加
わ

っ
て
い
な
い
漁
民
や
商
人
の
家
ま
で
放
い
に
行
く
。
し
た
が
っ
て
、
キ

リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
外
部
に
も

「信
者
」
を
有
す
る
民
間
宗
教
者
的
な
立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
関
係
は
、
日
常
的
な
交
際
関
係
の
発
展
で
あ
っ
て
、
遊
行
の
宗
教
者
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(図
W
|
①

参
照
)
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
ゃ
、
そ
の
経
験
者
の
執
行
す
る

「
オ
ラ
シ
ョ

」

・
儀
礼
の
呪
術
的
効
果
は
、
測
に
居
住
す
る
者
に
と
っ
て
、
受

容
す
る
に
足
る
内
容
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
新
造
船
の
祈
願
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
優
位
性
は
、
家
の
放
い

や
納
骨
の
準
備

・
六
道
の
配
置
と
い
っ

た
織
れ
を
受
け
る
作
業
を
令
め
て
、

一小
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
に
は
劣
位
に
置
か
れ

(
れ
)

た
こ
と
に
巾
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
経
済
的
に
は
、
近
世
の
捕
鯨
以
来
漁
民
が
優
位
に
あ
っ
た
。
ま
た
捕
に
は
、
落
か
ら
派
遣
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さ
れ
た
武
士

や
商
人
も
存
在
し
た
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
社
会
的
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
農
民

に
対
し
て
優
位
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

し
た
が
っ
て
、
宗
教
的
優
位
性
と
社

会
的
劣
位
性
の
結
節
す
る
点
に
、
キ
リ
シ
タ
ン

の
役
職
者
、
ひ

い
て
は
キ
リ
シ

タ
ン
が
置
か

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン

の
オ
ラ
シ
ョ
が
、

〈
モ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
〉
と
称

せ
ら
れ
る
の
は
、
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
の
み
で
な
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
ア
ン
ビ

(
幻
)

ヴ
ァ
レ
ン
卜
な
状
態
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
非
キ

リ
シ

タ
ン
の
宗
教
者
の
活
動
も
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
は
、
現
在
動
揺
し
つ
つ
あ
る
。
主
た
る
要
因
は
、
役
職

(
お
)

者
が
そ
の
役
目
を
果
す
た
め
の
時
間
的

・
経
済
的
負
担
に
耐
え
な
い
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、

オ
ラ
シ

ョ
の
暗
唱
と
い
っ
た
こ
と
も
、
日
常
生
活
の
余
裕
の
な
い
現
代
社
会
で
は
、
困
難
な

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
を
ひ
き
う
け
る
後
継
者
の
選
択
は
、
多

く
の
組
織
が
苦
労
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
継
者
が
な
い
た
め
に
消
滅
し
た
組
織
は
な
い
が
、

授
け
役
が
い
な
い
の
で
、
他
の
組
織
の
者
に
兼
任
し
て
も
ら
う
と
い
う
場
合
も
生
じ
て
い

る
。
授
け
役
の
後
継
者
が
い
な
く
な

っ
た
場
合
に
備
え
て
、
ツ
モ
ト
が
授
け
役
を
兼
ね
る
と

い
う
方
法
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
生
じ
た
際
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
で

な
く
、
ホ
l

ニ
ン
や
琵
琶
盲
僧
に
依
頼
し
て
問
題
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ

(
川

)



(

川

)

る
の
で
あ
る
。

壱
部
在
で
は
、
本
来
ツ
モ
卜
は
葬
式
に
関
与
せ
ず
、
授
け
役
(
ジ
サ
ン
)
が
モ
ド
シ
と
言
っ
て
、
死
者
に
カ

カ
ル
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
昭
和
四
八
年
か
ら
は
、
こ
れ
を
ツ
モ
ト
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
決
定
す
る
の
に
、
オ
カ
ミ
サ
マ
の
オ
サ
ガ

リ

を
受

け

た
。
天
台
宗
に
属
し
、
琵
琶
盲
僧
の
系
譜
を
ひ
く
吉
田
法
俊
氏
の
子
で
、
神
窓
き
の
神
託
を
行
な
っ
た
。
経
験
の
あ
る
代
人
を
た
て

て
、
こ
れ
に
キ

リ
シ

タ
ン

の
神
を
招
き
寄
せ
て
、
託
宜
を
聞
い
た

o
h
を
つ
ん
だ
者
で
な
い
と
オ
サ
ガ

リ
な
ど
で
き
な
い

か

ら

で

あ

る
。

し
か
し
、
内
部
で
の
意
見
調
整
が
で
き
な
か
っ

た
点
に
最
大
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
根
本
的
で
、
伝

統
的
な
問
題
で
あ
る
た
め
に
、
外
部
の
権
威
の
介
入
を
求

ゐ
ざ
る
を
仰
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
殉
教
者
や
そ
れ
に
類
す
る
人
々
に
関
わ
る
型
地
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
、
ホ
l
ニ
ン
が
活
躍
し
た
と

い
う
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
。
壱
部
在
の
オ
ヤ
シ
キ

ヤ
マ
(
お
屋
敷
山
)
と
呼
ば
れ
る
聖
地
が
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
で
追
放
さ
れ
た
壱
部
氏
の
屋
敷
跡
と
さ
れ

て
い
た
杜
で
あ
る
。
こ
の
杜
へ
の
立
入
り
ゃ
樹
木
の
伐
採
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

(
H
A
)
 

オ
ヤ
シ
キ
様
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
オ
カ
ミ
サ
マ
に
伺
い
を
た
て
る
こ
と
と
な
り
、
ホ
l
ニ
ン
に
依
頼
し

た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
公
園
に
し
て
、
金
を
貰
わ
な
け
れ
ば
よ
い
と
の
こ
と
で
、
樹
木
を
伐
採
し
、

公
園
に
し
た
。
m
(

け
が
大
量
に

出
た
た
め
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
墓
を
-
」
し
ら
え
た
。



ホ
l
ニ
ン
が
オ
カ
ミ
サ
マ
を
呼
び
出
し
て
、
そ
の
託
宣
で
、
禁
忌
を
破
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ン

・
パ
ブ
ロ

l

同
僚
と
も
称
さ
れ
る
幸
四
郎
様
の
杜
も
、
殉
教
地
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
杜
で
、
枯
木
が
倒
れ
た
が
、
ホ

l
ニ
ン
を
通
じ
て
、
パ
ブ

ロ
!
様

に
お
伺
い
が
た
て
ら
れ
、
村
木
を
光
る
許
可
が
得
ら
れ
た
。

キ
リ
シ
タ

ン
の
場
合
、
神
の
意
志
を
問
う
こ
と
は
直
按
行
な
い
得
な
い
。
キ

リ
シ
タ
ン
の
儀
礼
に
お

い
て
は
、
神
に
対
し
て
供
献
を
な
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
神
の
意
志
を
問
う
と
い
う
儀
礼
は
存
在
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
の
変
化
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
の
禁
思
を
破
ら
ざ

る
を
得
な
レ
状
、似
の
も
と
で
、
神
の
意
志
を
問
う
こ
と
が
市

一
の
解
決
方
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

キ
リ

シ
タ
ン
組
織
外
の
権
威
に
依
存
し
、
神
オ
ロ
シ
の
呪
術
的
手
段
が
要
請
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
盲

僧
や
ホ

1
ニ
ン
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
無
縁
の
存
在
で
は
な
い
。
キ

リ
シ

タ
ン
の
家
々
を
訪
れ

て
、
荒
神
秘
い
を
行
な
い
、
地
而
を
い
じ
る
際
に
は
、
金
神
の
巣
り
を
飢
め
る
祭
り
を
や

っ

て

も

ら

う
。

u常
的
な
小
活
の
レ
ベ
ル
で
種
々
の
祈
院
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
口
常
的
レ
ベ
ル

と
異

な
る
キ

リ
シ
タ
ン
の
宗
教
的
危
機
と
も
考
え
ら
れ
る
状
況
で
、
彼
等
の
能
力
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

(
図
W
|
①
参
照
)

盲
僧
や
ホ
l

ニ
ン

は
、
制
度
化
さ
れ
た
神
官
や
、
僧
侶
か
ら
は
低
位
に
置
か
れ
る
。
神
官
に
は
、

「係
」
と
い
う
敬
称
が
附
せ
ら
れ
る
が
、
百
僧
や
ホ

l
ニ
ン
は

「
さ
ん
」
の
呼
称
が
附
せ
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
授
け
役
は
、

そ
の
地
伎
を
示
す
杖
金
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
崎
敬
の
対
象
と

(

川

)

キリシタン
神オ ロ y

(託宣)

図Wー③ キリシタンと民間宗教者



以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
経
済
的
劣
位
の
キ

リ
シ
タ

ン
は
、
浦
の
漁
民
に
と
っ
て
宗
教
的
優
位

に
立
ち
、
社
会
的
に
は
低
位
に
置
か
れ
る
盲
併
や
ホ
l

ニ
ン
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
宗
教
的
危
機
を

回
避
す
る
安
全
機
能
を
巣
し
て

い
る
。
こ
こ
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て

は
、
社
会
的
劣
位
の
者
が
宗
教
的
優
位
に
た
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
相
互
関
係
が
存
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
状
況
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
民
間
宗
教
者

|

|
固
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
の
た
め
に
、
家
々
を
廻

っ
て
、
信
者
の
寄
進
を
つ
の

る
と
い
う
意
味
で
の

l
ーー
は
、
社
会
的
に

は
低
位
に
置
か
れ
る
が
、
そ
の

こ
と
が
逆
に
宗
教
的
優

位
性
を
意
義
、
つ
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン

の
役
職
者
に
つ
い
て
も
、
経

済
的
劣
位
と
秘
筏
集
団
と
し
て
の
神
秘
性
が
附
与
さ
れ
る
こ
と
こ
よ
っ
て
、
呪
的
能
力
が
潜
在
的
に
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

(
図

w
l
①
参
照
)

非キリシタ ン

ホーニ ン

(
川

)

な
る
。
そ
の
組
会
的
地
位
に
比
し
て
も
、
盲
僧
等
は
低
位
に
置
か
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
神
オ
ロ

シ
と
い
う
行
法
を
通
じ
て
、
盲
僧

・
ホ
l
ニ
ン
は
特
定
の
場
合
に
、
宗
教
的
優
位
を
占
め
る
の

で

(
お
)

あ
る
。

fL日

盲僧

図Wー① 社会的劣位と宗教的優位性

者4誼{支

キリ シタン



V 

諸

宗
教
者
と
キ
リ

シ
タ

ン
の
交
錯

生
月
島
に
お
け
る
諸
宗
教
の
相
互
関
係
は
、

μ
本
の
園
内
で
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
と
い
う
秘
密
の
宗
教
組
織
を
内
包
し
た
た
め
に
、
普
遍
的
な
性
格
が
よ
り
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
、
ま
た

一
方
で
独
自

の
宗
教
関
係
を
旺
胎
し
た
と
も
評
価
で
き
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
人

口
の
上
で
も
、
多
数
派
を
形
成
し
、
差
別
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
、
他
の
諸
宗
教
を
受
容
し
、
宥
和
を
保
つ

理
由
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
位
の
キ

リ
シ
タ
ン
が
破
壊
し
、
拒
否
し
た
神
社
や

与
院
も
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
古
野
清
人
氏
の
評
価
|

|
キ
リ
シ
タ

ニ
ズ

ム
|

|
も
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り

一
般
的

・
日
常
的
レ
ベ
ル
の
問
題
に

U
を
転
じ
る
と
、
同
種
の
祈
耐
や
祈
願
に
、
神
官

・
僧
侶

・
琶
琵
富
僧

・

ホ

l

ニ
ン
な
ど
と
の
鋭
合
関
係
が
見
ら
れ
、
そ
の
立
味
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
が
民
間
宗
教
者
化
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

新
造
船
の
安
全
祈
願
に
見
ら
れ
る
、
キ
リ
シ

タ
ン
聖
地
と
し
て
の
中
江
ノ
島
は
、
民
間
宗
教
者
の
祭
柁
対
象
に
過
ぎ
ず
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
秘
密
性
は
崩
壊
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
神
被
い
と
コ
ジ
ン
キ
ン
は
共
油
性
を
有
し
、
川
祭
り
と
ノ
ダ
チ
も
共
通
す
る

内
容
を
持
ち
、
今
後
は
競
合
し
あ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
独
自
性
を
表
明
で
き
る
洗
礼
も
、
次
第
に
受
け
ら
れ
な
い
者
が
憎
加
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
通
婚
圏
の
拡

大
に
よ
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
以
外
の
嫁
が
地
え
た
た
め
に
、
バ
ー
ま
れ
た
チ
が
洗
礼
を
受
け
な
い
し
、
無
理
に
受
け
よ
う
と
も
し
な
い
の
で

あ
る
。

現
在
の
段
階
で
、
も
っ
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
の
独
向
性
を・
L
必
で
き
る
の
は
、
葬
俄
で
あ
り
、
表
面
上
受
容
し
て
い
る
僧
侶
の
読
経

は
、
キ
リ
シ
タ

ン
集
団
の
世
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
は
大
き
な
弱
点
在
抱
え
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
組

五

(
川

〉
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ノ¥

(
川

)

織
を
州
制
持
す
る
後
継
者
に
な
り
手
が
な
い
こ
と
で
、
後
淋
者
の
選
任
に
あ
た
っ

て
は
、

盲
的
や
ホ
l
ニ
ン
に
、
神
オ
ロ
シ
の
託
宣
を
求
め
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
禁

忌
を
解
除
す
る
に
も
同
係
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。
言
わ
ば
内
部
矛
盾
を
解
決
す
る
た

め
に
、
キ
リ
シ

タ
ン
組
織
外
の
私
的
な
宗
教
権
威
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
授
け
役

も
ツ
モ
ト
も
と
も
に
、
こ
の
内
…
で
は
権
威
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
は
、
敬
意
を
も
っ
て
遇
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
行
小円
毎
に
、
身
か
ら
出
る
拙
慣
れ
を
避
け
て
、
修
行
に

入
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
肥
に
触
れ
る
畑
住
事
や
牛
の
世
話
を
避
け
、
休
浴
し
た
後
は

下
着
を
着
け
な
い
と
か
、
尿
を
か
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
子
と
も
を
抱
か
な
い
と
い
っ

た
、
俗
生
活
を
縦
れ
る
禁
忌
に
従
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
聖
な
立
場
を
維
持

し
、
燥
し
い
オ
ラ
シ
ョ
を
陥

mで
き
る
能
力
が
尊
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る。

図Vー① 生月島における宗教者の相互関係

し
か
し
、
納
に
U
む
漁
民
や
商
人
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
民
民
は
コ
ヤ
シ

ト
リ
に
来
る
者
で
あ
り
、
経
済
的
に
は
下
位
に
け門
ん
ら
れ

て
い

た
。
ま
た
、
彼
等
に
よ
っ
て
、
正
月
の
注
辿
測
が
作
ら
れ
、
山
家
紋
い
が
行
な
わ
れ
、
死
者
の
た
め
に
墓
地
の
準
備
が
な
さ
れ
る
と
い

う
、
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。
以
上
の
訴
関
係
(
図

vー
の
参
照
)
が
、
生
月
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ

た
、
諸
宗
教
の
復
合
状
態
で
あ
り
、
外
来
宗
教
が
け
本
の
地
域
社
会
に
定
着
す
る
過
程
で
形
成
さ
れ
た
没
化
の
一

端
を
示
し
て

い
る
と
考

え
ら
れ
る
。



参

照

文

献

回
北
耕
也
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』

(
昭
和
二
九
年

古
野
清
人

『隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』

(
昭
和
三

凶

年

主
文
裳
)

近
藤
儀
左
衛
門

『
生
月
史
稿
』

(昭
和
五
二
年

芸

文

堂

)

H
本
学
術
振
興
会
)

註

(

1

)

近
藤

『生
月
史
稿
』、
生
月
郷
土
誌
(
長
崎
県
立
図
畜
館
蔵
)
参
照

(

2

)

レ
オ
ン

・
パ
ジ
ェ
ス
『
日
本
切
支
川
宗
門
史
』

(
昭
和

一
三
J
一
五
年
岩
波
文
庫
)
、
片
岡
弥
吉
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』
(
昭
和
五
四
年

時
事
通
信
社
)
参
照

(

3

)

東
芝
レ
コ
ー
ド
皆
川
達
夫
企
画

・
構
成

『洋
楽
事
始
』
、『巧

8
00
N
J∞
8
8参
照

(

4

)

浦
上
で
は
、
近
世
幕
務
体
制
下
で
、
四
回
の
発
覚
事
件
が
起
こ
り
、
天
草
で
も
同
級
の
事
件
が
あ
っ

た。

(

5

)

古
野
『
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
』

一
ムハ
一ニ
頁

(
6

)

田
北
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
』
三

O
九
J
=
二

五
頁

(
7

)

柴
田
実
「
生
月
の
旧
キ
リ
シ
タ
ン
」
(
京
都
大
学
平
戸
学
術
調
査
団
編
『
平
戸
学
術
調
査
報
告
』
昭
和
二
六
年
)
一
六
三
頁

(

8

)

拙
稿
「
生
月
キ
リ
シ

タ
ン
の
型
地
信
仰

l
民
間
信
仰
と
殉
教
窓
識

l
」
(
昭
和
五
五
年

『東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
八
巻
)

(

9

)

桜
井
徳
太
郎

『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
』
ド
巻
(
昭
和
五
二
年

吉

川
弘
文
館
)
二
O
七
J
一
二
三
頁
、
同

「
民
間
信
仰
の
呪
的
機
能
|
と
く

に
荒
神
級
い
と
シ
パ
ツ
ケ
を
中
心
に

l
」
(
『
平
戸
諸
島
の
民
俗
』
昭
和
五
三
年

一半
戸
諸
島
民
俗
調
査
団
)

一
六
J

ニ
O
貰

(
ω

)

前
掲
拙
稿
「
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
型
地
信
仰
|
民
間
信
仰
と
殉
数
意
識

」

(
U

)

近
藤

『生
月
史
稿
』
二
四
五
J
六
貰

(
ロ
)
近
藤
『
生
月
史
稿
』
二
四
九
頁
、
前
燭
『
生
月
郷
土
誌
』
柄
引
五
品

(
日
)
玄
米
と
米
の
だ
ん
ど
を
供
え
、
神
楽
を
や
り
、
相
僕
の
好
き
な
ー
仰
な
の
で
、
子
ど
も
の
相
慣
も
行
な
っ
た
と
い
う
。

七

(
附

)



J¥ 

(
附
〉

(
M

)

近
藤

『
生
月
史
稿
』
、

「
生
月
郷
土
誌
」
等
参
照

(
お
)
古
野

『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
一

O
五
頁

(
ぱ山
)
新
四
国
八
十
八
カ
所
の
札
所
は
、
堂
を
桁
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
小
さ
な
刷
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
り
、
大
町
並
の
成
立
に
は
宗
教
ぷ
の
関
与

が
考
え
ら
れ
る
。

(
げ
)

浦

川
和
三
郎

『
切
支
川
の
復
活
』
下
巻
(
附
和
三
年
、
昭
和
五
凶
均
復
刻

肉
者
刊
行
会
)
七
八
九
J
七
九
八
良
、
古
野

『隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
』
一

O
三
J
一
O
七
頁
参
照
、
他
地
域
に
比
較
し
て
、
ヵ
ト
リ
y

ク
教
会
へ

の
復
帰
は
少
な
い
。

(
凶
)
天
台
宗
玄
清
法
流
に
所
属
、
明
法
院
住
職
、

盲
僧
で
は
な
い
が
、
琵
琶
を
使
用
し
、
開
奏
論
経
三
昧
を
行
な
い
、
種
々
の
祈
穏
に
従
事
す
る
。

(
日
〉

壱
部
在
住

(士白
木
弥
生
)
、

(
初
)
旧
北

『
昭
和
時
代
の
瀦
伏
キ
リ
シ

タ
ン
』
凶
二
六
J
凶
四
八
一良和
世
間間

(
幻
)
乙
乙
で
は
、
神
宮
も
こ
の
析
防
を
依
頼
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
他
の
諸
宗
教
者
と
同
列
に
出
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
民
間
宗
教
者
」
的
な
役

割
を
果
し
て
い
る
と
も
言
え
る。

(

n

)

改
葬
を
伴
う
単
基
制
地
帯
で
あ
り
、
キ
リ
ン
タ
ン
の
死
者
観
に
も
関
わ
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

(
お
)

桜

井

『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
』
下
巻

二

一
四
J
-二
九
頁
納
戸
神
の
神
オ
ロ
シ
を
行
な
う
。

(
MC

Y

ロ
態
き
(
死
湿
の
以
り
)
と
し
て
、
幼
児
の
死
亡
に
関
す
る
事
例
を
聞
い
た
。
シ
ロ
を
杷
り
乙
め
る
と
い
う
方
法
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

(
お
)
山
口
昌
男

『文
化
と
両
義
性
』

(
昭
和
五

O
年

岩

波
哲
庖
)
勾
参
照

(
お
)

川
祭
り
等
で
調
伏
の
対
象
と
な
る
の
は
、
河
主
で
あ
り
、

mEmと
悪
戯
の
両
面
性
を
有
す
る
存
庄
で
あ
る
。
自
然
'制
体
も
、
普
と
悪
を
内
包
す

る
も
の
で
あ
り
、
共
通
し
た
理
解
の
上
に
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
幻
)
五
島
列
島
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
居
付
H
開
妬
者
で
あ
り
、
地
下
H
旧
来
の
住
民
か
ら
差
別
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
数
派
を

形
成
し
て
い
た
生
月
烏
で
は
、
カ
y

ツ
が
あ
る
意
味
で

「差
別
」
の
対
象
で
あ

っ
た。

(
お
)
拙
稿

「生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
型
地
信
仰
|
民
間
信
仰
と
殉
教
な
織
|
」

多
照

(md
一
O
O匹
の
河
訟
が
い
た
が
、
相
談
を
と

っ
て
敗
れ
、

一
匹
が
死
ん
だ
た
め
、
九
九
円
が
絞

っ
た
と
い
う
。
ま
た
九
九
円
の
ウ
ナ
ギ
を
比
る
と

豊
漁
と
も
伝
え
て
い
る
。

(
ぬ
)
亀
山
腹

一
「
平
戸
島

・
生
月
島
の
漁
携
習
俗
の
な
か
か
ら
」
(
昭
和
五
三
年

『
平
戸
諸
島
の
民
俗
』)
参
照



(
川
副
)
近
世
の
捕
鯨
は
、
平
戸
藩
(
松
浦
氏
)
及
び
益
富
家
を
潤
お
し
た
。
こ
の
乙
と
も
あ
っ
て
、
漁
業
の
伝
統
が
生
月
島
に
根
づ
い
て
い
る
。

(
位
)

「モ

ン
シ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」
は
内
容
の
不
明
確
な
オ
ラ
シ
ョ
に
対
す
る
軽
悔
と、

未
知
の
存
在
へ
の
畏
怖
の
両
者
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

(
お
)
役
職
者
は
洗
礼
(
授
け
)
、
葬
式
、
種
々
の
行
事
の
た
め
に
時
間
を
割
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
種
々
の
禁
忌
が
課
さ
れ
て
い
る
。
遠
洋
や
近

海
で
の
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
者
は
、
仕
事
の
途
中
で
帰
島
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

(
剖
)

道
路
拡
張
の
た
め
、
町
に
譲
渡
す
る
乙
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
公
共
性
が
優
先
し
て
、
ζ

の
よ
う
な
判
断
が
加
わ
っ

た
と
見
て
よ
い
。
ま

た
、
私
有
地
と
し
て
の
維
持
も
不
利
な
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。

(
お
)
ム
-
7
の
公
的
宗
教
者
と
し
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
盲
僧

・
ホ
|
ニ
ン
等
の
民
間
宗
教
者
の
関
係
は
、
沖
縄
等
に
見
ら
れ
る
ユ
タ
と
/
口

、
亙
女
と

祭
司
の
関
係
に
比
較
で
き
よ
う
。

本
稿
は
、
昭
和
五
四
年
度
私
学
研
修
福
枇
会
へ
の
個
人
研
修
レ
ポ
ー
ト
に
若
干
の
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

九

(

山
川
)



道

利
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川 教

中

井

深

紙

山

石

教綬

教俊

助教授

講師

講師

諮問

員

近藤久美子

紙谷威 庚

佐藤秀一

，1，問問津子

石 川 教張

委集

俊

師

師

側

師

教

講

講

諸

都

編

長

員

員

員

員

員委

委

委

委

委

3月の多忙な時WHこ，校正作業がとびこんでくるのは，避け
られない宿命であろうか? 最終校正を終えるのはお彼岸の中

日になりそうである。いつもながらの綱渡りで，春の風もいさ

さか冷たく吹き抜けて行くようである。今回の紀要も，多岐に

わたるテーマであるが，-'U~通ずる部分を伏在させているよう

に思われる。編集委員の間でも，何となく ，その底流を感じと

ってきた。この中の主題を浮び上がらせるべく，さらに努力し

て行きたい。(文責Y&K)

ii己後集編
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